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桐 生 の あ ゆ み

名領主 石川将監忠房

(桐生と安中に残る生祠)

徳H時

`ヽ

の桐牛地方の政治は 次のような3"1

1[Iκtnることヵ,こきる.

第―期 天領時代 人正18年 (1590年)8月 よ

り寛文元年 (1661年)8月 まで -71年 問

第二期 舘ll領]キ代 寛文7E年 に601年, 8月

より天利 2年 (1682年, 4月 よで -21年 間

策三期 分綸1寺代 天利 2年 (1682年, 4月 よ

り慶に 4年 (1868年

'9月

まで -186年 間

大恒は郡代 ヽ官の支配する幕府の直轄領.

舘林領皓代の鯨林城主|ま徳川綱吉で 綱吉が5

代将軍職 をつ ぐよ うにな
`,て

からは 桐■領は一

部は天領 あとま世本207騎に分給 となった.

こうしたlFN の領主 (贅本,の 中で、名領主と

して石
'日

子監の名前が ただ一人いよも城 きねて

いる.

石‖将監は寛政 p年 (1797年)堤 村 (桐生市堤

円)の 領主となるや 荒蕪ILの開懇を.l画し 資

財を投 じ 家巨人:市 之進 t藤 順人夫に命し

4年 の歳月をかけて新地 打Hい た.そ のため入植

した農民 ま その5恵 に感 じ 文化 7年 (1810年)

ILに類例の少い生 l・l二社大明神 (傾主石 1忠房

=巨 大野市之進 佐藤順太夫霊, を建立 し 徳 を

たたえた.こ の生 l・Jは現在も市内卿 ∫に残 ,てい

る.た だし現石祠は安政 3年 (1856年)に に建 し

たものである.

(生祠とは生存中に 本人を尊崇敬慕 して神 と

して祀るや しろ)

石川将監忠房は 宝暦 5年 は755年)成 本

'丹1券興の子 として工戸赤坂|■生れた.7′ の叶、挟

父石1鍋 八富F忠回の(子 となり、石1忠 房となっ

た.1,′ で小普請組に入 り、二条Щ在番JII務 大

販在番をどを経て 寛政 3年 御日付夜に進んだ.

その年松前へ遺 ロシヤ使節ラックスマ ンが来航.

石
'忠

房は命 じられてラックスマ ン=帰 国 きせる

為に読諭● (ぎゆ し,主 席 となり 松前でラッ

クスマ ンと会談説=に 成功 した.

寛政 7年 作事本行 寛政 9年 勧定奉行となり

山口H"1地 村 li村
`■

在の梅口と堤呵

' 

矢場

"村
の内五百石 を加増 さオ■た.翌 寛政I)年に|よ道

中奉行 を兼ねる,文 化 3年 江■西城留守、文化 5

年小平請支配 量後は工■人城留守 となり大,7

年牛よ`.■年82才.

以 Lの経歴のように石
'H子

監忠房 ま幕Iすの重臣

であ ,た.

安中市にも石1忠 房の■祠力法 っている.二 れ

は1山 道安中状が助郷 1幕府によ ,(人 鳴の提供

を・|ぜ ら
'■

る大役)力蠅 酷で=し んでいたのを

忠房が道中奉

`テ

のとき軽

減 し 村民の苦 しみ=際

いたことliよる.文 政 3

年 Ⅲ820■) +頭 天王

社の坑内に生||を建て忠

房を生き神とまつ ,た.

更に天倶5年 には藩主板

倉1琴明により生祠之llが

安中城本九内に立てられ

た.と もに安中市の指定

史lと

`っ

ていろ.
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一 月 次 会 報 告 ―
【9月】佐久平文化探訪と

グルメの旅
【7月】大川美術館―年を経て

講師 財団法人 大川美術館

4●I長 大 川 栄 二 氏

大川美術館Jま昨年4月 2o日にオープンした。こ

の美術館は桐生市出身の実業家大川栄二きんが

多年にわたり収集した千数百点のすぐれた美術F,

を収蔵し 仝国でもトッブレベルの内容と、美術

関係者から高い調両を得ている。

建物も松本莞氏 (近代曰本洋画史に異彩を放つ

画家松本崚介の次男.松 本跛介の作品は数多く大

"美
Fr館を飾っている)の 設.lで 夫変落着いた

あたたかなアットホームな感じで 雷電山の自然

のたたギまいとも よく調和している.

大川美術館は開館以来 個性的であたたかくて

レベルの高い ユニータな美術館として 今国の

美術■好者の間に定評がある.花 工石輪の丸田会

長は、 「1司生がこれから世界に誇れるのは大
"姜

術館の存在だJと まで言っておられる.開 館当初

の市民の間にあった雑音は消えたようだが、まだ

まだ人川美術館に対する 般市民の認識は不足し

ているのではなかろうか。

開館以来 年間の有料入綸者はl12万 5千 名

市内30% 市外70%だ そうである.常 設展 企画

展 会報や友の会ニュース等の刊行 `′Fllg会や講

演会等の事業も数多い.今 の来館者の数では美術

館の経誉は容易ではないようであるが 夫‖美術,

館ができただけで どれほど桐生市のイメー′ァ

′プができたことか.そ れを考えればもう少し市

も市民もお手伝いしなくてはいけないのではなか

ろうか。大力きんのお話を聞きながら そう考え

ていた社員が多かったようである.  (小 池)

担当理事 藤江 木島

9月 の月次会は歩 く会の担当で 信,11佐久平ヘ

バス旅行 を.l画した.

9月 9日 (Πttflの夫やかな朝、倶薬部 を早朝 6

時に出発 高崎 軽丼

"(を

経て追分から左折 中

口道の4 口ヽ丼宿に行 く.小 田丼は号J名 「姫の償 (

しゅく,Jと 呼ばれ 往時は音家や大名の奥方た

ちの宿泊が多かったとの二と.今 でも侑場の而影

をしのばせろ建物力減 る.

9時 少 し過 ぎに佐久市近代美術館べ到着.こ こ

こは佐久市出身の油丼 ■氏から寄贈 されたコレ

クションが主休で 著名な日本画=の 作F,を中心

に 洋画 彫亥J 工芸 書等 収蔵品は1100点

をこえる。また古沢三朗記念綸から寄増 きれた中

国ll磁器の逸品も 特]」展示宝で観ることがでさ

る.

次 ま望月町の茂田丼宿を訪ねる.先 ず大沢酒遣

民俗査料館 と、 しなのtlll美

“

iヽを見る,大 沢酒

造では沢山並んだ地洒のきき洒をして 白壁土蔵

の並ぶ狭い道 を 若 牧水の歌碑の所まで散策。

中資は ●.び佐久べ戻 。で磐 1理で名高い花月

で、鯉のフルコース。

イと月の近 くに重要文イヒ財 国史uの 1日中込学較

がある.中 込学枝はIIE治8年 の開校、現存する洋

風建築の小学校では最吉のもので 屋lltから突 き

出た太鼓楼 とよばれる人角の塔や 窓のステンド

′ラスめ`珍 らしい.

佐スから清里べ向 う達中の人 「穂村|■奥村土牛

記念美術館がある.奥 村土+は 第 2次 大戦中から

戦後 にかけて4年 間、この人千穂村に疎開 されて

いたのが縁で 画伯から秘蔵の作品が多数寄贈 さ

れて この美術館 ができたとのこと.

最後はFl田口Tの竜岡城へ.五 稜郭 といえ ぎ函舘

だけと思っていたが ここも五稜

'|で

ある.江 ■

時イヽ最終の築域でもあり、石垣 と土塁に御台所―

棟 しか残 っていないが 国の指定史跡とな
`,て

い

る珍 らしいもの。

帰路は内山峠 を経て ド仁田 安中 前橋 な通

り8峙 半近 く倶楽部に帰首.初 秋の好天 に恵まれ

浅間や人ヶ岳等信′||の山々がくっきりと見え 途

中の 9キ ロに及ぶコスモス街道も花盛 り まこと

に楽 しい旅であった.参 力1者52名.
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佐 久 の 滋 〔10月〕桐生市第3次総合計画について

講師 桐生市長公重次長 杉戸 快次氏

平成 2年 4月 l日 スタートした桐■市第 3次 総

合司画は 平成12年■最終年度とする11年にわた

る長期のまちづくりのプランである.

最i・t年度の人 |は15万人 (■名12″7千人)、財

政It模580億 (+成 2年 度278億)と 設定.実 施計

画 よ 基本計輌に基づく施策を,際 に推進するた

め財政的な裏付けを■たせをがら短期間 (3年 )

の某体FI J●・務r業 を定める.ま たローリン′″式

により 毎年度必要な晨富]を して

`テ

く.

二の総合計画の日指す桐生の未来像 ま「ハイテ

クと7ァ ッションのまちJで あろ.ハ イテクとフ

ァ′シコンのまちを倉J道十る特号1ブロソ,タ トは

1 ハイタソチデザインバークの整備

2 ロマンチ ′ク クロスプラン21の推進

3 回際的イベントIIL設等の整備

4 1可 生地I・t商業近r 化ヽ地域計

“

のlII進

5 高等教育機関等の誘攻 祈設

6 7-バ ン グラシドデ■インのlt進

7 部市交通網の整備

8 生涯学習の穫進

蔵酒 (担当理事 清水 関口,

lロ

中

込

学

校

佐久市立近代美術館

奥村土牛記念美術館
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夏のゴ仏」は高 1植物の宝庫である. 7月 29日

朝 51キll l生倶案部を出発。一行24名は6台 のマ イ

カーに夕)乗 し(鎌 Hま こ.こ こでTAXIに 栞り

換 え鳩待峠へ.登 山基点の鳩待山荘 を出発 したの

が8時 。曇 り空だが嗜に|よ11も射すし 霧も喘れ

るとい う天気.歩 き出 しは管の下生えする樹林帯

のゆるい壺 り 徐々に急坂 となり小モ仏山べ近 く

なる辺 りからFI望の高山1点物が見 られるようにな

る。ヒオウキ7ヤ メ シナノキンパイ ハ クサ ン

チ ドリ ハクサ ンフウロ ブ→ウシュウァズマギ

ク チ ングルマ ニ ′コウキスゲ オゼソウ タ

カネナアシコ コバイケイソ.ン等、数 「r重3Jtの7u

々力咲 き競っている.

小三仏山から至仏山への道は累々とした岩の道

である.至 仏山の森林限界は1800米あたりで、そ

の Lは 蛇紋岩地 となり、それに適応 した高山横物

だ:+になるとのこと.

標″ 228米の至仏口|の山頂ヘイいたのが111キ

約 3嗜 Fjlの登 りであった. "■ で尾漁ガ原の眺望

を楽 しみにしていたが、これは残念をがら霧のた

め殆ど見えず。,ア カネがうるきい租 群れ飛ん

でいた。ここで■食.ll時 半 ド山にかかる.帰 路

は澪も晰れて来て、逮中からは至仏

"頂

 健 ヶ岳

尾瀬ガ原の展望 t,楽しむこと力:できた.鳩 待山荘

帰普は21キ少 し過 ぎ.― 年で―番美 しいと云われ

る至仏山の高山植物 を思 う存分楽 しめた登山であ

,た。

歩く会 く7月例会〉 歩く会 〈8月〉

高山植物のお花畑、至仏山(尾瀬) 歩く会(十周年百回例会)
記念特別企画

初`秋の尾瀬沼ハイキングと
桧枝岐歌舞伎、

簡年8,11ま 「歩く会Jt休 会していたが 本年

は歩く会が発足してから10年になるので、それを

記念しての特
"J/「

N画をt,った.

8月 18日(け桐生倶楽部を午前5峙 人型バスで出

発 足に H光  鬼怒川を経百 桧伎1支から
'′

|

峠休憩所ヘイいたのが10峙.こ 二で文度を整えて

歩き出す,天 気は上々.沼 山峙まで少しの登り

あとは人
'1川

湿原の木遭を 1趣 (ひうち)ヶ rfを

遺望しながら歩く 尾瀬,″畔長蔵小屁薔は12峙少

し前.途 中ヤナギラン サワヤキョゥ ャマ トリ

カブトをどの花が眼を楽しませてくれる.

紀瀬沼から tヽ口に帰路につき 午後 3時 にけI‐

技餃 ・かざや旅館]に チ1岩.総 桧の温泉風呂は″

llを態じ、夕食の暗の名物 「た(た,らソバJや 「

まつとう|を 栞しむ.

そろそろ暮れかかる5‖キ半から待宅の歌キ| 兄々

物.幕 明けは恒例の 「寺 :番史| 二準日は 「神

宝矢口の滅 八劇
`物

語のal 次に 「=藻 の前旭

の袂 道春舘の段」.

この歌霧伎丼台の前は広場はな ,́ていて 正面

の |]|=,Rヽ卜様がある. まさに銀●・II I`4●l十る

歌

"伎

の杉である.広 場にゴ」. `シ ロを敷いた

観客嗜は直ぐ満鷹になり、録守様のあるllの斜面

にも ‐杯の見物人である.ぎ ,と =千人|′はいる

であ/●う.

歌■伎を演ずる―座は 「千茉之家花詢●Jと い

うが 勿諮栞人で地元の人達である.し かし古式

を忠実に■っての1 憤ヽで 途中雨力驚 り出したる

最後まで見物した人が少をくな ,てしまっえのは

気の輩であった."台 やイと道の下などにll口Iの紙

が工れ下,てぃる.ご 祝燿 (はな,の 扱

"で

ある.

中に 墜 をガ円也 桐生倶楽部よりJと 書ぃた紙

,ヽ見える.参 力I=一 司 歌年伐を延itして8時 過

ぎに宿に

"る

.

翌19日II ll1 8時半出発  「夏の思い出 |の記●

碑で記念撮影してから桧贅岐を‖1発 会,1田島口J

の奥会津地方「史民俗資料館をゆぅくり見■ こ
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■は明治18年に南会津郡役所として建てられた木

造 2階 建てのバルコニー■ きの建物である.内 キF

=ま 2千 点にr・ふ民■力J喪ホ してある.近 くの

'寿

舗
`中

食 をとり帰路につ く.桐 生儡栞部帰汁

171寺.

多幸   tた   (塚 越副理事長撮影)

見るもの聞 くもの食べるもの夫々 =人変楽 しい

旅行で 53名の参力1者から|よ小 く会世話人の人達

に対 し 感謝の言葉が大夕多か ,たようであった.

楡 枝 岐 の 六 地 蔵尾 瀬 の 木 道

歩く会 《10月》
紅葉の那須茶曰岳 朝曰=

10月の歩く会の例会 よ マイクロバスで力F須山

麓まで こ二から山頂駅までローブウェイを利用.

′,と|ま従歩 1時間で哨煙をあげる茶自岳 (1898米)

べ.此 処から峰の茶屋を経て朝日岳へ登り、 麓

駅まで綺 3時 間で

"り

、近くの場本温泉で人浴し

て帰る.● 葉の美しさを満喫した旅であった. 湯本温豪で入浴
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桐生の文化と桐生倶楽部

ふるさと学習
マラツンセミナー

nl生市では|・l■市政70同年 を記念 して 本年 4

月から来年 3月 までの間 70「●の ・おるきと■習

マラソンtミ ナー'を 続 すている.そ の第42回の

tミ ナーのテーマに桐生倶栞部がとり上げられ

10月26日■楽部会館におい (小池百り理 ■長が ・‖|

生の支化と桐生■楽‐|'と 題 して約120名の 受講

著を渠めで証漬 をした.以 下 まその要旨である.

1 倶薬部 (クラブ)に つぃて

タラフ1ま17世紀の初めに英回で上れた.英 国独

特のパブ 1洒場だが日本のバーのイメージと よ全

然適 う)の 葉いがタラブとなったとい う.そ の後

クラブメR樅が普及 して スボーツを栞 し●日llの

カントリークラブなともできできた.

2 英国風社交クララ

英匡に範をと ,た正統的な社交クラブが明治

夫正年円に曰本にて,教多くで彗た.そ ・71tt l′′が

東京銀座のヽつ社であり 桐生倶楽|けま先旬社に

色々のことを学ん
`大

T7年 貞1立さ漁た.こ のよ

うなタラフ1ま東■ 人阪等の人都市 [はあるが

桐1:のIう を地方都市

`当

峙ltまだ桐|:口T)|:で

きた●lはない.

3 桐生倶楽部の歴史

11'恣和会から桐■倶薬|`ヘ

月.‐33年
'月

 森宗作 (後の宗久, 大沢福大

ⅢI 書■文左行円 {Hヽ 日)等  当峙の町の有カ

者40名でn可生懇和会が設立さ,■た.懇 和会はn」■

停車場の改築 電話の設置 電力会社の設立等

桐生1丁7`屁のため人いに力があ ,た.こ の思和合

が,胎 になって桐生lH秦:Fができた.lE薬 部の談

事録には次のような記載がある.「 人正 ,年 2月

14]当 会鯖二開会ノ赳TI会二riテ 司会 ,解 故シー

切 フ当F楽 部ニリ継 タコ トフ決議スJと .

12桐上ll蝶部 と会姑の誕+

人■ 5年社同ユ人桐■■来部設立 を■請 大正

7年 第 l回給会 (社員数175名

' 

初代理 十長金子

竹人川
` 

日」理ま長前原悠 郎 をだ任.会 館は総費

月J約5万 1千 「1ぐ人正 8年 12月完成.|☆.t者 ま清

水巌lI師 帷 談社野周清治氏のiど介).

付|`洋食|「璽店 「lt式会社桐栞軒JIま人F,年 1

月開口i(桐 生倶焙

`と

|よ別経■,

13 1tl代理事長 七功労者

初代金子竹太郎、 2代 目帯 「支左衛llI(12代 |,

3代 目斎藤長平 4rヽ 日境野武人 5代 日長沢義

■、6代 目前原―治 7イ Hヽ‖けすI助  8代 日前

原勝樹 ,`ヽ H平 野元古 (現在)の ネ氏

功労者として ま森宗作 (宗久

' 

前原悠―郎 前

原準―llF 大
"英

:の各氏.

14‖可生の客I.l

■も長く 125年間)理 事長をつとめられた斎蔭長

平氏 よ 「■来‐|は‖J■・
r茶の問であり客問であ

るJと 言わ″iていた.か ,てはII・l生を訪れる知名

の士 ま殆ど二の

^館

のまHを またいだわけであつ

その名前はI・l楽部の方名鉱に教多く残されている.

15,各f颯事業 会介

産文て,公民館も無い時代、,栞 部の事業 よ■社

員だけの|,の●なく 一i支市民を対象とした|,の

も多か ,た.(lFl′ば,期 人十 各r“美llj展など,

4 倶薬部の現状と課題

■在の社員敗 |□人298名 法人31名 計32,名.

社員の会昔と会館山 料たけで肛営しで行くの

は仲々容易rま /・ぃが ‖J■●楽部の存在その|

のが桐上のL史 ●らり文化である.t輩 のヽされ

たこの責iな ll・l■「楽部1社 員 「1懸命に守 ,て

行くつtり で工る.

α

島

小池 久4氏

,●●■10月26.(`,

,1ユ 楽椰

マラソンセミナーのちらし
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会
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小
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緒
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友
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春
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ん
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．
光
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＝
形
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．
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．
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．
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句
部
の
担
当
理
事

と
し
て
部
員
の
指
導
に
当
ら
れ
た
．

光
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□□□
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揺
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落
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４
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光
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．
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．
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秘境桧枝岐の歌舞伎 ◇新入社員紹介◇
桐生倶楽|`歩 く会が発足 して「.lも

`い

昭和56年

7月 末、東北の名 会津駒 ヶ岳へ登ったこと力'あ

る.前 の荻|ま桧It岐ヘー泊 した。

その頃あちこちでよく見tl卜けた 「デイスカ′`―

ソャパ ン」の観光ポスターに怯狡lt歌髯伐 を材料

にしたt,のがあった.薬 屋で幼な児を抱 く美 しい

女形 (女形 と云ってt,本当の女優)の 写真に 「

境内に流れる浄瑠璃が低い.幼 な児の寝 息が母に

伝わる.幕 間のひとときJと ムー ドll・点の説明文

力'つく.

素嗜 らしいポスターだと興味深 く見ていたのだ

が 偶然にも歩 く会が一泊 したl‐枝岐の民宿 (河

水正)の 者おかみが そのポスターの女優 きんで

あった.ま た宿の前の土産店へ寄ったら 歌舞伐

のある時|ま一家給出演 (大姉とも役者 となり 子

どもは子役で出るという)と 言っていた.

その時 ま歌舞伎 をやつていたわけではなく 舞

台 をH.たり話を問いたりしただけであったが、い

つかは必ず歩 く会で桧伎岐歌舞技 を観に来たいと

その時のメンバーで約東 したものである。従って

今回の捨枝岐歌舞伎見物は10年来の宿願 を果 した

二とになる。

桧技岐歌鶉伐は 200年余の伝統 をtTる農民芸能

であり 今でも春秋 2回 、村の鎮守の祭 りに蒸納

芝居として濱 じ続けられている。芝居小屋は神社

と向い合って中央に広場 を残 して建っている.け

やきのがっしりした柱、T面 二重の屋根で竜 ぶ き

三問に奥行一問半の舞台 大夫座、花道 もついた

立派なもの。現在上演できる出 し物は17ほ どある

‖倶 楽部 だ よ りⅢ

そうである. (小池)

社団法人 桐生f●l楽吉除 報  第 61号
1990年 (T成2年,1211発行

発 行 人    平  」手 元  吉

編集責任者    小  池  久  ■

「|   

“̀     

ッボノ向]刷ll式会社

◎ 8月

理事会 い])

歩 く会(18日)吻 秋の尾瀬沼と檜枝岐歌露間

歩 〈会世話人会 (21日)

つ1句会 (28日)

109月

歩 〈会世話人会 (3日 )

月茨会 (9日 )歩 く会協 力「佐久平文化探訪とグ

ルメのlJI J

理事会 ■0日)

俳句会 (27目)

010月

臨時理事会 (1 )

理事会 (81)

歩 く会 (14日)「紅葉の

"「
須茶

`」
岳 朝曰岳J

会報委員会 (17日

'臨時理事会 (22日,

月次会

`22 

「ヽ桐牛市の第 3次 総合計Ⅲ ■つい

でJ桐 ■市長公i杉 ,i次長

歩 く会世話人会 (23 '

つ||′会 (26口,

真中が民宿河水荘のおかみさん



第 62号 (1)
平成 3年 4月 1日

〒376桐 生市仲町 2-9-36 社団法人 桐生倶楽部 TEL45-2755

社員の皆様ヘ

桐生倶楽部 理事長 塚  越  平  人

平成 3年 1月 29口の倶楽部給会で平野前理事長

さんの後に推 きれて理事長に就任致 しました.歴

史と伝統のあるlf●l生クラブの理事長 としては 甚

だ浅学非′で 果たして■薬部員の付託に応 え得

るか甚だ不安ですが 十い優秀な理事きんが揃っ

ているので 皆 きんのお支 えにより その任 を今

うきせていただければと恐っ (お ります.

二の倶楽部をより所 として クラブ会員の活ll」

を活発化十るため このlk‐従来の各部会を確認し

乍 ら 各々所風する植囲を定め 責任者及びリー

ダーを決めて活発な活動 を行っで行 きたいと思い

ますので、お気付 きの点がありましたらどしどし

こ意見をお寄せ下 さるようおr・Fぃ致 します。

睡史が古t とヽいうことは、先人の育てて来られ

た世の中の規範としての倶楽音

`の

精神 が挙1下られ

ますが 我々薇輩はその意 を休 して理想の実現 [

努力を預rJlしたぃと考 えております.然 し′|ら

それと共に星霜を縄た建物 もその古 さの故に揮か

しいヒ史の立投者 として毅然 とした裡にも擾■に

建っているわけですが その局格は古 さの故に早

急に修夜 を要する部 ・rも少 しとしません.こ れら

:,補修程度で済むのか、抜本||に考えねばならぬ

か|ま診断 を障重にせねば判 りません・・で 早急の

健康診

"iを

行い 不預1の事態等がI・・こらないよう

=tて おくべ きと考 えます.

■い、心配 されていた湾岸戦争t,早期 に終 わり

ましたので ‖1生の織維及び機lF金属の輸出t,再

開 されるようです。

占lf256地 区 RCガ / ナヾーのお●いになってい

た新館 もこれから整備 し 希望者の利

"]を

お凛い

しで行こうかと息っております.会 員語君はどう

ぞ人いに来賄 され 談論風7ε、又娯楽の場 として

楽 しんでいただくようお願い致 します.

新 役 員 構 成
平成 3年 1月 -4年 12月

理事長  塚赳平人

副理事長 小池久雄 飯 清治

会計II当理

“

 関口全之 矢野 昭

理事 藤江敏雄 金谷羊介 清水信次

野口友治郎 五十嵐健雄 佐藤富二

岸田共F 木ら 清 岸 方工

森 寿lF 木オナ隆大 1口 正夫

赤石清安

監事 古野 郎 北
" 

洋
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退任のことば

昭和29年 9月 理事長境璽F武夫氏の奨めに依 ,

て倶栞部に人社させていただいた.境 里r氏は当時

のIl l生織4・l統市1組合の理事長であり 社会党の重

鎮であった。

私は倶茶部に人社してその内情を知り驚いた.

財政は誠に悪く、可成りの借入金と出入りの商F

にタナする未払今があった.理 事長も運普には非常

に苦心きれ 夕楽部の夫衆千1用を|「り共産党 社

会党系の 饉ヽ組合にも開放した.そ れ力ヽ専に労衝

者風の人々が 多勢会議と称しで金具の付いた泥

靴で あの立派な赤い絨級の Lを どかどか出人し

て忽ち見る影もなき迄にあらされた.又 、二特の

広間の 「リノリュームJも 全部張り替えた 建物

の壁は,ん で今にt,落ちそうであった.理 事長は

さぞご苦労さIlた事と推察きれる.

倶楽部の歴史を経いでみると、[代 の理事長は

じめ社長諸氏は皆桐生市のヽ表的有力者で 告き

ん此の倶楽部を愛し、イ具茶部を中′●に政治 外交

親睦等、桐生市発展に尽力せられた事が良く分

る.吾 r々l輩は何としても此の名誉ある倶楽吉Fを

再建せねばならぬと考えた。

昭和31年 8月 境]F理事長は扱乱多き生涯を終え

られた。倶栞部の再建に|まブ1常に古心せられ、青

年部をつくり 白動事部をつくり、人衆にアビー

ル十べく努力せられたが 結局多大の負債を残 し

て境野氏の時代は終ったのである。

後任理事長としでIl・l丘学厨交長の長沢義雄λ生

が就任きれた.先 生は教育者であると●l時に実業

家としての風格を持 ち 1」生倶楽部が今||●派に

″在する事は先生の並々ならぬご努力のおかげで

あるのを忘″tることはできない.

私は当時PTA会 長″つとめ種々先生からご指

専を頂き 子供達も夫変お世話になっていた.私

は先生に呼 まれでlll楽部の,建 について相談を,

け 同時に会.l理事と行事委員長を命ぜられた.

私も群ら絶製のrて表者としてtし く 非常にい ,

たが仕方なくお

`受

けした.

長沢理事長|ま倶楽部の現況を見で 当初は此処

を売って他の安い土地を求め 地 ド2階 地上 5階

のビルを建設し貸店舗にするお考えであった
`然

I・l生倶楽部 高,理事長  平  野  元  吉

し新た [多額の倍人れをして事業 をする事は非常

に危険であり無謀にひとしいと考え 絶対反対 を

した。結局衆議の結某 ■状 を証持 し人改革 た行

い会員の増強 を計 り 借人れ金の返済 に重点 を置

く事とした.尚 、他倶栞部 を見学 して参考 にすベ

く 理 ナ長の仰供 をして東京交詢7tに街何いして

詳細 にわたり御指導 1頂 いた。流石に交.Il社は立

派であり非常 に参考になった.

帰

"」

後 先ド鸞 ,略 庫 より百ガ リの資企 を借 り

入れ改革 にとりかかった.舘 内の調度品を買い

内装の修理 をはじめ、会費の1又人 を明確 にしlI園

の改装に力を入れた.文 化面では月次会
～
●H開

催 し社員の懇規 を司 り 社員の増強に力を入れた,

おかげで倶栞部は順詞に推移 し 現在では三百有

余の社員を確する立派な存在にをったのである.

吉は成儀 を正 した 「′トーイJが 玄問 に.L llえた

り、白足袋に袴でなければ入結できなかった (斎

藤長平氏談,極 めて格調高 き倶楽部も70年の年令

を重ね、第二次人戦で よ賛重品の数々を供出し

そ・喘 相け・T成 つ変ったが 然 し長,把 事長はじ

め歴

`ヽ

の理事長 社員諸氏の御力によって 益々

繁栄 に向いつつある事は感謝にたえない茨第であ

る.私 も諸先輩の御指導とご後援 によ ,て 36年

間お世話になり識に有難 くmネtを中 LIる 次第で

ある.

尚後任理事長として名声高 き塚越平人氏 E」理

事長 としてJ 池ヽ久雌氏 飯 1流治氏のご■任 をみ

た事け試に有難 く 今後益 ,々栞 部 t ご́繁栄ある

ものと信 じる次第である.

平野前理事長を名誉社員に推薦

桐t儡 楽|`t款 第13条に (名昔il員は学識名菫

あろもの■しく|ま本倶楽部の為|+に尽力せられた

るt,のよりll,会 に於て之をllr薦する,と ありま

十. l月 29日の総会後の新理事会に於て 平聖F前

理事長が倶楽部の為特に尽力されたとしで、名首

社員に推消されました.
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定 時社 員総会

平成2年 度定時社員総会は、 1

月29日ll午後 6時30分から 桐生

倶楽部 2P.‐広間において開会され

下記の議案を審議、全議案とも原

案適り可決 また新役員も下記の

ように選任された.

出席者 38名 委任状 181名

議   事

第 l= 平成 2年度事業概況報告

n壮 員総数 329名 (内訳 名

誉社員 l名、個人社員297名

法人社員31社)

(2,年度中の入社14名 退社10

名

3,lf事 葉会 総会 月次会

理事会その他 合計93回

(4)その他 会報3口 発行

第 2号 平成 2年度決算諸表報告

第 3号 平成 3年度事業計画及収

支予算案

第4号 役員定数増員の件 役員

選任の件 定員15名を18

名にj曽員

監事

役員選任 ま選考委員会で

候補者 を選び、総会で下

記のように決定 した.

塚越 Jヽ池 飯山 関口

矢野 藤江 金谷 清水

野田 i+嵐  佐藤 岸田

木島 岸 森 木村 山ロ

赤石

吉野  北, |

第 2号 平成 2年 度収支計算書
(皇革議舞∴号l:)

以 [の通 り相違あ,ま せん

■成
`年

1月

社帳 人 桐  生  倶  楽  音F

I冨す人 橘 t慎 幸

“

当番理事編成表
清本 関ロ

野H 五 「嵐

木村 岸

岸田 口IIJ

木島 赤石

蔵工 矢野

企谷 佐藤

清水 森

野口 五十嵐

関1 岸

(8年 4月 )

`  511)(  6月 )
(  7月 )

(  8月 )

(  9月 )

(  10月 )

(  ll月 )
(  12月 )
(4年 1月 ,

月 次 会 々

会 館 使 用

設 備

`用電 話 償 用

収  人  利

牲    収

贅

贅

料

料

性

思

入

前 期 繊 越 1又支 差 頷

租 税 公 課

火 災 保 険 料

通    借    贅

修    櫻    費

光    熱    費

事    業    贅

会    議    贅

5 288 400

72 000

1 ;92 900
2,0 550

7'8 992
1 344 ,04

1 166 768
2 `51 788

183 22=

1,7 96,

111 824

532 47,

0

1 600 ∞0

,,` O00

当 期 収 支 差 輌

△   〕62 mo

△       6 000
△     123 050
△     ,0 800
ム       3 3`0

8` 016
258 075

△     122 ]1

0

△   122]19

38 400

0

92 900

, 450

28 ,92

655 096

== 232

148 267

16 ,,2

2, 96,

8 176

6, 530

ЮOtX

1 600 000
0

△    30000

Λ

△

△

△

　

△

△

△

4, '36

17j 855

第3号   平 成 3年 収 支 子 算

|:  の  =「

群
::ず支

1 驚

“

● 手 当

′ 再 退 ,前 金

,粗 R公 ,

て ■■伴艤暮

1燿 ● ,

`撼
壽 薇

,光 摯 ☆

``貪
☆

,会 漱 ,

,● 消 ::嘉 検

"雄

  費

1′,i`lt

l`“ 品 ☆

1` 蓮    "

,,情 入t返 精

| チ II 費

択 期 侵 電 ,

|∞mi

小
□
一
一
一
製
，
堪

前 翔 |●越 令 |,,,1“

合    '|今    ″ | |ム |,,i枯

収



(4)第 62号    桐 生 倶 楽 部 会 報

委 員 会 構 成
平成 3～ 4年 度

委員会名 担当理事 委 員 長 副委員長 委 員

行  事

野   日

五 十 嵐

赤  石

森 山 日

尾沢、川口、岸(稔)、栗原、小堀

高橋 (貞)、田島(英)、富永、■里、

蛭間(利)、福島、森口 八本橋、

吉野、堀、坂本、北川(洋)、

平野(武)、半田、「lJ部(光ヽ 宮地(秀)

池田、片柳、樋口、宮地 (由)、+腸 、

蓮、笠原、河内、園田(徳)、岡部 (信)

坪井 (良)、小林 (康)、佐々木(裕)、

日村(徳)(忠 )、出口、水越

文化活動
岸

ノト    |す
金谷 (善) 藤江 (敏)

会  報 小  池 小  池 本  村 坪野 (恵)吉  成

営   繕 本  島 清 水 佐 藤 宮地(秀)保  倉

総   務 4ヽ 池 飯  山 岸  日

文化活動委員会内趣味の部会

部 会 名 部 会 長 副 部 会 長 担 当 理 事

美 術 部 会 保 倉 須 賀 佐 藤 (富)岸 (芳)

懇  話  会 藤 井輌置) 山 鹿 本 島 赤 石

俳 句 部 会 久保円(裕, 本 回 清 水 (信)森 (寿)

麻 雀 部 会 人 木 橋 松 技 藤 江 (政)岸  日 岸 (芳)

回 碁 部 会 野 円
士

成 卜 池 野 田

ゴ ル フ部 会 片 ,, 森 日 五十嵐 (健)関  日

将 棋 部 会 平 野 (平) 野 田 飯 山 (清)野  H

歩 く
ム

木 島 藤 井 (龍) 小 池 木 島

ビデ オ 部会 五 1嵐 (健) 金 丼 (本1) 金 谷(善)五 十嵐(健)

写 真 部 会 森 日 金 子 (福) 本 村 (隆)塚  越 (平)

音楽鑑賞部会 」ヽ 堀 藤 升{龍) 矢 野 ll 口(正)木  島
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― 月 次 会 報 告 一 奥村  稔 の絵

口1刷 どう変るかソ連邦

講師 木 村 俊 一 氏

本年6月 に8口 間の|1程で、欄生法人会青年部

会ソ逮′ヽ祝察研修日々長として、モスクワ レニ

ン′ラードを訪ねました. ‐行は10名 ゴルバチ

コフが登場してから大きく変りつつあるソ連の実

状を 私違自分のHで 実競に見たいといラことカ

ら訪ソをlt画したわけです.ヤ い桐生出身で、〔

スクワ大ケを

“

業してlo年余リモスタワで生活し

たことのある林

'き

んが 今年から||ソ貿易の手

助けをする仕事を始められ、月にlヽ 2回 は訪ソ

をして●るので 案内人兼逝訳として・l行してい

ただきました.

モスタワでは Fめ お顆いしであったI場 の祝察

が 手違いで不可能となり lllのI・T子 を見て週り

ました.報 道されているように物不足は深刻で

デバー トの前には開店の2時 間もilから行夕|が始

まりま1.“ のマタドナルドのハンバーガーはモ

スクワの名物として 地方から来た人達は2ヽ 3

キロにもおよぶ列に並んで、3～ 4時 F.lもかけて

lヶ 120円位のハンバーガーを買っていま十.

レニン′ラードではソ日協会を訪r・I テレビニ

ュースにもをった我々との会議では 上地 建物

t,■供するから 是り吟 弁会Ilや企彙掟携を進め

てaし いとの証がでました.ソ 連の工業力た知る

ため 「タドルシ
`ビ

チカ」とぃう民菅の撻製工場も

視宏しました.lt葉 員2千 人というソ連では中規

模の工場でしたが ミシン類は吉いもので、製品

(よフ7′ ション任の余りをい実用本位のものでし

た.

全体の印象:よ報道 言論1よ白由で 物は不足で

t,人々の表晴は,舌々 と見えました.

l「年の栞れから2階 広間の人 mlの電に明るい

茉らかをこ調ののどかな景色を描いた日本画力嚇

られているのにお気付きのことでしょう.

新IF村の風景で春まだ浅く新しい縁は同い芽の

中に秘められ やがてォ生える峙の期″と希颯に

林れ野のなかにも■春の日手 しを感じさ■■ます.

冬のままの景色と違ったタロ気を持つのは作者

のすぐれた感受性によるものでしょう.

氏のlt..1よ以前に階段の踊り場に大きな茶色の

山景色が書かれたものが在りましたが、永い間に

画面が傷み件a以 外に|夕復出来ないイ大態にをって

しまいました。

央村氏には全く中し訳をいことでじた。

でも そのことを氏に中し上げると快く新しぃ絵

とユ替えて下きるとのご返事をいただきました.

本来 このような事は人変な費用のIj卜かるとこ

ろですが 「桐生倶楽都に飾るなら■んでJと 無料

で取 り朴えて■き 関係a一 同人変に

`続

しまし

た.

そのよう夕訥虚 な人格があの絵の心l xAかを内容

を生み出すのではないかと感じます。

人F.j 「々lの出身で書くして口晟に入選し以来迪続

して人選 変わることをい涅和な画風力惚 められ

ていま|. 保蒼―″

" 

記

会礼年新

クリスマス祭 (12月8日 )

さんに嬢謝状贈呈

互



(6) 第 62 号 桐 生 倶 楽 部 会 報

〔歩 く剣 11月例会

晩秋の荒船山縦走

荒船山は 県の南西部下仁IHI∫ 南牧村と長野

県佐久市との県境にある。標高1423m山 頂の平

坦面は南北l,400m、 東西400mの ほぼ長方形をな

しており Jヒ端は高さ170m f1600mの 絶壁であ

る。山容が警馬県側からみると まことに荒海 ″

行 く船のように見える。

lll,ll日7時 、マイクロパスで桐生倶楽部を.L

発 内山絆 を9嗜 半に歩 き出 し 大岩壁の展望台

力

'2峙

.違 中常柱や水柱 を見て さすが山の冬は

阜いのに彙 く。紅葉の季節とあってハイカーの多

いのにも驚 く.京 塚山 星尾峠 荒船不動を経て

最孤部澪に出て帰違のバスに栞る.,「着 6時 半.

塁野峠から ドる道で、落葉松 (からまつ)の 贅色

の針のような葉が 風に吹かれてキラキラと散る

さまは実に印象的であった.

落難 の金の針降る佐久の冬

(,F < el n+st'
初冬の古都籠倉ハイキングとガラスエ芸属

平成 2年 度の 「歩く会J最 終例会は 美rr部

懇..F会が亀贅してのパス床′『とをった.「歩く会J

は,Fl会 人気が高いが 特に今回はⅢ込みが多く

残念ながら大秀″バスの定員をこえた為 途中で受

付けをお断りしをければをらない始末となった.

12H9日 朝 5時 半倶楽部出発 束京 横浜を経

で予定迫り9眸 に鎌合建長寺到着。ここでバスを

降り参rtをすませてから、約 2時 間の天園ハイキ

ングコースを歩き、瑞泉↓と鎌合官まで.鎌 倉宮

で再びバスに茉事 鶴岡人幡音に著いて解散。約

2時 問の自由行動、その問神奈川県立近代美術館

別館で各務鋳三 (かがみこうぞう)の 世界展を観

たり 本館の鷹子木孟郎 (かのこぎたけしろう)

Π顧展をのぞいたリケる.

各季鏑三 ([“6～]985年)は 多形を技術をもっ

て 独自のガラスT芸 の世丼をllI拓した人である.

"J館

には各務の?5点の作品の他に 桐生の人川美

llj館でおなじみの松本崚↑の素描 ,ヽ10点ほど展示

してあった.

3時 再びバスに茉り 竹庭で有名
`報

国寺

坂東二十二観占霊場の第―番オい
"の

杉本寺へ参詣

し帰路についた.夜 8時 倶楽部帰着.

山 頂 に て

産長寺婁山からのハイキングコース

神奈川県立近代姜術館別館
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あ
Ｗ
　
帯
目
の跡
に落
葉
の小
，
か
な

清 ■ Jし 古 倉  斎 広 小 本 森 久
森      保

水 地 ,1成 林  藤 瀬 II用 山 田

2月 例会

川場村 『春駒』と

沼田文化探訪

2月 11ロ マ イクロバスのt員 ―杯¨ 9名が参

力。1場 村円前地区に残 る珍 らしい伝統行事 「薔

駒Jた 見十、そのあと沼日市内の文イヒ財 た探訪 し

ました.

会

□十

一
月
□

わ
ら
＝

い
し
て
名
園
●
冬
に
入
る

病
葉
の
ま
ま
に
朽
ち
ゆ
く
落
葉
か
な

昨
薇

□よ
べ
□
の
雨
に
に
落
葉
の
彩
童
ね

秩
父
路
や
落
葉
を
衣
六
地
蔵

赤
域
蒙
に
鳥
影
も
な
し
冬
Ｈ
言
れ

落
葉
舞
ひ
我
も
小
走
り
家
路
か
な

□
一　
月
□

未
知
の
日
の
工
さ
か
か

へ
て
初
暦

初
懸
掛
け
誓
ひ
と
も
党
悟
と
も

福
寿
草
朝
よ
り
き
こ
ゆ
仕
込
唄

自
蔦
の
渡
り
来
ろ
湖
初
水

凍
て
つ
き
し
蛇
ｎ
に
洩
れ
る
薄
日
か
な

忽
然
と
刻
あ
や
ま
た
ず
福
寿
草

日
当
り
に
移
す
曰
課
や
福
寿
草

初
暦
部
屋
の
割
当
妻
と
練
り

吉
゛
あ
れ
市
で
も
と
め
し
初
暦

母
の
撤
く
打
ら
本
で
知
る
氷
点
下

兄
逝
き
て
抜
ま
た
逝
き
て
初
暦

予
ｔ
Ｈ
の
書
込
多
し
初
暦

雷
一　
月
□

手
人
れ
せ
し
伎
の
白
梅
屋
敷
町

梅
ま
つ
り
白
と
綾
な
す
紅
の
彩

□□
蔭
れ
ば
別
の
白
さ
の
梅
と
な
る

早
書
の
草
の
χ
り
を
■
の
食
む

見
上
げ
れ
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曇
絵
の
天
守
梅
明
り

母
在
り
し
味
秘
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に
汁
り
蕗
の
苺

蕗
の
菫
二
こ
ら
あ
た
り
と
屁
む
母

日
の
当
る
窓
に
置
き
換
え
梅
の
鉢

施
の
呑
を
待
ち
あ
ぐ
ね
た
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風
運
び

春
駒
の
太
鼓
の
ど
か
な
川
場
村

□十
二
月
□
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草
の
Ｌ
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焚
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情
　
水

草
枯
れ
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塩
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の
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久
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Ｈ

ｔ
草
も
枯
れ
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は
彩

□
い
ろ
一
ひ
と
つ
本
　
Ｈ

旧
友

とヽ
も
一
の
訃
や
し
ら
ず
昨
夜
の
虎
お
宙

〓
［
　
成

一
望
の
鉄
骨
林
や
虎
落
笛
　
　
　
　
　
　
小
　
池

虎
落
肯
ガ
ラ
ス

一
重
の
別
Ｌ
界
　
　
　
　
森
　
□□□

お
そ
く
ま
で
花
鋪
に
キ
や
ぐ
師
ｔ
の
灯
　
一凸
　
木

“
草
の
内
な
ろ
生
命
見
え
ず
と
も
　
　
　
荒
　
藤

虎
落
笛
兄
の
訃
報
を
は
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け
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甘
　
地

ヽ
草
た
み
な
押
し
な
べ
て
風
渡
る
　
　
　
一退
　
藤

挨
拶
は
会
釈
で
済
ま
す
師
走
か
な

譜
堀
り
や
小
供
□
´
立
ち
で
腰
伸
ば
す

も
が
り
首
〓
た
抜
の
音
に
消
え

仙
の
道
地
蔵
ｏ
御
テ
に
寒
格

延

't含 森
命 ‖l ll

倉 広 清  昔 森 小 高 本 久
森      保

林 預 水  成 山 池 木 田 日

〔歩く会〕 1月例会
『太平記の里J 初詣と

文化探訪

平成 3年 の 「歩 く会Jの ヤ″企 Ⅲは NHK大 河

トラマ 「大平記の里Jの tッ ト見学 足rl 太田

の史蹟 を廻 り、小俣の 「藍愛工房Jに も寄せても

らいました.

広  延 小 本 森 久
森     保

瀬  命 池 日 山 田

春駒は女装した若者たちが踊る太平記の里のセット
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一新入社員紹介= ○O③ OO①
平成2年 11月

理=会 (8回 )

歩く会 11日 )「 紅栞の荒船 |べJ

ll事委員会 (19日)

歩く会世語人会 (20日)

月次会 (22 )「 変りつつあるソ連J

証師 本村俊―氏

回暮会 (23日)ll季 円岩人会

俳石,会 (26曰)

012月

クリスマス祭 (8日 )

歩く会 (9 )「 古部鎌倉ハイキングと

ガラスエ芸戻J

理事会 (14日)

lI句会 (15日)

平成 3年 1月

新年互ネし会 (4日 )

理事会 l12口)

歩く会 (13日)「太平記の里J初詣と文化探訪

監査会 l14日)

臨峙理事会 (23日)

lll句会 (24日)

臨時■事会 (29日)

定時社員総会 (29日)

◎ 2月

理事会 (7 rI,

歩く会 (11日)「
"場

村・書駒・と沼出文化染訪J

歩く会世話人会 (19曰

'夕|●J会 (26日)

社罰法人 桐生lfl楽部会報  第 62号

19pl年 (平成3年)4月 発行

発 lT 人    平  野  元  吉

編葉責lI者    小  池  久  

“fl   昴J    ノボノ「1刷ll式会社
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桐 生 の あ ゆ み

桐 生 染 織 の 元 祖
金 井 繁 之 丞

桐生に関年 ある上祠 1牛r・lとま本人の上存中 =

そ■人||=敬 慕 し(神 としてlEるや tろ ,|ま3

つlH.存している.会 報第59号で紹↑ した■の中村

輛兵衛の■祠 会報第61号で綱介 した堤町め石J

l予監忠房の生祠 もう一つが足●市平之谷J∫の企

十夕之本の生i」である.

桐生は実に多種多巖の織物 たつく ,ていろの
`

桐■縦物の特色 を南品名 で='る こと|よ難かtい

が 先染れ撤物

`染

めた糸
～'|カ

ー ド機で縦 ,

〔柄 を表■ tて いる織物,力'持色 と云 ,て:,■い

であろう.市1生が西llと11ん
`オ

染

“

繊物の,`地

と■ えるよ iにな ,たの ま今り1繁之丞のおか ザで

ある.た だ行政区分 ぐ云えば栞之谷 =lF木県であ

り 足利ljであるので 今′1繁之丞 よ足flの人と

なっ (tま う.

llI治以前 菜Z谷 はl・生の繊物Hで て,あ ,た.

だから繁之

`ま

白ら 「L毛‖可生染|」1元祖_た tた

′)だ.繁 之本は桐・I霰 ■・・阜■ とされる小坂半兵

衛 ,西口 で枚織の術 [習 ■ 栗之谷に来 り更に|・

上に住み 桐■ 々

“

のすみ●とした.|に ■び出

藍の言 を得た■すで″,る.

+糸 を|,い情功級密な絵画 肖l‐t 東れ道五 「

二次の「こなどを繊出 し  ,|の 植

“

,必要としな

ぃ社だ :rll●  崚張 財布 をFり  毛縦llj 進

糸織などを発明十るなと まさ =池物の天 ■●あ

,た. |そ のll出・lいくつかけ今に我 ,ている.,

繁之丞け池物だけでなく 模様の■突 さ ]“

の方法な上もT夫 したので世人 ま生存中 =機||と

●私 した.ま た晩年 よ拉物議習会を闘 き 多年の

五薔を● }無|で 掟術 を教 えたという.

繁之

`は

文政12年 1182')の 76Fで

'.そつ富1卑|=次ず)よ うな■世う■|し (あ ろ.

極楽へ行て曼陀羅ズlitらた

苫薩「:・|')糸をとらL(

機
神
宮
□案
之
丞
生
祠
□

粟
之
谷
神
社

□こ
の
上
に
機
神
宮
が
あ
る
□

倶 楽 部 だよ り
03月

歩 〈会lll,1早●の

"間

|■、J

理 ,会 (ll日,

,||,会11,目,

●

“

委長会120 1

‖暮書F会(24 ,春 ,Il幕 人会

文化,薔詢委員会(26 ,

■ く会世話人会12'日|

04月

理事会1911

写■‐1会112日,

歩 く会1]1 1「信F,の稲含Jと 小婿ご)桜_

行事委員会122日,

,||■

`会

(25日| て化祭協賛俳旬会

月次会125 1「 写真よt,■ま計|`|「 ll遺理事長

「棋部会12f ,文 化下協賛将 lt大会

□磐部 会128曰1文 化祭協賛l■碁人会

05月

II●部会17H,ヽ 化

'れ

贅Fll雀人会

ll J:会18 )

'Lフ
部会|,|1文 化祭li賛ゴル7人 会

,イヒ′「
`101 12 ,

' 
デ・レパ テ ィ112日|

会報=曼 会■7口,

歩 〈会|],い 「迦●山 と工原湿原ハイキング_

,||■

`会

123日|

歩 く会世話人会123日,

写■吉

`会

126!'「 熊3・・谷1 岳掃岸′イじ行 |
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第17回桐生倶楽部文化祭

新緑の素Il tい5月  10曰 から3曰 間桐上■楽

‐1文化寮がl■l催きれました.伸1句 「棋 日■

麻雀 Jル フ 歩 〈会などのli賛行事はこの期周

夕|に行われ 期間中 まl■楽‐1全舘 生

“

,て `輌

l・lセ: |||′色llI ■真 ヒデオ 

“

道等の民示

12 1[は 茶

"も

しつらえ 120名 にも及ぶ社員 家

族の参力1●娠やかなパーティ●ありました.あ い

「:くの小雨で庭園へは出ら,■ませんでしたが、ロ

ビーで素晴 らしいタラシ′クの満奏があり 参,1

との篠 を陣しました.

音米 まソブラ/力■[員山崎 1瞑さんの奥様 チ

す口が :おん〈うかん |と い う音■企画 ′ル す

を■辛 する大口市在住の尾花人昭 さた ゴアノ ま

II年の●栞部 クリスマ ス察に

`,出

演 した須i由 ,し

子 さんでした.

パーティーの席上、昨年責緩螢薫を受章され

た小林松社員に、倶楽部からも編香が贈られた.

左からツブラノの山崎さん、ピアノの須永さ

ん、チェロの尾花さん.

社員の作品の飾り付け

文化祭各部大会入

□

暑

大

会

将

棋

大

会

麻

雀

大

会

Z将 棋大会 準に1番

賞者

|十Ш ltl:

| 本ヽ1喬‖

`餃 |||  1青i台

'LI`′ ・

Ⅲ I I■ lF

「イil人市郎
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第 it 捏¬‖た治IF I ■ IⅢI

第 3t T野  元 占 I RB

拓 囲碁大会

[ 勝  tl召  湾―

4● 1券 `瀬   進

第 lL tt  t弘

帯 2●  鳥  111

第 3 1t Fi日なil郎

ア 麻●大会

「 |■ |1  方止

ヌ ゴルフ大会

に J券 武正  ●し

準,‖券 =  良徳

■ 3 1t l劇  `司

第 5t 珀りr lよ治

帯 7●  呵部 |れ久
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12'ローテンブルグの朝 19787[l― テンブルグ

(ドイツ ロマンティ′ク街道の中程|[位する城

峯都市で中ltの姿をそのまま残している)tr』∫の

与真を早起きして撮りにいった.塔 から朝曰が洩

れ 逆光力1美しかった.向 こうからスタイルのい

いメ′チ,ン が歩いで来たのでカメラを構えて待

,,ていたが 彼女|まそれに気イfき 方向を変え、

脇道べ外れ(し まった.が フかりしている時 後

ろから 「こと二とJと 占がした.見 ると子ll草を

押した老人がχの中を進んで行く,得 たりやとシ

ャ,ターを切ったのがこの写真である. じ 真皿)
(3)マッターホルン 198o8登 山電車の終着駅に

ある
"|テ

ルベ,白まっで朝の風景を撮る準脩をして

いたら ドの力がにわかに騒がしくなったので見

ると 映Ⅲのロケーションの準備をしていた.女

優きんと思われる人 [「クーテンモルゲンJと 挨

拶をし(τ真を搬らせてて,らった.右 は付き人で

■,の 女優の伯母さんとのこと. Cttll)

14,ニューオーリンズ ]9886ブ ャズ●r発祥地

バーボン通りはィ々近し賑やかだ.■ 下がりになる

とミシシッピー河畔で黒人が糠習をしていた.頼

み込んで河船が後ろに来るまで待っで撮った写真

(写真V)3年 前のワシントシで世界ガス会議が

行われた年のことであろ.世 界ガス会議ば3年毎

に行われ この時はレーガン夫統領が出Fm・した.

今年はベルリンで7月 8 から行われるので、家

1杓と参力1する予定.

(1, ライン下り 1980 8 Co generetion※の

“

見

察□を編成して ドイッを視察した. 3'の 1位

のメンパーがドイノは初めでとのことをので 例

=よ って視察最終はライン下りをした.船 ま大き

な新造
",で

あ ,たが 甲板に出て写真を写してい

ると船長がブリッチで子詔きをしている.行 っで

みると船長室べ招じ人れられた.`kは やおらテー

フルの引き出しから給葉書を取り出し 私にくれ

たが それを見るとありし の昭和天皇様のお■

をして コブレンツ迄航海をしたとのこと.そ の

時の写真を絵葉言にしてち ,たのだ.(写 真 I,

彼|ま「この日はflの生涯の■良のHで あるJと 語

,た その薇

“

,長ま船室におりてきで、白分の帽

子を家内にかぶせ 家内の帽子を白分でかぶり記

念写真を撮った.1写 真ΠI下船の● 彼 よブリ′

デに立って挙手のネしで別れを1峙しんだ.

※Co gen。,●|。●■1-'ェ ネレーシコン

' 
とは

ガスエレジンをⅢっで発電とT‐曖房を行い 排気

●スの企熱を回収してお湯を洸かしま■.,効半S0

%を 起す高性能設備をいいます.'

月 次会 報 告
写真よも山話

議|, 桐生 Il楽帝

`理

事長

塚 越 平 人 氏

写
　
真
　
１

写

古
＾

皿

写

真

Ｖ

写

真

V

写 真 】
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【歩く会】 3月例会

4月 例会

信仰の稲含山と」ヽ幡の桜

稲含山は■楽の霊峰です.稲 を『1に含んで天笠

から飛来した豊稲田援をまつります.1370米 の稲

合神社に参拝、帰途は4喘 町の桜と武合行列を見

で猾りました。 (4月 14日)

侯 楽 郎 匂 会

社 員 の ペ ー ジ

斎藤家と桐生倶楽部梅田の 自然 を満喫するハイキング

3月10日 早書の梅田の山をたずねました。座

間峠 鍋足沢の頭から鳴神鞍部を気持よく歩きま

した。

小 池 久 雄

斎藤喜平若が亡くをってtt日 となる.斎 饉君

はご尊父斎藤長平氏を敬愛し 氏が歴代理事長の

中でも厳も長く1」生倶楽部の理事長をされ、戦中

戦後の混乱期には身を挺して倶楽音

`を

守り通した

ことを誇りとしでいた.

斎藤長平氏は大正15年9月 から1召和25年10月ま

で24年 2夕 Π電事長をつとめられた.喜 平岩のご

今兄

"谷

英司氏も昭和27年 9月 から6期 12年F75理

事 (最後の2年 は常務理事)喜 平君は39年 9Hか

ら3期 6年 理事.こ うして父子3人 が長いI・n役員

をつとめられたのは全く珍らしい例であるし 豪

藤]の 倶秦部に対する格別の思い入れも理解でき

るのである。

斎藤苦は倶楽●Iの趣味の会では口栞と夕10,を楽

しみにしていた。llF句は3年 前、病に昌きれてか

らであったが、博学多議であり独自の視点をも‐,

ていたので、斎療君ならではの面白い句を作つた.

選句力整 ってからの彼のおしゃべりも 違慮会釈

が無いようでいてユーモアに治れ 句会を人いに

栞しくしてくれたものである。

昨年12月の句会 (もう出席できず投句だけ)が

最後だと思うが、次のような句が忘れ難い.

枯キの内なる生命見えずと:,

斎藤吉の命日は4月 9日 である.

●・逝きて彩矢ひし桜かな て久緒,

七七||は雨であった.

表心の朱だに深く五月関 (久結)

〓
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平喜石赤

退 社

峰 ―

々 員

斎 薔

会報の今後の発行 ・配達について

従来会報は年B回の発行|■なっておりましたが

今Πの6a号から年6回 (4ベージ)と なり 配違

も411生タイムス社にお願いすることとなりました

のでご籠林下きい。

社団法人

1991

発 rr 人

編 A責 任 者

rl     稲J

II生儡楽部会報 ヽ63号

年 (平成 3年 )6月 発行

塚  趣  平  人

′∫ヽ 池 久 雄

ソボ ノr阿 林式会社

高尾清遠小夫広本
森 

森
姿 

高小広昔
る

森
森

木沢水藤池概瀬回 成1l lH 本池源成口山 ロ
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これを機に多彩な文化活動によリー層 弾みがか

かる|,のと期待されます.

チョッビリ凝つてみました

“桐生の新名所"が 誕生

全館ライトアップ

着々と周辺整備の進んでいる当倶楽音1の建物で

,が  こんどまライトア ′プHlの施設が完成 桐

生の名所がまた一つ誕生 しました.

社団法人桐生,年 会議Fl 峠 沢訳理事長

'う

愴1

立35周年の記念事業の―環 として活動拠点のイメ

ージァ ′プをねらいに計IⅢを十すめていたt,ので

,.

8月 1 午後 6時 30分から関係者例席の うちに

■ll式がおこなわ′iました.二 基四灯の投光機に

ス イッチが人ると 大エロマ シを今 [伝 える南欧

あ うの しょうし十な姿が 良夏の4・空 を背景に〈

っきりと浮かびあが ,て 道ゆく人七|ごわず足を

Lめて見とll(お りました.

市調高い建築様式と相ま●,てユニークな社交機

間としての存在力iL日 されている当倶茶部
`す

が

別館がオープン

貸室の利用がふえろに伴って 施設の子狭まが

指摘 きれていた当倶楽J'に このほど待まの月1鮨

が完成  ヨーブンしました.

本館東側に隣接 して放年前に建てられたロータ

リークラブの ロガバナー事務所 任改装 した:,の.

本館ロビーと直結 きせた

`F■

の広さは6854+方 メ

ートルt約211T,.t員は20人ですが補助いすをr羹

用 :る と40人・∫|ヒ.極 上のカーペ ′卜|= これま

た豪キをテェアーと会議用の円卓。上1古にコォー

ディネイトされた色調がみごとです.

小会議や■薬艦首会にご利用くだきい.禁 煙.

●使用料 0半 日1万円09時 -17時1万5000円

O17時 以降 1万2,000円

| l l l l倶楽 部 だ よ り |||||

06月

歩 く会 (91)「 荘厳 な棒名神社 と天狗山J

理事会 (14曰,

日次会 (21日

'「

中国と米口 その経済事

情 l 証|1 宇野 議氏

俳句会 (27日

'
07月

歩 く会世話人会 (12曰)

理事会 (15日

'占楽鑑賞=F会 Ⅲ6日

'会報委員会 (19日)

月次会 (19日)「今ilに於ける妻術とまJ

講削 掛丼五慎F氏

,1句会 (25口)

歩く会 (28曰)「●山きす十満開の霧ケ峰高

原J
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6月 月次会報告 7月 月次会報告

「米国、中国、その経済事情」 「4ド日にポヨナる:賽クけとは」
宇 野   譲 氏

ご自身の失敗事例も牛 巨

に披露しをがら 「日本人の

常識は世界の非常識―とい

われないよう民文イヒヘの認

識をもっと1梁めること力'必

要なのでは」と切り出した

講話の概要はつぎのような

掛 井 五 郎 氏

今月の議IⅢは 今本 4月

当地に移住して創lF活動を

続ける彫亥1家の樹丼五郎氏.
｀
日党めると梅田の山が日

の前に迫り 桐生川を款歩

'る
と規しい人との.L会い

ものでした.

レ 中□での企弁事葉で痛感 したことは 日本

人の中国人社会へ瓢合することの至難 さだった.

lfl縁、地縁のしがらみの中で生 きている彼 らは自

分たちの社会以外には容易にじを開かない.一 旦

信頼関係が生 じると事態は別で まさに笏J頸の交

りとをるのだが .君 子の交りは淡水の女1しで

一期一会 といった 1本風の思考はなじまない.そ

うした出会いに人生を賭けることはしないので

生半・Jな友請は期待せず 商売と割 り切 ってつ き

あうこと力

"千

′い゛しょう。

10億人t,の人口を抱 えながら耕作可能の漱野は

誠に乏 しく
｀
豊かな中国、という通説の誤富蓼は改

め

`く

てはならない。対中回貿易にあたって考慮

すべ き要茉ではあるまいか.

レ 中国とは異った視点で文イヒのカイ離が日立

つのが米国。たとえば経■観.人 事 組織重視の

日沐人と 財務分析 に神経 をつかう利益至 L主義

の米国人.い たわりあいの中●のlll互依存に埋没

する日本人と 独立自存の伝統的な精神風■ .

この支化のスレが商取引きの場面によく顔 をのぞ

かせる.成 約に漕 ぎつけ ぃざこれからの段階で

こ`んな筈ではなかったのに…、とホゾを喘む■

儀 をしば しば経験 しました.日 本的な曖味さがそ

の原因なのだが 練達の通訳 を介在させる二とも

絶対に必要.

>… 米回人の傲慢 さや仕事本位の冷徹さに∴会

うとき彼 らとつ きあうことに危機感 を抱 くけれど

なんと言っても来国はフィール ドが広い。選択肢

が多様なだけに成功のチャンスも又大といえよう。

今後海外にビブネスを展開するならやはり米国.

それには彼 らの文イヒをもっと理解することがIT●。

子弟を積極的にれタトヘ送 り出すことをお勧めしま

す.

がある.な んと美しいまら

なのか、と桐生を絶賛する掛丼氏です.19日 の議

話の要旨.

>…
'界

中どこを歩いても美術館、博物館にllK

まっている美llrはむずかしぃ.し かし現代美術は

よくわかろ。 ―般に言われるのとは逆.吉 の美術

は専門の研究棠による説明がないとわからないが

現代美 ljには必要ない.メ引ま九 赤は赤 なんで

す.わ れわれは長ぃ間、内容や哲学がなければな

らないとだまされてきた.力 、ゞ給でt,彫亥1でも音

茶でも いい作品というのは見たり聞いたりしで

いるとほかのことを考えきせられるもの.人 との

出会いも同じで、評価することはできない.

レー「姜lF家は白己主張しかしないJというのよ

「・l違いで、人から影響をうけ全体を見ようとする

親察著なのだ。間題意識をt,■,て近くを擬視する

と部分しか見えない.,′奇心を|,`,て 片日をつ

ぶったり股のぞきして見えるのよ原風景であり

全体を見ていることにをるんです。

しかt、今日ほど芸術家にとっで不向き

`時
代

はない.亨1常なスピードで立F.しまることができ

ず 観察することができないからです.で 1,きれ

いなイと力咬 いていたり、すてきな女性がいたら

昨りて見ればいぃ.声 をかければぃぃ
`ぉ

かしな

ことができない時代には 芸術家 Ir生まれない.

トー彫刻は息の長い仕事で、青年ではできない。

還歴を迎えでこれからという時 掏iしい環1竜のな

かで死ぬまで仕事をしたいと思っていた.死 後の

,界はなぃ、と思っでいるので この世がパラダ

イス.生 きでいるところを変えなければならない.

享び 楽しんで やってぃきます.
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【歩く会】 5月 例会

迦葉山参詣と新緑のブナ原生林

玉原湿原バスハイク

迦葉 弥制寺 (みろくじ, ま慈党夫師創建・・l占

刹.真 赤な夫天l・j而でも市名.歩 く会の 「月ll会

|よ 191の 第 3 ]″ 1 倶楽部を朝 6時 バスで出

発 先 極ヾ■山弥初寺に8呼 到着参拝 なすませて

から鷹俣山に全る. 1唄 (1636米)で中食をとり

鋼●沢分岐から工原湿原に入る.Ll尊 山系のft境

二原湿原は水と蕉lr lχ〈湿原と ブナの

“

t林地帯

`5月
ま二原 を栞 しむ最道の時IIだ.美 しく輝 く

縁 を満喫 したハイキン′であ ,た.

予定通 り17時倶条部帰者.

【歩く会】 6月 例会

荘巌な榛名神社と天狗山

6月 ″サ会|よ9日 の第 2日 曜 日 白家用車に分来

して午前6時 倶辮 け‖発.篠 名神社は棒 名口南腹

にある用名天皇

`585-8F年'の
ころ愴1建きれたと

伝えられろ延喜式内社.榛 名山信仰のi地 で 老

杉と奇岩にnま ″tた社段|まl■厳な:,の.

神社を参■してから 1174米 の天狗山に壺る.

二こ ま江戸時イヽ後期 |りの山岳神仰の山 今も質

郷
'Tの

人々により 細々ながら故虔な信llpが続ぃ

ている.登 山 から頂上までの間 沢山の神像

石彫の大天

“

,小天狗 石= 石●篭等が続き 4r

時の盛んな信仰のあとがしのばれた.

社 員 の ベ ー ジ

榛 名 神 社 鳥 居 前

九 貞夫作 漢書数編
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倶 祟 部 匂 会

私がnt原先生に勧められて当倶楽蓄
`の

″1句会に

人った時は 高沐t生 よ既に会に人られており

毎月・l会に出席きれでおりました.型 |ま医師会の

俳句部にも人っていたので今度は高木先生を医師

会の方べもお誘いしました.そ の後t生 |ま事故|:

適われ体の調子を競されてからは両,||,部に毎月

投句だけをなさ ,ておられました.お 会いする度

に今回の投句について●l票入ったと力此の句が評

半1よかつたとか色々tF.話すると先生はとて ,ヽ喜ん

で 今度は良いのを件りますよと大変張tlって

'|句を作っておられました.rrに ,鶏 Fの支化祭に

は率tし て達筆の色紙を飾っでいただきました,

5月 迄はロータリーの例会でお会い出来 お話し

t,出来たのに6Hよ り急1略 体が悪化し、達に帰

らぬ人となってしまいました.先 生には本口J2丁

日時イヽから更に相■口1に移られてからも夫変お世

話様になり誠に感無量です。先生からいただいた

ロータリーの棒タイ|ま今も夫,に 使わせていただ

いております。難妙な話 つりの話 又色々な面

に造詣の深い■■で俳旬●遭じて先上と話し合う

事が出来たのを無 Lの言びとし、楽しい懐かしい

思い出としてしまっておきたいと思います.最 後

に先■の最近の名句を掲IFて御冥福をお祈りしま

す.

(8月 )

試栞卓の遠出となりし若葉みら

(4H,

蝶 つ見しより蝶のみらとなる

(5,,)

渓
"の

昔葉の色の水を釣る

(辞lIの句とおぼしきもの)

池の面に落らてつばなの旅終る

平茂3年 7月  II・l生倶楽部 ,1句 部

久保「1 裕 ―

Ⅲ 退 社 社 員 Ⅲ

飯島 広志   久保田 知P_   栗原

小林 i両寛   高 木 呑二   水谷

峯岸 康治

=新 入社 員 紹介 = 高木香二先生 を偲びて

優介

浩
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巨 星 堕 つ

人平

長部

塚

桐生倶楽 叫
越

わが生「のIⅢ 前原勝樹先生がせ =lIIかれた.

私は 当 IFム ステルダ′に「 (塚 越専務のξ

話でそれを知 らされたが |● ホテル出発峙であ

リ バス [栞 り込 もうとしたJキ[1本 から電:舌゛

すとの二とで,話 ‖を取 るや薔や 「前原先■にlll

かあ■た?Jと  思わずこちら力ら問い力|)てし

ま ,た.そ の返 ■ ま 今から40分前に亡 くなら″i

ましたとのことでした.出 発前にお見露いした時

|た況があまり良 くなか ,たので・tろ程責予期 し(

いた七|まいえ 誠「城 念のiり である.F・

`テ

の家

内七しば し呆答としていたが  吸 念で tた りと

力',か りしているflを忠め (く ′■た.

私が Jし小 1年 の時に先■ よ 戸口 くに子先■

と・l時に医学博上′′iお とりになり 学校の朝打

にお出
`に

な ,てお二人で梓 「号I与 の挨炒をな

されたのち 「早寝 摯起 き ‖1人 分HJと 今校

生従 と■に嘔和 さ,■たことが 紡彿と思い‖|され

た.

その後 Ⅲす トリウムを岡公1可Jヒi「|にお建て [

`,て

結核診療に専念 さねたのて,t進 的なことと

Jい ます
―

爾来60↑年 人生のあり方 世の中の

■組等 多方画に亘 り 細かいご指導を下 さった.

舛 求t,人々出身ということで 贅輩であるflの家

内|■「およえそんなこと
`ま

だめ■.こ うしなさ

い.Jと 娘同様に|1導 して ドさり 家中でお11話

[な ,(参 りましたVl ,ヽ々も合め (ll・■市民 が

お世話になったとい ,て も過言ではありません.

また 社Π法人桐牛倶栞部の1里■長 として I召

和54年 ]月 25 カら「召和62年 1月 20 に及ら:長|ヽ

周 イ具黎部員をご指導 して戴 きましたこと ま 特

故 前原勝樹先生

;己十べ ざこととIい ま十.

その間t生 |ま 桐生F‐師会の理事 監事 をL任

きれた すか l・生lj■校保健会良 群

"県

学狡保

健昌」会長の要職 をF任 され Jt小 学枝の■1交医 と

して 45年 ●の長期 に亘 ,て児童・・口 歳肯理 に熱

心に取 り組 まれ その他1可生ロータリークラ′会

長 地 ●●バす一を努められ その間発行 された

「ロータリー人門Jは 斯界のベ ストtラ ーとなり

今でもロータリアンの指導書 として■詭 され (「

ります.

更に社会福|[に間心の強いt■ は 群 弓■イス

コlI会副会長 として E■l際的

`教

育 文イヒ活動に

じを尽 くされました.二 れらの功により 勲五等

,た l ll ■が贈 られ桐■市から|,市政ll」労者とし

て表彰 さねました.文 十に|,秀でた先生は 「う

ろ党 Tl・lr履F書  人休名所案l lJ等の著書 を去

きれましたが その軽妙1西l.さは今でも語 り革の

一つとな ,てFり ま十.

このよう|■t生 17a偉業 を,ヽ々 後41 rtと して

I・■市発民の礎 としなけねぼ

`ら

ないと思います.

熊念なことは もう少 し人が先生にキ命
～
お与 え

ドされたらと 悔やまれてなりません.

え生の」冥福 をタラブ会員と共に御析 り■ しま

,.
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月 次 会 報 告

初秋の信濃路美術館の旅

(歩く会担当)

過ボに まやっでくる台風 肯1日まで気 をもませ

た天l‐
‐
もまあまあ卜1具なしで|1発できホ ッとしま

した.夫 術館の旅は希望者 :,多く締切前に定員を

オーバーする藍 兄でした.

予定通 り5時 に桐生,楽 部出発.

図や絵やτ真 をたくさんのせました7r7で」覧下 さ

t .`

ドし.Ⅲ̂

郵 輩鮮止翼戦:写l"筆鵡
ケr

ド掲の長野県信濃美術結 東山ll夷館の写真の

ように長野に着いた1キま薄 日がさし(い ました.

皆 バスの疲れもみせザニコニコしています。

信濃美術館を見で自由1キ間 三三五五 長野γ

た寺様へお参り甘洒など飲み次のロース小布施べ

と向いました。

J 布ヽ施では昼食を人れて21キ間の自由行動、先

ず栗ご販など|=ありついてからJし斉館、高丼鴻 |

記念館、あかりの博嚇 などに散りました.

北
斎
館
上
町
祭
屋
台
天
丼

北
野
美
術
館
に
て

マルク シャガール 「母と子J

北聖I美術賄|ま北野建設北野吉壺氏の個人コレク

ションで悩 山夫観 上村松同 '藤 深水 "合 ■

党 竹内栖以 が中心で洋画も藍H嗣 治 ルノ|′

―ル シャガール、ユ トリロ、書に佐久問象 |

夏日漱石 島崎藤, 夕|に工=品  彫刻も蒐集屁

示されている.

帰途 につ きr定 よりそれ程□ ■ず9時 には
'オ

樹

しました.歩 く会の幹事の皆様 」吉労ITでした.

バスに乗りlta議 術館べ向う。
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◎8月

理事会 (8日,

|1旬会 (29日)

09月

歩く会世証人会 (5口

'
写真部会 18日

'理事会 ■1日,

Ⅲ‖ 倶 楽 部

月次会(15日)歩く会担当

「初Tlの信濃 l議 術館 を

訪わてJ

会報委員会 (18日)

つ1句会 (26曰,

■楽鑑場 F会 (2611)

/: J tJ l tl
― 別 館 ご利 用 の お す す め 一

前号の会報で」案内申上 デましたように 本館

ロビーt手 の奥に別鮨がi成 しました.部 屋の広

さま6854平 方メー トル(約21坪)定 員 t20人です

が捕助椅子 たlt用すると40人まで可育|.極 たのカ

ーベ ′卜に゛華をチェアーと内卓 今までの合

"の菩F月とは一味違 うデラ ′タスな部屋です.社 員

の皆様のごfl目をI.待ちしでおります。
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親湯温泉・ローランサン美術館の旅

|■|■■|■|
|||:|=|:|二壼IL:|||||||=11

車 のニッコウキスゲの中で

【歩く会】 フ月例会

花の霧ケ峰・車山と

今月の171会もバスをイ1用しての旅となる.軽 丼

沢 lt久 をli(自樺湖を過ぎれば直ぐに車
"登

山

口.全 ロニ ′コウキスゲを中心 =シモツケソウ

ヤナギラン マツムシソウ ハクサシフウロなど

の花 イと ●Lにうずまり実に見事.車 」から仰射

|(み さやま) 人島ヶ原湿原を通つてビーナス

ラインま●の4時間ほどを歩く.

"路

は親場混泉で汗を流し マリー ローラン

サン美術館に寄る楽しい旅行であつた.

晨 素 押 匂 会

前原梅松居宗匠を偲ぶ

lJ生

`楽

部 に

'1句

の会ができたのは昭和4j年ご

ろであつたと思 う.当 1キのI里事lll J煩,」

"`さ

んが

大変こ熱心であり ′∫二該子先生 岩 ド吟千t土

などの野々たる徘 人が揃 ,ていた.前 原勝樹先生

はそれまで徘句を作 られたことがなか ,たそうで

あるが 倶楽喜Fのつ1句会|■|ま第 ]回 力らメン′`一

に人 り 天分 と●l心きで問t,なく他の方|■伍して

:,遮色の無い|りをI・lrりになるようにな ,た.'F

号 を梅松居 (ばい しようきょ)と つけられた.

この|,会「は 峙々ホ トトギス同人17荒Ⅲあつ

し m安 迷子先生などを招 き」指導をうけていた.

昭和47年 に句会のリーグー であ ,た森「順四郎理 ―

事がお亡 くをりになり 倶栞部 ・J会|ま-1寺lF会 と

なったが 間もなく肯t原梅松居先生 (it原勝rl冨リ

理事長)の お口折 りで句会が復

'古

 先生がご指導

をされるようにな ,た .

そのlI・l生倶楽部句会のご出席 も5年 ほど前 まで

であったと思 う.その頭の旬をい〈つか拾 ,て先生

を偲ぶよすがにしたい.

明易 し追分宿や鳴の声

晩学のルーペにたよるl●長か

`
場豆腐の煮 えす ぎぬ間の―談義

前原先生と

'1句

と云 えば忘れてはならない:,の

が奥の細道のrI究である. 喚 の細道 を辿 りてJ

という先生の名著の出版.綸 会が昭柿 2年 6Hに

ブリオパ レスで開催 きれている.そ の時の1先生の

嬉 しそうな実顔力` ま`でも見える=う
/・あろ.

=新 入 社 員 紹介 =
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桐生織物 の販路拡 大

桐生織lllの進 歩発展 の過 li r夫きなィ★害,き果 し

たものに 

“

買い商の存在がある

会報53月 (=部 家 =つ いで)= 1司 ■市の ●ア文

化|`と し(■

'|ろ

「

`古

F=仁 日 1紬注文書Jに

つい (=´ た.‖イ |ヽよず ,と● になるう' 次 =伐

ろiよ物取り 1つ いて碑,な 文ぼは書 L=え 書 rあ

う.

|[戸●)|り「大■■亡右行門よりの十切断簡 IⅢ

:'元年―1684年
'i椰

の川;■サ野 1ヽ治古術li夕り

の仕 切=(元 禄 0年 -6,6年 )`ろ る い十 ít

吾上 二瑣F′1街門宛の |,・・rお ろ

この貞■ 元社 ・l二ろ■り 桐t■ 物の販路 よ

,[戸 京都を中心 に拡 がり 年 I:たも ■

“

り =■

んとなつ 叫刑 (17t4年,夕
'こ

ろには 近畿  末

海i重 東Jt 対Ⅲ
～
にまで及たた.

綱賞い商 に ま 買いiとり人 (買い継 ぎ)と 国売

つ `行 商,が ある.買 い■ ぎ ま 工■  ■都なと

人都Ⅲの問屋 から糸代金の前工 しをうけ 注 tに

応 じで製h=と との
' 

間屋先に届 け そ
`)嘔

∫の

日銭 たとる.国 売 りは 生産者から買い集
'た

製

,デt地 方 に行商 tて 販売利益 をとる|,のでおる.

賞い泄 ぎ商で絆名●の まきき t■ 月・たl・4新 呵

二丁 Hの 書 「■|`左衛門 II世∫二 丁H゛ 佐羽占吉

街門 "F山 ― ]日 の長沢新Fllなどがあろ.長 沢新

助●取J先 ま |[戸  J:方 などで130古にお ■ん

だといわ′iろ.

国 たりrは  所世J六 「Hσ)新=■ ■ 紆居■ 兵

一 倶 楽 部 だ よ リ ー
◎10月                       全某委 員会 (H「 |

青楽 会 (4月 ) =内 栞 「高‖,六 i■ Ш J    月求 会 li日 ,「 lJ■新口]L'ヽ坂 寮,tJ

醤蓬 11:|,話 夕 Ц当 吟

…

人形芝居 J    
鰤

翌 i欝 襲 、》
.Ⅲ 「融

歩 〈会 |:話人会 (21日,              ● (会 世話 人合

`22日

)

つ|`,会 (22日)                       ||●
' (22目

)

0'1月                        'Π ■ 会

'24日

)ユ 手 Ш丼夫 会

理事 会 (8口 )                 行 事● 晨会 125日,

歩 〈会

`10 )「 “

1生●
`,源

流 の  l・本 ||     ■たフIF会 (27 ,

第 66号 11)

衛  ●Fイ首|す本iす′り1荷 な`:が
t うヽ. 中で |,今

"|オ

|

本村 ■郎兵衛 よ仙台 に

“

督■所 [設 = 彙JI方 ′、

の販売 i[た し ●化年層 にを
^= 'FT五

丁

の占 1源 兵行 つ● う「
"H実

 松前の ″面へ ま ξ●,

を売 り込 んだ.そ の●,|の万法 よ■]1計11=● く

「勁出張店の形式
～

と ,た とい ).

|・生識物の発

`よ

 lう tた ■買い||●,舌踏 に

負 う七ころが,lh[人 ■い.

χtt L i郎キ術 門は天11二■

`5Fl年

||`:1土RF

ド植本オす力 ら‖司生′ヽl・ii t 〔t'う.

イ■]]‐Lイi衛「Jは  | と[II商 へ′,‖|=ち り  ,

i,Ч年 `15951■ |り勢 多

'i‖

■日・∫|ナ方らl′1工L

桐生祈町 の冨晨i:"1=と 縁FE`し て基■ をつ 〈 .,

た.薄 利 ´i 共存共未●商法 rl[戸 方面′、のЩ

ホ t tt rl t 「門 入

'‖

Ш舎
`'映

角 力Iイ|'|に 小

結 |=||IJ Iすさ′1る |二]=′)| ●ヽ とな |,′=. 「‖司生′)

ちゆみ l(ここ2i´ ら IJ上JJ=力 ・「■々登班 十う力
'

佐 JJ=の 4可生 |'||る

“

十はよ 二と [人 ■: ●ヽつ

が

“

る.

(■]生てイヒ●談会■●つ ・‖司生●)幡史 J参 |イ|

実波屋恵右衡門から■上文左街門あての仕切=

本文中の■上三郎左衛門寃の仕切iは  現在桐

生に残 ぅていない =上 家は文左衡門と三郎左

衛門 を交互に襲名 している.
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月 次 会 報 告

【10月】
沼田の無形文化財

沼 須 人 形 を鑑 賞
10月度の月人会は19日  lP・・人広岡のヽル舞■

で 沼Ш市の無形文化財 「沼須人形芝をJを 鑑賞

しました.

沼須人形は 人形 をつかって見るロホ の代表的

な伝統

“

劇の一つで =末 からIll治中期 =かけて

沼田 11で 盛んに上漬 さ″1た― とla録 さォtてt るヽ

ひとり

"い

の人形感

'.そ

の後  l嬌 者のタピ亡●ど

で黛退 消長 を繰 りかえし 戦後 にな ,て から郷

土史II究=の 脚 京進 さんの調査でその貴重 さが指

摘 され 文イけ 指定への弾みとなりました.■ 4

は 沼須部落全戸の人た ちの千で実

"イ

来存べの努

力が続 けられてお ります.

この 日は あけ「の座の人た t,15人が  トラ ′

クいっばいの人道其 小迪真 ととも =訪 れ 大広

間け即 ″の人形劇場 =早な り

人形のaい 方の説IIlがあ ,て から ご存
'| 

お

染  久■ヽの悲恋物語 「新版歌祭文野崎村の段 |―

専 と 

“

じの国遺成 十 r有 名 な安珍 i育姫の義太夫

「日高J入 相桜渡場の段J― =の 二つが上● され

ま した.い ザ″1じ桐t公 ,員は Itじめてとあ .て

観害の皆 きん 息 を詰めで見つめ 県内 に伝 わる

民族=tヒの素晴 しさを鷲能 しま した.

【11′∃】
「桐生新町と人坂神社」

桐生市教育委員会文化財保護係長

伊 藤 晋 祐 氏

H月 例会 「]5日午後 6時 からⅢ教委 た化財

`呆

護

係長の●藤晋

“

さたをゲス ト|: "教 ● が,夏 詢

tし た人坂祭工の ビデオを艦賞 しをが ら標題のお

話 し
～

●聞 きしまtた .参 会20人.

ビ「ォは 6月 8日 ■始まう各‖,あい■ ,回 つ

から御主 うつ t 工拘 そして翠年 に備 えたみ ニ

しの点検の様 rな ど祭事の―=F始

“

″52口問 にわ

た 。て]つ叶 削のテ ーブに1又録  それを30分に編集

しなI・した力 ●で |.

イ■薦 さん ま 「まつ りの1生ll■民Il文化の観点 で

祉 えたう',来 ま無形文化財七七の方向へ■ ,て ゆ

きたい.内 ■ よ十分 とは言えをいが 桐生の● ま

つ りを考 えろキ ′カケ [なれド千いJと  語 して

いら■,し十いました・
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室 内 楽 の 夕 べ

一音楽鑑賞部会一

倶楽部 に室1杓■は良 く

'●

う.10月 4日  桐生

■楽部 甘楽鑑賞部 会で ま |,ll′ヽ i^団 をl・・き■

内楽のタベ を催 した.社 員や=放  ●人で聴衆 ま

100名をこえる庄況 ,馬 ・j′ヽ重

^国

↓よ‖響上 ■ フル

ー ト妻 者関

“

博氏 を■心 ■ 群響 メ レバーや7リ

ーの●奏=に よっ (絡 戊 され 大 々がソJス 「で

t,ある質の高い六ユ妻団である.

土 な山日はモー ンァ
'し

卜のi,ルー ト4章 奏山 :

長調 バ ′ハの

"弦

楽

`R山

第 2番 口:1詞●ど Ⅲ

斐 も聴 き千 も素1青らしく lI憩 「

'間

に|まワイ ′

ンュースの■一 ビスまであ り ま二とに楽 しt 秋`

の 夜であ ●た.

=楽 鑑賞部会.|の人達|ま 企画からJ:口の演奏

会まで 人変をI・計折 りをいただいた.嬌 台 も,t

口から:|を流 して作 ,た もの.し 力 し 六ユ

^同
からけ人●Ⅲ

^が

栞 しい雰回気だと喜ばれ 社 ll

の皆 さんに|ま 感謝 され部会

`|の

労 It,む くわ11

たよ うであ ・
た.

栞団のメシ′`  |す フルー ト関 京 博  バ イ|

リンlt分オ」恭子 Ш民  JH ビオラ

`野

 降  「

.口ヽ   歩  コレトラバ ス旱,ホを■である,

【歩く会】  11月 例会

残 紅 の 根 本 山

根本  よ ‖1生 に住 ん(い るをら年に一■ ぐら

ぃ t `■ 登 りたい |で ある.歩 〈会 ま1]月10口

紅業のまだ残 ろ猥 本山へ奎 ,た .

卜来部 から まメンバーの■に分来 しで 二境林

:直の

`)・

ま こ. 二ニカ ら不ク[|1橋 ま rlよlo分 ほ ビ

Iく . イ(′[¨11カ ら|よ  t'■,|,`D,重
`な

く l  i,尺

lt道へ行 き 林道の

“

●た所 からダい山道 を辿 り

■二 |の 饉本神社 |=′テきつ く.「 二 の根本ll社

は通常十二 神社 と1子ばれ ‖司
′卜市民 よりも曰

'召
‖●

'人
虐の参請が多いよ うで ,秋  出イ より神

官 信著 がiり
4‐

事 ■行 ,(tヽ る七い う (桐 生

lj民 ′,を じみ|ぺ|''本 J神 社 と よ号1' Iヒ処 力ら|■

ホ山● まで31分の距趾.¬ ■ ■

“

,(ま れ ●|!モ

からの展望 がネ1占ら [■ .帰 達 よいつt,のⅢだI

,|,た .

道

高崎六重妻団の メンバー

前 曰か らの舞台づ くり
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倶 楽 部 句 会
10月の句会は、現代,的 協会会員で,1誌 「四季J

F・人、 「白J上 ■の有富光英先生 にご出席 いただ

き ご指導 を171いました.

先生は倶楽部句会の仲関広瓶社員の友人で  「

草日男 波郷 ス t`― 人間探究派Jの 著書 や数

々の句集 を出 しでおられます.当 口は倶楽青

`句

会

にご参加いただいて後 え生 から人選2j句 特選

3句 を工露 され、適切 な批.T 勁言 をいただ さ出

"者

―同1人変参考 になりました.

句会終 了後 「味感Jで 会食.先生 も倶楽部句会

に好印象 を持たれたよ うで 再度の来1司を約 しで

おられました.

秋期囲碁大会
]l月24H 桐生F楽 部 図刹 会の秋の集 りを6

号室 にてもちました.

碗 自慢 の皆 さんが久 し振 りに好敵 子と心ゆ くま

で島ヽ を載 は し栞 しい一 口で した.

ちなみ =上位成績者は茨の通 りで した.

1位 、広瀬進 さん 2位  岡 」光弘 さん 3位 、

野円反次郎 きん 4位  福永餃― さん 5イ立 金

谷利男 きん 6位  島l・二 さん (以下略).

(□碁部 会はつ とめて毎週上曜 回午後 にタラブ 6

号■で渠 っていますので 是り1 皆 きんお出掛 け

ドきい.)

桐
生
倶
楽
澤
十
月
句
会

平
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を

日
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足

の
栞

の
飯

石

仏

の
頬

に
打

さ
す

山
紅

葉

踏

み

か

へ
て
又
踏

み
か

べ
で
栞

を

剣

ぐ

日
首

や

ど

こ
ま

で
属

く
紅

業

山

こ

の
山

の

こ
の
谷

だ

け

の
紅

葉

か

な

毬

栞

や
転

び

で
草

に
ほ

れ

け

り

島

々
の
遠

近

わ

け

て
霧

眠

る

つ
わ

ぶ

き

の
静

か

に
立

ち

で
夕

日
浴

ぶ

●

司

掃

く

帯

の
ｔ

の
零

の
毬

つ
か

の
間

の
秋

晴

れ
を

行

く

●

椅

子

人
影

も
な

き
中

軽

の
紅
突

か
な

露

地
裏

の
久

闊

の
〓
柿

紅
葉

木

犀

や
振

り
返

り
兄

る
夜

の
門

秋

嗜

の
底

の
本
霊

を

呼

び
戻

す

毛

の
国

の
曼

陀
羅

紅

華

つ
く

し

か

な

有 有 金 清 古 Jt遠 大 倉 広 小  久 尾 ホ
森 保

富 ■ 谷 水 成
"藤

椒 林 瀬 池  田 沢 田

光

英

選

二
＋

旬

□十

月

句

会

よ

り

□

キ
ャ
ン
バ
ス
は
紅
栞
し
た
た
る
絵
巻
か
な
　
広
　
潔

毬
栗
や
転
び
て
草
に
隠
れ
け
り
　
　
　
　
　
　
″

釣
糸

の
風
に
ふ
わ
り
と
紅
業
蔭
　
　
　
　
　
　
´

平
几
な
日
々
に
知
足
の
栞
の
飯
　
　
　
　
　
オ
　
ロ

秋
晴
れ
に
Ｌ
棟

の
惟
一
ぬ
さ
□白
き
浮
き
　
　
　
´

湯
の
川

に
流
る
る
紅
葉
手
に
拘

ふ
　
　
　
　
　
″

コ
ス
モ
ス
の
猥
れ
残
り
け
り
通
過
駅
　
　
　
久
保
田

学
回
の
祭
り
あ
ち
こ
ら
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
″

ユ
晴
れ
や
校
合

の
隅
の
忘
れ
傘
　
　
　
　
　
　
森

口
笛

の

ど

こ
ま

で
肩

く

紅
葉

山

つ
か

の
間

の
秋

晴

れ
を

行

く
卓

綺

子

し

ゃ
れ
た

衛

小

布
施

の
店

に
栞

か

の

こ

達

筆

に
斬

栞

あ

り
と
無

人
店

石

仏

の
頬

に
●

さ
す

山
紅
葉

白

壁

の
あ

く

ま

で
［

き
秋
嗜

や

つ
わ

ｒ
き

の
静

か

に
立

ち

で
夕

日
浴

ぶ

こ

の
山

の

こ

の
谷
だ

け

の
紅
業

か
を

特
　
選
　

一二
　
句

天
　
　
島
々
の
遠
近
分
け
て
霧
眠
る

地
　
　
短
日
や
ラ
イ
ト
ア
フ
プ
の
古
舘

人
　
　
山
栞
人
を
呼
び
人
を
拒
み
わ
り

桐
生
倶
楽
部
九
月
句
会

床

の
間
″

野

に
置

き

か

へ
し
ヽ

の
花

　
　

　

広

　

瀬

鉱

山

□
や

ま

□売

れ

切

羽

に

た

る

る
富

の
花

　

本

　

田

歩

に
合

は

せ
確

れ
ず

進

む
川
面

月

　
　

　

　

倉
　

林

ふ
く

れ

た

る
露

ひ

か
り

つ

つ
地

に
落

ち

ぬ
　

清

　

本

一
株

の
■

を

今
宵

の
月

に
堀

る
　
　

　

　

　

逮

　

藤

小
■
売
る
店
の
小
川
に
水
車
か
な
　
　
　
　
工
¨
　
成

雇
人
屋
と
は
茶
店
の
名
な
り
芋
出
楽
　
　
　
小
　
池

芋
城
り
の
老
婦
の
背
丈
美

に
埋
も
れ
　
　
　
尾
　
沢

露
卓
の
監
残
し
け
る
長
の
雨
　
　
　
　
　
　
久
保
ロ

道
の
無
き
向
ひ
の
山
に
葛
の
花
　
　
　
　
　
　
森

い
つ
の
間
に
庭

の
あ
る
じ
や
萩
の
花
　
　
　
金
　
谷

雨
●

い
に
切
り
芋
千
し
て
ト
タ
ン
喧
根
　
　
北
　
川

広   ′]ヽ   憲

灌  池  林

′j

池

Jし

,||

尼

　

沢

大

　

槻

社団法人 桐生儡来部会載 第66■

1991年 (平成 3年 ) 12月 発

`,発 行  人  塚  越  平  人

綿集責,者  小  池  久  雄

|「   刷  ツ■ ′

`,昴
1株式会社



平成 4年 2月 1日 1992

〒376桐 生市仲口f2-9-36 社団法人 桐生倶楽部 TEL 45-2755

第 67号 111

〔桐生のあゆみ〕
No 18

桐生織物業の発展と文化
最近 '可出書房fFr社から 「大保期 少 年少 女の

教養形成過程のiT究Jと い う本 力■1版 された.昔

者 よ群 ら大■教育■部 名誉教工 であった故高十浩

氏 ゛ある.桐 生新日T五丁日機屋吉田清助の長女い

と女 と力の元茨郎の 2人 /1 清助のl で゙ 普名 を国

子者満守部 (工戸を住)■ 預サ

'ら
ね 教養 躾 を

学■鎚 程 が 膨大 な書簡史llを駆使 して刻明 に書

かれ (ぃ る.人 変責童 な研究書 である

吉回清勁 |ま・
`叶

の代表lh機業アであ ,た が 同

峙 に代妻的文化人であ oた .桐 ■ がこ うした文イヒ

人を牛み  般 にも文イヒを7ё違 させ るよ うにな ●

たのは f・t物業の発展 によるもの
`あ

■た.

n離 滸的ゆとリカ
'文イヒの受入 を促 れを促 した.

12江■ ■は じめ■都 大瞑等の文イヒ都 liとの文

通 が顔贅 となり 白然 に高にの文イヒが流入

特 =江戸 |ま 日半路の行f=こあり し力■,当

時の工戸け文イヒの爛熟期 であった.

その他 の要因 として ′ヽホ 昌平ttま  `■,,いに

富 み 文イヒ追求の意.tに然 えた富=の 責献 をあ デ

例 として長沢l・L郷の西野塾 (桐生の寺 了屋ヽ 一号)

の設i 佐羽淡斎の作詩ユの設立 吉田清助 ●l満

守部の研空べの支援,を 述べておられる.

とも角 ll・生の文化 は繊物業の発展 とともに

■な ll和 の啜から始 より 文化 文政  人保 の

頃は今盛期であ■た.当 峠は買1^商 機L: 農民

等 の 亀那階級は 余lktとして漢言 利歌 書道

絵画 や1詰 ,■サ等の 姜や [芸を心得 ない:,の

|まないとまで言 われている.

特 に 買継商 1世l■

"吉

イi衛IJ(=ま 淡斎 安

永元年 一 文政 人年)ま 苫名で 淡斎 を■心 とす

る桐生の漢詩7●はl・i盛 を極めた 淡斎は江戸の歌

丼伎中村 猿若 市lj■座の総元締でもあつ こ

れによ り得た莫 人な利益 をも ,で 江戸の著名 な

文稚の士 をt遇 し 静酒応酬の門に ,ヽたくみに|・l

生織物の■伝 を したとい う.白 作の詩 を天下●l名

勝の地 =百碑建 てる二とを念願 としたが 十―碑

で終 ,た .桐 生の近 くでは人副々要害山に 「十山

,詩
`早

J 力瀦 っている.

=倶 楽 部 だ よ り =

◎ 12月

タ リ ス マ ス=(7日 ,

歩 く会 (8日 )「 積 浜 文 化 探 訪 ,

理 事 会  (11日 )

写 真 部 会 (14日 )

俳 句 ,(1,日 )

平成 4年

◎ 1月

新年互ネし会 (4日 )

歩 く会世話 人会 (10日,

歩 く会 (12日)・ l●嗜 隅 田川 七福神 め 〈りJ

理事会 (13日,

会計監査 (20日)

会報姜 員会 (20日)

″Fイリ会  (24日)

臨嶼 事 会 (30日)

定 時●■員総会 (ま)t」)
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月 次 会 報 告
【1月】

新 年 互 礼 会

【12月】
ク リ ス マ ス 会

玄関 ロビーにタリスマス ツリーが飾 られ て

12月 7ヨ い 一足早いクリスマ ス会がlAさ れまし

た.

参会書は約∞人.=族 参lJlの交1め 場 としては

納涼会 とともに致少をい機会 なので 会場の二階

大広間は 待 ちかねた刻ヽ さいおイ さんも湿 って彊

けろようを娠やかさ.

定刻 6時 .レ イを首にかけた塚越 飯
"正

副理

事長 があいさつ しで開会.

書 L誠 之助社員が聖書l ll読
'る

と 型夜のムー

ドが茨第 に盛 りあが■,て きました,全 谷佐江子 さ

ん (金谷暮介社員の長男..夫氏人人 束京音大芦

楽科)に よる讃■歌の調べが会場 い ,ば いに流 れ

ていよいよ佳境 に.― 同 厳 かに清 らかに倶楽部

伝綻行事の雰国気 にう ,と りと

"っ

ていました.

乾i不のあとは お待 ちかわサ ンタタt,―スの登

場 です.今 年のサ ンタ役は清水信次社員.行 肇 よ

く一夕1に並んで 噸薔に清木サ ンタさんからの晰

りものを頂 いてみんなニ ソ●り.

おとうさんの方 t, 福 |の ■:古を高々と■ しあ

げてご満悦で したが どの政 もピールの酔 いがま

わっで 治 時の人事見讐いヾ.ひ とリサ ンタのお

じさんだけ|ま ナービス過刺だ ,たので しょうか

ぐった り と煙● をお吹いで した.

それに しましても 年末の超繁IL翔.時 間 をさ

しくって会場整備 に尽 力 くだ さ ,た行事委員 さん

には感謝のことばあるのみで ナ,ま た 景.・その

他 でご協 力いただいた■極  ありがと うございま

した.

籠 杯  ″

恒例の缶年 ■ネし会が 1月 4口 午後零叶半 から i

階広間でf“されました

記録lJを曖冬と
'′

天 i恵 まれた年llnキで ttが

穏やかな日和|:も まし
`会

場内は和気■ 々‐おと

そ気分 を..伝 ,て 帝の嘔lを飛びまわ ,て賀詞交

換 に十書:Lす姿 が日立 らまtた .

■理事の手口1れた司会で道め られた ■FLtt t

小池副理 ■長 が岡会の辞.つ ●いて塚述理事長 が

年頭所感 を述べ ました.

理事及はその中  ゙ 酸1生雨複 ■に』れ タリ

ンな環境保崚への意崚喚こ を訴 えて共感 を呼び ま

し ・

来査の 口,岐 欄生Ⅲ長 笹

“

莞郵政政務人 首

口野 貞大県

“

■ 者脇会長 それ ユ 苺英―劇∫全11

商 T迅 合会長から それぞれの ■場で期待 をこy,

で新 しい年への展望 力哄 露 され 遠藤掟―社晏の

苦頭で乾杯 互いに今年度の活暉 を誓いあいまし

,L.

蒙族サービスに大車輸 メリー Xマ ス ああ、くたびれた ′
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【歩く会】 12月例会

港 ・∃コハマ文化探訪

歩 く会世話人代表 木 島   清

―月 「大平記の皇めぐりJに 始まった 「歩 く会

例会Jも  二月春的 三月嗚神山、四月稲含山、

五月玉原湿原、六月襴嘔天詢山、t月 霧ケ峰、九

月信澳の美術爺めぐり (月次全も彙ねて) 十月

は雨で中止、十―月根本山と数々の楽 しい想い山

をつくり、一年が過ぎて行きました.十 二月は恒

例によって実術部会にも協贅 して頂き、師走の 「

港ヨコハマバスハイクJは  静かな曰和の十二月

八日伯

"1名

の社員 ま族がなごやかなうちにも楽

しい一 曰を過 しました。

一寸気 にをる天気手報 に傘 を■ っで 午前 5時

半 まだ暗い桐生倶楽部前庭 はバ スを符つ社員 家

族 で賑やかで した.午 前 6時 定刻 にバ スは出発 し

て50号 を佐野 より東JL自動車道 に入 り 快適 をバ

ス旅lTは 8111過ぎ港ヨ」ハマの名物ベイブリッヂ

に着 きました.

静 かな朝の横浜港 大 きい船がアチコチ に油 り

ランチが走 る港の風景は 吾々海のをい群

"lU人には何 とも言えない心 に海 を感 じさせる風景です.

巨大な吊橋 のベイブ リ ′デ をバ ックに記念撮影、

コーヒーブレイクと

'夕

の香 を味 わい 最初の目ll

jLlaiい lkの r三採園Jに は定刻 91キに到着。 こ

れから2時 間たっ=り ll時まで名園 と由経 ある建

物  資料館 で明治の実業家 (生糸費易)原 寓大

郎 (号三演)の 出生 からの歴史 コレクションを

観賞致 しました.

再 びバスに桑 り 横●の山手 閑静 なそしてエ

キゾチ ックな住宅貨の坂道 を今 り 「タト人墓地Jに

着 きました。ボランテ ィア活動 で 「タト人集地 を愛

す る会J 6黄 浜 YMCA)力 蕩 金 をじて居 ります。

皆 百円 コインを箱 に入れ l,よ り 「外人薯地Jの

中 をコー ス1頂路標 に従 って一列 に見学 ?し て歩 き

ました。 そして300M高 台 の道 を歩 〈と 「港の見

えるlr公同J 限下 にひろがる横工港 山下公園

の餃杏並木 大桟橋 には 明後 日 (10曰)li海 に

出 る郵船 クルーズい建遣の景新超事華客船 「飛 島J

(アスカ)の 白い巨休 が浮 かび 遠 く 「みなと未

来地区J ttF・lにはヨッ トのMtの型のホテル タ方

行 く1黄浜美術舘の大 きい建物 も望 まれ  「みなと

の見える丘公園 に来て良 かったねえりと皆大喜 び

で展望 を楽 しみました。

公園からは坂の道 を マ リンタワーi榮の 「人形

のメJま で歩 き 先 に辱L車 してあるパスを確認 の

後、午後 3時 まで白山行動です.フ ァッションタ

.,ン 噴 町Jの ショ ′ピング 中華衡 での食事

そ して 「関帝廟」 を見学 みなそれぞれのヨコハ

マホ リデーを楽 じみま した.

午後 3時   人の遅刻 もな 〈パスは横浜 ミナ ト

未来地区 に向います.東 京都,,よ り高 くをる建築

中の ビルの横  巨大 な人理石建遣物 は rla浜 美術

年Jで す.4時 半 まで常設展 を見学 その豪華 に

して巨大 なフロアーをもつ美術館 に、なんとな く

21世紀の横浜の文イヒヘの心意気 を感 じさせ られ る

思 いで した.

事故 もな く、 ヨコ′ヽマ文イヒlT訪 の旅は″ 81キの

定亥J ライテ ィングに美 しく浮 き上 がろ (社)桐

生倶楽部前 |こ至」着  楽 じ。ヽ一 日が終 りまし′し.
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テ レカ を発 売

内外装の改1峯■事で面目 新の倶楽部 ですが

こん どはテ レホ ンカー ドが出来あが り 新倶紺 F

の PRに 一役買って好評です.

vF確売 テレカの絵¬万は ライ トア ′ブされた全

館写真 と、満月を別々に撮影 仝成 した塚越理事

長者心の傑件―写真.

50度漱、一枚 900円で製作枚数は 300枚.売 れ

ゆ き好調、お急 ぎにならないと品切 れの恐れも.

扱いは事務局窓口で午前 9嗜 ～午後 5時 .

倉 吉 清 尾 大 遠 久 広 本  森 小
保   森

林 成 水 沢 槻 藤 田 瀬 日  山 池

大 尾 遠  広 小 清 本 久 倉
森     保

槻 沢 藤  瀬 池 水 田 日 林
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続
く
敷
石
石
蕗
の
花

一
輪
の
貨
は
石
蕗
の
花
句
碑
に
添
ふ

小
春
口
や
障
子
の
縄
の
動
き
け
り

鯛
の
日
の
青
く
光
る
や
恵
比
寿
講

桐
生
倶
楽
部
　
十
二
月
句
会

夕
映
え
の
視
野
尽
く
ろ
ま
で
枯
野
か
な

今
年
も
又
稲
植
え
ぬ
日
の
初
氷

風
の
あ
と
残
す
枯
野
の
夜
明
け
か
を

大
日
輪
枯
野
の
果
の
海
に
入
る

一
枚
の
葉
の
凍
て
つ
き
し
初
水

日
の
当
る
赤
城
へ
つ
づ
く
枯
野
か
な

一
筋
の
道
は
枯
野
に
果
し
な
く

走
り
く
る
仔
犬
転
び
し
枯
野
か
な

運
勢
を
読
み
返
し
見
る
古
暦

継
け
ば
捨
て
が
た
き
も
の
古
暦

初
氷
踏
ん
で
音
き
く
童
か
を

滝
音
の
籠
る
余
地
な
し
冬
の
山

◇新入社員紹介◇
(故弥略)

◇ 退社社 員0
(敬称略)
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高山彦九郎 と渡辺峯山の来桐
高山彦′しHβ

`747‐

93年, よ 斬m都 剌谷村 て

■太

“

市,の 郷十のア =生れ 夕
`″

1な動 ●の=を

抱 き 全国 を膠遊 して人表 ″i史き ■政復古の原動

力とな ,た 人である.

●山彦九虫||ま 上広沢オ|の名主ル羽■ 七 (“H買

■ `者 `■17の道 でも,」らソ1た人)と |よ,1懇であ り

如来常村 幌 椰t町 ll日 ,υ)名 Lil久 丼饉右衛

門 とも斑交があり 度 々

"1生

へ来たよ うである

″ た郎29′の夏 安永 4年 (1775年

'  2週
間

にわた ,て梅日の忍山鉱 几 :来浴゛ι山あ旅の言しJ

を書 き残 し(い る.原 本は中常所蔵 とな ,て いる

由 であるが 単 なろ入湯 口′Eぐ オ,く  ,rii重 思

●Fll近の地理 F史  オⅢネL 仏閻 産物  民俗

十俗等 を詳細 に記 した 篇の風■●●
`あ

り 郷■

史の上で じ責童 な文献 である.な おメ′ιlFの次女

さと 場 餞助の 2人 tttt″ 墳専のILと してい

る.

工辺睾山 て1793 ]841年 ||よ i河 日■藩の家

老機 をつと|,ろ 両学 :通し あ野長人 小間 1

天 らとl‐億 会 を結成 絆 (海

'|の
事オ占を

`f究
し

幕府の海防女策 ″批判 十る ||“機論 |を 著 し 蛮

社の黛 =連座 椰国 l摯H中 に白刃 tた  nlア ヒ

t(よ 谷文兄の門に学 び 西祥画法 も取 り入れ独

白のtl式を完成 tた .

睾山の妹 ,ヽ壼 (t,と,が  ‖司生の綱買岩本=

に嫁 したことから 學山とII・生の関係 が生 じた

■本=ド 綱生の■商 こあり 翠山―■ と富●察 と

の交惜は沐 く 率山来1司以後 ■■山の母規 t,1可■

べ来て ■本 =に Il`キされた記

"が

ある.

辛:●お一回の来ll●|は 大保 2 FF`1831年
'10日

12

H.両
'夫

よ|)内命 を■ すていた藩議 無の資料lR

■のため武
'‖

三ヶ● を調査 |ろ 旅の|.3であ ,た

この1キ睾  が1じめ■]0月ll日 ,〔戸:Lた以* ∞

よでの

`ビ

イ1文 が 有名なモ武波記
‐・あり Ilヤ

人m々  足オ1 ,`鳥 地方の写牛絵巻 と とも [■″

し(tヽる.■ | よ天保 5年 10月 人保
``8「

]:

:,11生 へ来逸 し(|ヽる.

la■ 市術t〔 要 文化員オ1観音院涅葉 図」は ■

山の嬌 こあ', 絵の

"′

であ ,たオ本 遅 の柿 い

た しの で夕,り 祝=眈 の近 くに岩本茂登の幕1"

,て いる

=魚 (あゆ)の 国 天保 2年 に畢山″桐生の岩

本蒙に来選した時、灌良瀬川の鮎の大●を写生 し

たものである.

Ｌ

　

　

　

□

。

に一尚
　
，

‘

＋

ム
＾
　
＾
＾
　
一
，
　
ム
´

月

事

く

昭

句

２

理

歩

　

徘

＾́
　ム^

く

話

月

歩

懇

３

=倶 楽 部

イキ レグと式蔵野 陸 (

だ よ リ ー
歩 く会 (8「1, 「マシサクのイ1哄 〈

“

1人 ,FI

IB■会 (9日 ,

会報委■会 (ll日,

'iム
会 (1'口|「 釣 り四方山話J島 峰意司指F氏

円■会 〈a)日,ξ 季ロネ人会

(7H)

〔0日 ,

天■ ,参

(21日 ,

世話人会
(29H'

(24[,,
「安 4り IIl t記OH」

|||′会 (2?)

`化

,`jr tt tl会i“Πi

歩 く会せ語人会 (31H)
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新予算は1.951万円

1月 30日 定 時社 員総会開催

定時社員総会が 1月

“

日午資 6叶 25,か ら1可生

●楽部大広間で開かれました

提出案イ4.は

0平 成 3年 度事業概況報告

●平成 3年 に決算諸表報告 t.ょび会II覧査報■

0“ 成 4年 度事茉計画 ぉょび収支テ草案

の以上 3■ .社

`総

数322名中 ll"33夕  姜任

状168名で会議成立 誓議 に人 ,こ 総頷195i万 余

内の折チ算案ほか●議案 を原案通 りに・r決 メ記

しました.

成iし た打子草の内訳はつ ぎの とお りです.

収入の部  ・会費12]4万 4000円 ・月次 会費 ?

万円 ・会館 使用、23o万円 ・設備世 用料 40万「す・
電話使用料 2万 Fl・収人和息 6万 5000円  ・人会

金30″円 ・雑1又入65″円 ・●●金]5o″円 ・前期

様越夕 06万3]54円

支出の部  ・給十1手 J`55o万
「l・牛退共市全 7

万2∞ OPi・■税公課150万円 ・ス災ltl.3o万円・

通t_費80,口 ・

`=繕
費20o万「j・光4費 120万円 ・

事業費3SO万円 ・会議安 25万円 消純』:費15万円

・権費lヮ′円 ・支払rJ息6 22oPJ・術 品 贅])万IJ

・借入金返市 :62万7a〕o円 ・チ備費50万円 ・次朗

絆越金]8ガ 6934円

月 次 会 報 告 【3月 】

フライフィッシング

あ れ こ れ

講師 島崎憲司郎氏
水ぬ る●3月  釣 リシ ズンの到来 こヶ 当均

は,¨1的力っ1育級を ′ライ (毛 lrり, ゴく り●` Iu

界的 [知 名の斬 ●司||さんから フライフ ィ ′

シレ′の楽 しさをぉ聴 きしました.

fL虫食性の魚族が,′むヵゲロゥゃ トビヶラにlI

LIてつ くる擬Ⅲ「ば り ま そのみごtさ で業昇の最

高握成 とき71る 「ター ド賞Jを 口本人 として初 め

〔

'賞
した よか米国最大のブライメーカー F′

′力社 とライ七レス契約 を結ぶ なと 島崎 さん ,

嬌 いてフライフ ィ′シンタは語ねなぃ.,下 要■.

χ

た′羊|ま共国
‐
 ヵ,  1940

年代 に l‐ロヘ沌ぅ rか ら

急速 =普及 Lた ボ ビ.`ラ

ーなスボー ′ 日本のフ

ライ人口(t推定50万人

つい 2-3年 llは 3万 人

だ ●た.そ の理山 としで

!輌力,| る

^[限

r」Hと   `

地オ的 な白然い

"指

向 が

|1摘 さ íJ: ぅ.

限 られた魚族資朽,と鉤人 たつ均衡 を|ネったち

釣.,た魚 を■放流 する考 えヵl●底 にあり.iL態 系
への|=慮が優先 さねぅ極 め こ工■口,ヵ ルな釣 I

といえる.

フライの素材 ま わたゃ動物のモ.ニ カ らを11

長ば りにを きっけ斉色 してっ くるのたが  =て ら
のわた rつ くった七.,ぅ‐:党frjな:辞,.

フライは韓 ぃ.鮮 釣 り用の人11ので も1ク ,′

11下.マ ス釣 り用の トライフライにぃた .て は

01ク ラム以 ●で tか なぃ.その軽い毛|ょり″日■
の本面にいかに止4確に投 Fうるか.フ ライ7イ ′

シ
'′

のたぃ J味 た.

フラ イ●ずく り′)ネト|よ  ,,・ lt■ |こっりせて‐っく

ることだが 根りな くブロ トにttt Lぃ ラこ ]:`

すない.光 の屁クiで魚の日にどう写 るのか.● の

方も ｀
■習

″
|る からゃが r見成 :′ て しま ぅ.

屁虫学者 ゃェ学 育 し■1んだ
｀
毛ば りの情報■ ■

´

が今

“

に求こ,られる評Ш とぃえる

't良
li川の桐

′●地区は かっ て巨 人なヤマ メカ
'

フライフ ィ′,タ タr釣 れ る名∫|と して●日 [‐I

られたが 今 ょ逆.受 ,著 の不評 を買 ,て ぃるの

|よ

"り

場 を管理■ る●業組 合の´勢だ.ェ 良瀬,

まア ■を■体 亡 他 ば認めないとぃぅ不公平
`‖

寺

`い
誤 な方引 を崩 そ ぅとしなぃ.

渡良瀬川の浩ィ的 なィ

`清

価値 ■■考 まrに 方ホ

tし たい.フ ライ■好都 o万人が 年に ]度  桐

生 を.721・5 ono円消資 tた とすると2〔 5 1oo万円.

それそイ1の家族 を4人 と想tす ろと年 l度 の*桐

を肛tす るなら1人 Z50o円 落 と ■と5o億Hと ぃ

う
′
●隼H′ となる.さ らに+夏 lj` 季節 ゴと

に 度 ,っとな″1ば /め て201億円 とい う た ぃ

ヘムを経,^効ヽ iも た ら■.

いよ全□の■,者 間 r"Jゎ れ てぃろ渡良籠●書

理のあ り方 ま ひるがぇ ,(1司生の文化度 力ll,′,

れて | ろヽとtぃ ぇぅ
`
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〔懇話会〕

坂 口 安 吾 桐生引つ越し記念日 嫌 安吾忌)
40年前の 2月 29日 雪 まじりの水雨が降 るなか    ″上 奈良彰―氏よ り坂日安書の文学碑建設計

を安吾 が桐生ヘリっ越 して きた.安 ■の命 口は 2   画 (本道口 と天満●の ■ケFF)が 発 表された

月17口で この 日が安吾忌であるが 閂年の今年

だけけ,っ 越 して来た言し念 Hに  とい うことにな

,た.29日 ltl 安薔 を語 ろ会 と桐生倶楽部懇話会

の共催 で 安吾 を偲 沐́集いが倶楽部 1号 字で開 か

オ140人程の人が参lllをした.安 吾け当地4住 のl●

家南
"澗

・1友人であった縁 で桐■へ来たわけだが

南
"潤

は桐生倶雑 |の理事であぅたので ■楽部

へ も南‖ l・lに案内 されて 時折 は顔 を見せてぃた

そ うである.

〔歩 く 会〕 1月 例会

初春 隅田川七福神めぐり

各地 にあるt福 神 め ぐりの中でも 特 に隅口川

t福 神の歴 史は吉い.歩 く会の初例会は本年度の

無妨 息災 家内安全 商売繁盛 を願 って 隅Ш‖

七掃オ|め ぐりとした.

1月 12日|1 8時 17分の1束式 ロマ ンスカーで浅

車駅へ こ二から歩 き出 して隅n公 園 を抜けて三

ロオ1社 {恵比寿 人日神).茨 に夕福 ● (布袋尊)

長命寺 (弁財大) 旬島 百イど□ (福禄寺) 百花

同は隅H"t福 神発祥の地で もある.自 装神社 (

寿老神) ■間十 幌 沙|り人)で 終 了.帰 途 は鐘

'渕
駅 から浅草駅 まで電車で戻 リ ロマ ンスカー

こ,市II可.

なお 桐牛の=商 であり漢計人でもあ oた二世

佐羽吉●衛門 (淡斎)の 「黒田三絶の碑J力 '自家

神社 に残 り 百花同 にも淡斎の碑 がある.

東京からの手加者もあって、

やかな集 りであった.

〔歩 く 会〕 2月 例会

高尾山ハイキングと武蔵野陵参拝

2月 のl●n会 は 9日 (日)朝6時  バ スでa・l倶JI発

八上子 を経山 tて 高尾山口にil着が 9峙 半  ここ

からケーブルと徒歩で菜工院 飯縄人権■ に参拝

して頂 「まで.中 食 をすませでから2時 間歩 いて

ド山.,帯途は′ヽ二子市|■所をす る武蔵陸事地 を参

拝する 武蔵陵喜地の中に 大正・r卓の多露陸

貞明皇后の多摩東餃。昭和天■ の武蔵野崚がある.

倶栞部帰首は 5峙 半

高

尾

山

山

門

昭
和
天
皇
の
武
蔵
野
陵
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相
生
供
祟
部
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旬
会

細
生
供
祟
郎
　
一万
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会

寄
宿
合
に
織
子

一
人
や
冴
返
る
　
　
　
　
　
　
小
　
池

盆
梅
を
部
屋
に
咲
か
せ
で
老
い
に
け
り
　
　
　
久
保
日

木
戸
開
け
て
出
入
白
由
の
梅
の
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本
　
日

下
萌
え
ぬ
石
組
崩
る
城
の
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
森

ひ
と
言
の
追
仲
の
あ
り
梅
だ
よ
り
　
　
　
　
　
遠
　
藤

い
つ
の
間
に
こ
こ
も
か
し
こ
も
ド
萌
え
し
　
　
森
　
山

二
三
輪
咲
き
初
め
し
梅
闇
に
浮
く
　
　
　
　
　
大
　
槻

風
花
を
月
に
遊
ば
せ
六
地
蔵
　
　
　
　
　
　
　
尾
　
沢

日
だ
ま
り
の
梅

一
技
の
咲
き
初
め
り
　
　
　
　
清
　
水

春
浅
し
洒
倉
の
窓
ま
だ
回
く
　
　
　
　
　
　
　
倉
　
林

梅
の
香
に
教
え
ら
れ
た
る
温
か
さ
　
　
　
　
　
北
　
川

通
薇
の
燈
が
橋
れ
て
今
宵
は
冴
え
返
る
　
　
　
吉
　
成

斎
空
に
幾
何
検
様
張
る
梅
の
枝
　
　
　
　
　
　
広
　
瀬

量 葵 撃 曇 盪 倉 :翠 晨 翠

"契

れ に 洗 を た を 黒 llkに板 の 師
て し の 背 ぎ絵 の の 行 の つ 素

'ご

鼎,彙[有:菫惨:=

食髯傷1員1:[曽多;穆
査紹

詣
易塁響1、i雰:I層
詣 椿  雪 の 冷 日 り

か 家 え 元 た
な       る

尾 広 清 森 本 吉 大  倉 久 遠 小
森  保

沢 瀬 水 山 口 成 槻  林 日 藤 池

‖Ⅲ退 社 社 員 ‖Ⅲ嗽私略)

|・1生中央信用金庫

坂  本  嘉  男
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根 本 山信 仰 と井 伊 大 老
棋本  ま標高 1 199om 桐生市の最高峰であり

桐生川の流れ出る であろ.そ して何よりも信 lp

の

"で

ある。梅日呵 5丁 日上蔭生の不死|1橋の登

山 1から 桐牛川源流洛 いに金る沢コースが 根

本神社奥宮への参1旨道であった
`今

で:,、 」石

石祠 御神燈 f■l●+ 鉄鎖・・lkり 根本山信 Il

の盛んであ ,た普 をしのばせる.

根本山神社は天正元年 (1573年)の 倉1営と伝 え

られるが その隆盛期|ま江戸末期で 関東 Plは

もとより、東北地方から遠 くは蝦夷地 ま●官者 を

集めたという.

根本信「|わ嘔 んにを ,た理由の―つに 根本山

が彦IP藩丼伊候 の別領にあり '「

'掃

部頭が人老

職 についたことがある.更 に 根本の天狗伝説.

根本の黒兵衛天狗が 文化年間の工■翔口T失人の

時 彦根藩邸 を火より腋った話 に ユ=山 の毛武

遊言ビの中にある)な どもあり 江■田J民でlF本参

詣する者が多かったようである.

安政 6年 には 「llt本山参詣飛渡ユ (ひとり)案

内Jと いうガイ ドブ ′夕まで出版 されている.こ

の中には 江戸から根本山に=る lH場から宿場べ

の里社、宿F■ 休所などが絵入 りで詳 しく記載 さ

れでt るヽ。 (桐生の五丁目金木屋平吉などの名ll

も出でいる)

根本
"神

社の■官は梅日 5丁 目にあったが ダ

ム (梅H湖 )建 設のため移転 し 今は梅田 1「 目

桐生城lIへの入 リロにある.小 さい社殿だ力活 tヽ

[史 を語 る卿神蛉 狛大 人絵 馬などもある.

根本 1頂の奥●はI‐
‐皮茸 膚破風 方―間の精

巧な彫刻のある社政で、絆堂がつ き 可成 り傷 ん

ではいるものの今 も残っている.

=倶 楽 部 だ よ リ ー
◎ 4月

理事会 (9日 )

昔栞会 (9日 )

′1事委員会 (・n口)

Fl次会 (21日)「 知 ●ていますか一足尾 ガイア

.t画J講 師 松Шttr.・先生

歩 く会世話人会 (27H,

写真部会 (29日)

05月

理事会 (7日 )

写真部会 (11日)

歩 く会 t話 人会 (15口)

会報委員会 {21日)

■ 右J会 (25口)
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(2)第 69号 桐 生 倶 楽 部 会 報

第18回桐生傾凛日皮化祭

恒例の文化祭は、4月23日のク1句会にはじまり、

5月 17日のガーデンパーティまで、各都
～

IT記

のような行事を開催した.

文化察協賛行事及催物一覧

第15位 坪野 恵治

BB 吉田 博茨

当日贅 朝奮  泰

ヽP 福島 昭吉
″  企丼 オ1雄
″  北村 貞美

BV ttm 良徳

5/711 麻●大会

優 1が 岩口 俊光

準優1券 飯|| ■治

第3位  金′「 不1雄

第41立 ,Ul  洋

第5位  高木 静子

第口立 小林 宏至

第15位 蓮沼 源

ガ
ー
デ
ン
バ
ー
テ
ィ
ー
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

黒
沢
社

員
夫
人
と
ご
夕

人

に
よ
る

ピ
ア
ノ
■
弾

書の凛軍 0叙勲 ・大臣衰彰

名

平

久

拒

　

友

健

　

武

弘

久

氏

越

池

丼

堀

井

嵐

原

賀

沢

藤

塚

小

藤

小

新

計

江

須

尾

後

`月
お B円 71ω

`8お
●ulol∞―

絆 は 大 |』512R円̀∞―終1蔦

'ル

 フ 大 会 「S月 8B J,:∞ ― " 襴生CJI畑 。:∞ス,― ト

, 〈  会 5月Ю8u;:∞～ 
“
■
“`1舎

吾夏鷺,2ニ
= た 人  会 ,月 1l B日 6:∞ ― , K  MIホ ・Ijザ 1

L  自  展liユ:■i]iI・ t´広 間|

絆 句 色 紙 展 |■■:r■ :`lt。 |" =  ロ

ピ デ オ 観 賞 会

″―デン′
`―

ティ …6月i'H四
`|∞

―

桐惧  メンバーの作品の数々

ガ ー デ ン パ ー テ ィ各種 大会入賞者
4′

" 
日薔大会

優 勝 福永 餞―

準饉勝 野田友治郎

第 1位 金谷 利男

第 2位 円田 光弘

第 3位 金井 利雄

5/2 将棋大会

第 1位 木村 悛―

第 2位 小山 利雄

第 3位 平野平四良|

5/3 ゴルフ大会

傷 勝 金丼 利雄

準優勝 上野 武男

第3 tl 福島 昭吉

第5位  森田 良徳

第la立 五十嵐健雄

画題

人  飛弾高山

雄  みちのくの女

人  中之條 シシ鶴

隆  人清水

次  矢切の渡 し

雄  □光白根

浦   コウシン草

次  池 嬌

―  冬枯れ

雄  ブナ林

桐生社員から4人 の受彰者

桐生lR楽部社員の中で 春の国メ褒贅 叙勲の

受杉者、および最近の人に表彰の受彰著は ド1ビの

力々です.社 員―同心からお祝いを中し上(デます.

なお、受杉者|ま秋に予定きれる受彰者ともどt,、

平成 5F11月 のIll生慣楽書
`互

ネL会の席 L、銀盃″

tI・贈りすることになります.

藍腱褒

“

(産業振興功績,  小奇 ―劇,氏

勲四等喘生章 (更生保護功労)田 島■次
'1氏

勲工等瑞宝章 (産業振興功労)岡 田 光弘氏

郵政大臣表彰        藤i[ 崚雄氏

写真部会入賞者保婦の人贅t●によ●l

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10



桐 生 倶 楽 部 会 報 第 69号  (3)

写真部会撮影紀行 月次 会 報 告

大清水の水芭蕉を訪ねて
知つていますか?

足尾ガイア計画

議師  群馬大学工学部名誉教授

【4メヨ】

水 首 蕉

写真部が再発足して 年力湛 過しました.

う真を通して 白然と親しみ 社員相

'の

親睦を

|まかりたいと′舌動を始めました.

1乍年責は 5月 261 水 L谷力岳方面 (参l ll者

6名
' 9月

81 日光小日代夕原 (参力1者8名 )

に撮影紀行を行いました,

今年度 ま4月29日に人清水の水芭蕉へ撮影紀行

を行いました.朝 6峙‖1生倶楽部を出発、約 2峙

間で尾瀬||の企山11 大■水に者きました.前 ||

に道路が間通したばかりで 残雪に混ぎって蕗の

とう力預 を.Lして居り 山菜取 りも楽しめました.

折りから やっと登った朝日が純白の水芭蕉を

,べ る せせらぎを1暉らし始め 時間の凝つの:,

忘れてシャ,ターを切りました。

昼近くに片111の千木良牧場に参りました.東 に

我雪の日光白根、西に上川賦 尊が一

"`出
米て、水

仙やタンポボカ哄 き乱れる卓原にての お弁当は

栞しい息い出の 時となりました.

4月 の月次会は 昨年II・生市譲会に於て反対決

議きれた足尾ガイア計画について 水質間題研究

の第 人者である松口俊治先生にお話しをいただ

いた。今lrl会ま公
"ltl会

としたため 社員以外の

―般市民や渡良瀬川流域各地からの参lll者もあり

約 120名力壽 講した,以 下はその要旨.

ガイア足F_.l画は大成建設をはじめと→る大手

建設会社2?社が参llJした計画で 首都国の産業廃

薬物の処理場を足だ松木沢に作ろうとするもの.

松木沢5百 ヘタタールに年間千 トン 45年 で4億

5千 万 トンを理めたてるという.こ れは日本最大

規模の内陸処理施設となる.最 新の狡術と施設で

渡良瀬の水を絶対汚染させるようなことはない

と云 ,ている力毒 設会社の営利を第―に考えた.t

lⅢであり 現在の技 fjで絶対安全などということ

|まない.

大学のlll究室から出る水処理でさえ 私は3同

も失敗している。45年で理め立でたあとに何が出

てくるか分らない.特 に足だは鉱毒百年の歴史を

持 つ場所で 水汚染の原点であり 桐生市民の生

命の水が脅かされること =なる,45年 後に 我ら

のジブババは1可をやっていたんだと言われないよ

う 慎重に対応しなければならない.

※最lhのニュースでは 足尾町長、足尾町譲会も

ガイア足尾計画ににタナを表明 建設の許記可枚を

持つ渡辺文雄栃木県知事も明確に反対を表明した

とl・二とである.

しかし これで絶対安心はでさない.こ れからも

厳し〈この.l画の推移を見iる 必要があろう.

千 木 良 牧 場

帰りに残雪の中に神秘な藍をたたえる管沼にて

搬影し帰路につきました.桐 生着午後 51キ、楽し

い一日でした.(参 加者男7 女8 計15名)

今年 ,ヽ輛恋のキャベツ知 物見 |と神津牧場等

あまり歩かずに自然に親める所を計画して居りま

す ご家破で参力1をお●ちして居りま|.

森rlニメ1記

松 田 俊 治 先生



(4)第 69号 桐 生 倶 楽 部 会 報

◇新入社員紹介◇

桐生倶楽部童内楽のタ

皆楽鑑賞部会では、昨年10月の演奏会で夫変好

評であった高崎六重奏団の再演を4月 9日 に行い

ました.バ ッハ ベートーベン ハイドン等の名

曲を聞き、休憩時間は庭の枚桜を見ながらワイン

をいただくなど、夫変楽しいキの夕でした。

吉 清 大 広
森

ヽ 本 遺
灸

倉

成 水 被 瀬  池 田 藤 口 林

〔歩 く会〕 3月 例会
マンサクの花咲く仙人岳

早ま 雑木林に春を告Iデる黄迄い花 マンサク

か咲く仙人rrべ壼る。桐倶からハイヤーに分柔し

てr]葉峠を怪由して、生お (なま)不 動へ.こ こ

からサき出して御人岳山頂で中食。前m人  仙人

窟と違中のマンサクの花を楽しみながら下口1 浅

部局前からパスで戻る.

途中、こんな水●Iもあつた。

〔歩 く会〕 5月 例会
新緑の鼻曲山から霧積温泉

5月 の例会は文化祭行事の―つとして、群弓と

長IFの県境の口1、鼻山山に登った。好大にめぐま

れ新緑とつつじの美しさに「倒きれるようであ ,

た。

"途

、霧薇温泉でひと風呂浴びる。

社口法 人 桐生倶楽部会報 第69号

1992年 〈平戯 4年 ) 6月 発行
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〔桐生のあゆみ〕
No  21

横 浜 開港 と

生 糸輸 出禁 止運 動

嘉永6年 (]853年)6月 3H、 米船4隻 の捕賀

来航は民′●の動揺を起し 世間―般は不景気とな

った。なかでも桐生は近在機業 (特に足利)の 発

達、天保禁奢令の打撃によって斜陽期にあ ,たた

め その不況は厳しいものがあった。

更にその不ttに追い討ちをかけるような事件が

起った。織物の原Ilとなる生糸の暴騰である。

安政5年 (1858年)6月 19日 五国通商仮条約

の締結により生糸の輪出が計可された結果 生糸

の価格は暴騰し 数ケ月も経ない7月 には2倍 に

をってしまった。不況つづきの桐生織物業界にと

って、生糸価格の暴騰は深刻な間題であつた.

そのため桐生領54ヶ村の中、35ヶ村中の総代が

立って生糸輪出禁J:の願書″、割定奉行塚越大蔵

少輔に提出し 絹買織屋―同 ま工戸具服問屋行事

にこの運動の援助を依験 間屋行事はネ行所に歎

願書を提出した.し かしこのようを瞑書は握りつ

ぶされ その間も糸価は騰りつづけ ついには3

倍の高値となってしまった.

ここに至って、桐生領35ヶ村の総代2名 は死を

党悟して幕/fの重巨に駕籠訴を決行した.

安政6年 11月9日 、四つ時 (午前10時)、 桐生

IF噸 吉木四郎兵衛は 江Fタト桜口松平対馬守

門前において人老丼伊掃部頭直弼べ 如来堂村津

久丼儀右衛門 ま西御九 ド大手下鳴先において、老

中間部下総守に駕籠訴を敢行したのである.

当時駕籠訴は法度 (はつと)破 りとして重刑に

処せられる所であつたが この両人は一時受縛の

星目をみただけで そのまま各嶺主にオ預けとな

り、その後格別の処分も受けず釈放きれたのは幸

いであった.し かし生糸輸出禁上は国際条約にか

かわることで、幕府としてでき得ることではなか

った.

桐生織物数百年の歴史の中に このようを義人

がいたことは忘れてはならないことであろう.

古木四郎兵衛 死を決して

井伊大老に霧籠訴の図

(田村春荘画)

06月

歩 く

`ギ

(7い

理事会 (8日 )

月次会 (20日)

俳旬会 (25日)

07月

理事会 (9口 )

=倶 楽 部 だ よ り =

「つつ じ 石稲花の前袈娑九口■

「桐tの まちと白然J

講師  マイヶルブラス トウ先生

歩 く会世話人会 (13日)

会報●員会 Ⅲ7日)

月次会 (22曰)「 桐t地 方 古代のハ イテクJ

議口1 桐生市教育委員会

, 藤  普 祐 先生

●1句会 (23口)

歩 く会 (25日,「 わ花畑 とII・t険信仰の早池峰山J



(2,  第 70 号 桐 生 倶 楽 部 会 報

月次 会報告 【6月】

桐生のまちと
自然

マイケル プラストウ氏

NHKラ ブオツャパンの英語番組を担当してお

なじみのマイケル プラストウさんをお招きして

の6月月次会は2o日夜 倶楽部 2階広間で開かれ

ました。

プラストウさんは ケンブリ′デ人学卒業後

10年ほど前に来日 lI・l生高校で英語を指導するか

たわら群馬大学工学部の享1常動講師をつとめ 地

元紙の桐生タイムス紙 Lに マ`イキリュウ、の英

文随筆を連載じたこともあります。

桐生地方に格別の愛着を抱くマイケルきんは

当時、桐生の自然や日光 足尾 渡良灌川沿いの

山々に深い興味をもっで山野を跛渉、その豊富な

体験をもとに最近、ハイクコースや 土地の歴史

風r●を紹介する本を出版しまじた。

当夜は まず桐生の自然を箱根、秩父、房総を

どと比較して 「東京に近いところで こんなに豊

かを白然のあるところは他にない。桐生の魅力は

自然であり 東京とまったく違うところにこそあ

るんですよJと 指摘しました.

続けて 地球と環境、環境間題に対する人間の

役割りについて触れ 「いま地球規模で環境保護の

重要きが求められ 叫ばれているのに 狂`ってい

るほど、の保守的な政策で それがないがしろに

されつつある。環境が守られない限り、経済成長

そのものに限界がくるだろう。開発が進みすぎる

と、結果として 生`活水準、力ヽ菫ちるJと 、東京

の一局集中をF●lにあげて自然と開発の調和の緊急

性を訴えました.

また、熱帯林の乱伐がこのまま続くなら 生態

系の変イヒから地球の気候が変る。千ばつの結果

農業基盤が崩れて大規模な人口移動 ミ゙ こるだろ

う.こ れは大きな戦争につながる危験をはらんで

いるJな どと話をすすめました。

また 桐生でいま話題となっでいる菱町のゴル

フ場問題 ガイア足尾計画をどについても触れま

した。

「桐生のみなさんが 自然を考えるようになっ

たのはゴルフ場がきっかけ.わ たしもゴルフが好

きで子供のころからよくやっでいたが、ゴルフ場

は一方的な破壊です.反 対するほうが正しいと思

う.ガ イア計画はもっと難しい.ふ え続けるゴミ

だが どこかに捨てなくてはならをいからJ

さらに学校教育にまで話をすすめて 「21世紀に

向けで桐生の自然の大切さが本当にわかるのは子

供たちです.た だ 自然の大切さを教えるだけで

なく、人間社会から見たもの そして政治的な問

題も一結に教え 子供たちに全体を見て判断させ

る能力を養 うことがたいせつでしょうJと  学校

教育に環境問題をとり入れる必要性を説いており

ました.

最後に 「人は地球規模のような大きな問題は、

自分のものとして なかなか考えられない.そ の

ためには、身近な間題から考えてゆくこと力'重要

で、白分のまちの環境のだいじさが分かっては0

めで 熱`帯林の木を使わない、考えに思いいたる

はず。まず、このまちからスタート′Jと まとめ

ました。

【7月】

桐生地方…
古代のハイテク

桐生市教委文化財保護係長

伊 藤 晋 祐 氏

7月 月次会は、標題のテーマで22日夜、ひらか

れました.講 師は桐生市教育委員会の,藤 晉祐文

化期採護係長。,藤 さんには 先般も桐生まつり

と人坂神社の由来についてお話を伺ったことがあ

って 今回は2度 日。

上小友 熊の沢の両遺跡を中心に、スライドか
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出土品をまじえて解説、古代桐生の先端性の―端

を語っていただき感銘を深めました。

桐生には22ヵ所もの製鉄選跡力浩 をしている。

関東地方 101ヵ所の製鉄遺跡のうち40ヵ所が本県

に集中し その過半数が桐生市内にあることは特

筆に値します。

鉄をつくつでいた町、ということは今の言葉で

いえばハイテクの町。このことは砂鉄から鉄をつ

くったり、鍛造したりするのは、むかしは高度な

技術だったことを意味するんです。

鉄に関する桐生の遮跡のうち、菱Frの自業峠の

下の■小友遺跡は8世 紀末から9～ 10世紀ごろ。

同じく菱町の泉竜院の奥の||の沢遺跡は9～ 10せ

紀ごろのものとみられる.鉄 づくりが全国的に広

がったのは8せ 紀オから9世 紀ごろといわれてお

り、これに合致します。

そのころは、国が鉄を税金としで吸いあず 回

が鉄を管理じていた。当時の蝦夷政策ともからん

で、鉄を武器として使っていた.つ まり桐生は

東北の蝦夷戦線用に、武器調達の前線基地の役害1

りを果していた とも考えられます。

0粘 土

②炭

③砂鉄

の製鉄三条件が菱に揃っていたからです。

鉄`の町 桐生、の特色は、原料産出から素材

製品まで―貫生産したこと。Irj鉄から鉄をつくり

刀、やじりなどの製品にまで任上げたのです。

縄文時代の耳飾りといい どれも技術の高さを

うかがわせるものです。

こうした古代違跡から、織物や近代イ譴 産とい

った ハ`イテ′、に連綿とつながってきたと■せ

ましょう.

〔歩 く会〕 6月 例会

つつじ・石楠花の前袈裟丸山

6月 ?日 、■前 5時半桐倶葉合 参加者の自家

用車に分乗して 袈裟丸山の登山口まで.サ イの

lll原 小丸山を経て、前袈裟丸山の頂上へひる頃

に到著。残念ながら雨に降られましたが、全員完

全装備で参力|したので、特に支障もなく予定通り

歩きました。雨に濡れた石補花は見事でした。
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◇新入社員紹介◇

永田社員に文部大臣表彰

社員の永田泰之助先生は このほど学按医とし

ての長年の功績が認められ、文部大巨表彰を受け

られました。社員―同心からお祝いを中上げます.
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「囲碁部会だより」
初心者もどうぞ″

「このところ暑いですなあ.J パチリ 「生ビ

ールのおぃしぃ季節ですね。Jパ チリ、 「弱った

なあ。J「 弱つた魚は限でわかる。J′ チヾリ

上曜日の午後、桐生倶楽部 2号室の風景です。

「倶楽部も一服する吟手近の棚に各自のボトルで

もあって冷えた水害Jでも飲めるといいですなあ。J

好きな太平薬を言いながら島鷺を戦わす会員の

面々です。

最近 ―F均寿命が延びて老後の暮し方について

早くからいろいろと考えるようになったようです。

日碁は楽じみも万点 又精神衛生の点からtボ

ケ防止′防のためにも最良の ,ヽのの―つらしい.

現在 国碁部会では毎週土曜日の午後 2時頃か

ら2号菫で集りを持つています.

大会は年に二回 特に文化禁協贅の大会は夫き

な持ち回りのトロフィー 賛品つきで成績優秀者

は文イヒ祭ガーデンパーティの席■表彰されま十。

毎週土曜日の午後二時頃から葉っている常連メ

ンバーは島勝■きん、同田光弘きん、野回友7.瑣

`さん 福永儀―さん 広瀬進さん 吉成餃郎きん

(唄不同 腕前の順ではありません,  その他に

も時 顔々を出して下さる会員が何人かおります.

是り|、困暮部会のメンバーも又その他の会員の

方でもおひまの時に顔を出して下さい.

自称、日合初段位の方大歓迎、初心者の方もど

うぞお出tllけ下さい.

楽しく碁を打ちましょう.

|お間合せは野H(44-5167)古 成(22-6657)まで,
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〔桐生のあゆみ〕
NQ  22

松 山 藩 時 代 の

桐 生 新 町

1司生地方の支丙]は 大正18年 (1595年)よ り寛

t几 年 l1661年)ま での71年問|よ天価 以

“

天¬

2年 (1682年,ま での2年 間「人名領 (すIt藩)

そイ1以年は 部天領  残 り|=lj■本の,給 領 でI・
・

た.た た [ 1司 生析町 71み工■「+| 後ヽ期90年問 (

安永 8年 |1専 末よで)ま  松  需洒丼=の 領地

であ ,た.

松山藩 t ttll県のJし西書F生●平野のI書F=あ .

た.庄 内藩14万石の支藩で 2万 石
`あ

る 3イ 薔ヽ

■洒十忠体 が20数年用 暮●の重要 な南僚 を動あ

た功績
` 

上川 5T石 が力」増 される.■ の中に桐

生新‖「があ■,たわ lrあ ろ.

松山僣は桐生斬日■ うま〈●西]したよう
`あ

る.

桐生新町の陣屋 11ま 常叶 2名 の下十 七置 くのみ

で ‖f民は●・・制約 ,ヽなく白山 ■経済活勁 が
`き

た.織 物業 t,繁栄 した.そ の代 り 松 落は御用

金 {平常の年責タトの

`.の

)と い う形で 新Frの豊

かを経済力を利用 tた .
̃近

t桐生夜話 (本本政雌著, ,に よると ●

イヒ3年 の:|■人人
`酒

■

“

ヤ I■「夕類焼の峙の憫

H至 |ま  佐 ,清 右衛「,550両   ■■:|`左衛「,450両

を|よ●■夫口だ サr`,lo人  2千 両 =のなる 安

=倶 楽 部 だ よ リ ー
08月                  09月

歩 く会tI言
`人

会 13□ ,              」1事会 (10口

'r里,会 1ln日,                  月次会 l13H)■ く会r「当

写貞部会 124□)                        t力 |の鎌有 l_日 平初秋の旅J

,1句会 12F H)                 会報姜Ⅲ会 (16日)

歩 〈会 ‖!話人会
`31同

,             写車部 会 ,24日,

す ・J会
(25H,

第 71号 (1)

政の地震の叶が千 5百 両 嘉永 3年 「は御勝手向

不|「意 とぃ うの a5千 7百 両

`と

とある.し 力 t

絡 [て 桐■新町●)入達 |よ 松 薔 に対 tて 好意 を

|,■ていたよ うであう.

明治推新 廃落置県の降 新政嗜側 によ ,(何

陣「役人が:争運 ,に 転年 された.そ の峙 ,]l惣

百姓から新政 ″イFl l]差出 された嘔願 書は 肺屋役

人の与辺 を策 し ,主 ,思 うlu民の其脩 が流れ

一読胸の熟 くなう|,のがあった と間 く.そ の17A輌

の効 あ ,てか 卸陣|!役人 よ■ されて 無事 に奥

'1松

山べ帰 ろ二七ができたとい う,

松 山 城 大 手 門

(寛 政 4年 再 建 )

武 者 行 列 (毎 年 5月
'曰

)
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陸 斐
歩く会担当

【9月】

塚 越 平 人

ので 直角の途 ま曲が り切れず :1進 後退 た繰 り

返 して漸 くrl着 精進料理 を贅味する.こ の際

同行 メンバー中の新嬌 さん二名が紹介 された.l.

藤好雄君夫人恵オ1子 さん (H3 11月 , 前原勝

君夫人I子 さん (H4 5月 )で ある.全 員 ●●福

のよ1子 .量 食 をゆっくりとっでから三=伍 々バ ス

これから別所温泉へ参入するわけだが バスは

温泉郷べ人れず手前の感車場へ.lt歩 にて 同え

づ 「常楽寺Jへ .そ こから 襦の小往 を款策 しな

が ら 「安楽寺Jへ .杉 小立 におおわれた長い石段

を登 り終 えると世形美を誇 る′楽寺が眼前 に姿を

表す. 陥 景かをJと ホ島氏.集 同写真 を撮 って

から寺 に詣で粽 いて裏 の同宝 |′ヽ角 i●l_Jを

■観 した.つ づ らfl「りの石霰 を登 る参詣人は割合

多く を若男女、善男羊女が喘 ぎながら登 る.登

り終 わるとi重 塔である.写 真 を掟 る者 に言わせ

ると立,スな塔 を撮 るには周 リカち共|｀ る. ともあ

れ何反 兄て もパ ランスの とれた優雅 な塔は試 に国

宝 たるに†口応 しい.

塔 を後 にしで左手|■蓬池 を見る小● を下 り 別

所温泉郷 を横断 して 「|ヒ向観 音Jべ 参詣.長 野の

喜光寺は南向 きで 死後の■福 を投 かるとい うが

Jt向観音は慈党 人師の週普 になり こちらは生前

に安楽が得 られるとして庶民の信lflのlllである.

生前死後共 に安楽 をと欲張 りをがら

'車

場迄温泉

街の坂道 を ドる.

この1寺分になって薄 Hが 射 してきて 心地好い.

道端の+?1握 の岩根 が口に入 り +乳 ありますか

と店の方 に尋ねると i寝 中だった主人は 「直 ぐ

飲むのかねJと 大 きな冷却 章から冷 えた+7t壕 を

出 して呉れた.ご くごく飲んだ ら甚だ姜味で信濃

の味 と舌 りがした.

最後 の行程は予定 にをかつた 「人法寺の見返 り

の塔J見 学。一度 回道―四 三号に‖:て松本方面

情 木峠)ヘ バ スを進め ること約 十分 国=「 見

返 りの塔Jに 参 る r7t車場 より約 ■百メー トル真

直 ぐの参道 は登 り坂。登 り切 ■,たP「にある見返 り

の塔 ま その姜 しさ晟に参請の人々が見返 り見返

りしながら別れを階 しむ塔.つ つましく しかも

工 しくたたずんでいた.し ば しの関  一同別れを

惜 しみなが ら退出 した後 バ スに黎 り込み 帰路

lt■丼峠 を越 え長野原 を経 て午後九1寺楽 しい旅 を

■ え 無事桐.L倶楽部べ手1首.人 可を約 して解散

した.

「信濃路の旅J

当日|ま早朝′ヽ時出発 とのことで前 日五時半 にタ

タシー を予約 した.四 時半起床 家内 白慢 ?の に

ぎり飯 を■参 してh・1生倶楽部へ.¬ 失も丁度 よい

位。到着 して驚いたことには五時半 とい うのに夫

部分集 まってパ スを待 ってピ られた。査 さんが楽

しみ|[していた証左 をまざまぎと見せてもら ,た

感 が した.木 島 さんを初め村川 さん 後藤 さん

藤丼 さん等の歩 く会のメンバーの周到 な準備 とll

び書け が功 を奏 したわけで 定亥J五分前 に全員乗

草、出発。

一路回道 五十号 から十八号を饉 で長野県へ向け

て●t.口 曜 日の こととで草 特 に トラ ,夕 あ`少

なく 予定 より早 く峠 の至飯 で有名なモー ターブ

ールベ到着、十工分休憩の後 碓水峠 を越 えて L

ロヘ. L田 の手前  曰宿場の月IEな残す 悔 野宿J

で十五分休憩.葉 今写真 を撮 り 続 く子定地 「生

島足島神社Jへ 向か う.こ こも古 い歴 史を有 し

この付近のt民 の学敬の||で あり 朱 を新 しく塗

り替 えたl■麗を社屋。有志教名 屋根葺用の銅板

を一枚千円にて寄進 して旅の無事 を祈 る。

続いでおしの ぎが準lM‐されでいる 「前山寺 (真

言宗)Jで 三重塔 を拝観 した後 九型の くるみお

は ぎ二個  ご馳tι なる.お 腹 もす き力]減であり

下地の くるみが何 とも言えぬ味付 けで誠 に美味で

あった.退 出す る時 にパラパ ラと小雨が落 ちて来

たがそ うたいしたことはなさそう.

砂利道 を少 し下 った所 に手造 りの美術館 (信濃

デ ′サ ン館)が あり 見学 に立 ち寄 った.rll長の

窪島誠―

'|き

んから約十分、講話 ″聞 く.明 治

大正の者い画家たちけ 一生懸命芸術 を通 じて世

に問 うたが 着 くして結核のため命 を落 とした人

も多 く 甚だ残念であつたとい うお話 であつた.

桐生 にも時々お見 えになる由で再会 を約 じて 窪

島氏の著書 「わが贅す る夭折の画アた ちJと い う

小冊子 に署名 をしていただ き 持 ち偏 る.

美術館 を出 る崚 には雨は Lが っていた.小 高い

所 から足下 に塩H平 が一望の下 に見渡せ る.ミ 回

の中 パスは■食場 の 惚 光院Jへ .狭 い古 なが

らのllを林檎園に沿 って進行する.バ スが人きい
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るかとの楽 しみに登 りの

'れ

を忘れさせで呉れる.

竜ケ馬場 の巨岩墨 々の地帯 を過 ぎ 登路1佳―の難

所 を二本の

“

rで登 り切れば 一息で山頂 からの

平尾FFのll代平 に出 る。神 々の遊ぶ楽園 ■池峰

の名ゆかりの 池の名残 りの窪地 に It木道 が夕か

れ 鮮 かな紅紫色の四栞塩立 が先ず日を苺 う.稚

「.車の純 向 鮮 責の責花駒ノ爪 可陸な青 ノ拇桜

夫型のJ 梅ヽ ケイ草 色 とりどりに群落が移 る.強

風の霧の中を登 っで来 たのが嘘のよ ラに静か で

頭■ には群青の言空が広がる.陽 も注 ぐが 2千 メ

ー トルの J上 は爽 かである.巨 岩の重 なる問 を縫

い 早池峰神社奥● と一等三角点が隣す る山項べ.

まだ 7時 半少 し過 ぎ 360反 の展望は雲海 に埋 め

尽 され 世 かな雲の波lIの動 きと ■ を′iく=の

影ばか りで さをがら絶海の孤島 に立つ趣 きであ

るが 多 くの人の帳わい ま 静 かな山頂の感概 を

キ さをい.朝 食 とも菫食ともつかぬ食事 をして

8叶 半山項 を辞す.

下口l路は登 りよりもっと足場の藩いガ レ道だが、

岩 の間 を埋 め尽 す花 ま相変 デ´い.よ く観察 |れ

ば珍 らしい深山]暑市や虫

“

り菫の湿■植llさえ見

出せ ろ.一 休 に続 く道は 上 り下 りの人の列が遥

か下 まで見 える.水 音が聞 こえコウベゴウリの水

場 に近づ くといよい |イιともお

"1れ

である. まだ

統 く河原状 のコメッガモ リ沢イヽ いの道け永 く感 じ

られ ●l原坊 には1叶 到着.IF・り

"ぐ

,池 峰山は

〔歩 く会〕 7月 例会

神々の遊ぶ花園 早池峰紀行

|・l生から8時 間余の長駆 とは思 えぬバスの沐 よ

予定通 り3時 半 に早池峰山の登山基地
'・
∫原坊へ青

く.夏 の夜は明け場 く 仮限 をとる[隣もなく向み

始める.歩 く予定でいた小田越 までバ スが入り大

いに勁 かる.登 山準備 をし 霧 に夜 われた早池峰

山 と沐の大鳥居 を背庁に言」念撮 影をしで 午前 5

峙 5分 出発.

針棄樹林下の二″1に敷かれた木道 からgllの 軽

い登 りと

`り

 岩 が増す と共,■ll rlt,夕

"す

.木 の

丈 力砥 くをると間 もなく森林限外を抜ける.退 松

や石市花の●ホ帯 に変 り 連 るもののない岩栞地

の―合 日である.風 が強 く近 くを雲 がtり  真夏

とい うのに長釉の シャツをまくれぬ程の涼 しさで

ある.い くらも登 らぬの =、兄元には資弱 ながら

■くも■池峰薄雪● 力弩 オ,lt 深 ■妻菊 深山

オグマキや南部‖打車 と次 々に高山植物の種類 ,ヽ

数 も増 してゆ く.千 両箱 と呼ばれる′i今日は 名

の通 り百花校 乱の花国である.次 よf・Iの花 |■蓬 え

遷 に姿 を現 わさなかった. (藤丼誕人言0

早 池 峯 口 定 公 □ に て

(信 摯 デ ッ サ ン館  館 長 と 共 に )
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◇新入社員紹介◇
メラにな ります.社 員の● さんも まとんど 眼

レフカメラをお持 ちと思 いますが 最近のカメラ

の形式は 『モー ター内蔵35●m一眼 レフレ ′タス

電子制御 フ十―カルブレー ンシャッター オー ト

フォーカス カメラ』 と云います.此 れた
'で

は

l・lを憲1床しているのか さっば り判 りまサんが

露出|まカメラが白動的 |[,月かるさを涸|り 絞 りと

シャ ,タ ースピー ドをtッ トし 距離 ,ヽ白動的 に

セ ン■―力慟 いてセ ′卜して 技:テFに カメラを

向|ナて シャ ,タ ーを押|だ けで

'≠

りま
"力

● 機

能があまりにも,ナ ぎて 使 い方が半,ら●困 っ(

いる人がほとんどですので 「写真のテク=′ 夕及

びカメラのメカに強 くをるJと 云 う勉強会を開 き

ました.

8月 24日に1司生,楽 部7■員のアサ ヒ¨ さんにお

願 い しで カメラ部の責任者
‐・ シルバーフォー

トクラブの会員である蓼 ll氏をお招 きt(勉 強合

を行 いました.社 員の熱心 な質問にていねいに教

えていただ き 時問の経つのも忘れて 気が‐,い

た ら9時 を大分過 ぎでいたので 後 口を約 しで、

解故 しました.此 の時 に毎月l●l会を開 く事 を決め

ました.(出″者10名)

綱
生
娯
栞
評

と
趙
●
会

梅
雨
明
け
で
鎌
研
ぐ
水
の
赤
き
色
　
　
　
　
　
　
エ

梅
雨
の
薔
地
　
気
に
猫
の
馳
け
ぬ
け
し
　
　
　
広
　
瀬

嗜
が
り
に
あ
い
さ
つ
返
す
端
居
か
‘
　
　
　
　
尾
　
沢

こ
だ
わ
り
の
解
け
ぬ
宿
題
端
居
な
る
　
　
　
　
本
　
日

梅
雨
明
け
や
草
に
ほ
れ
し
煉
瓦
塀
　
　
　
　
　
小
　
池

碁
仇
を
待

つ
　
時
の
端
居
か
を
　
　
　
　
　
　
清
　
水

梅
雨
の
同
を
巡
る
農
夫
の
歩
は
老

い
て
　
　
　
合
　
林

潮
騒
の
六
角
堂
の
端
居
か
な
　
　
　
　
　
　
　
遠
　
藤

手
を
合
わ
す
喪
服
の
女

ひヽ
と
一
や
今
歓
の
花
　
工
］

成

の
ぼ
り
切
り
せ
わ
し
く
飛
べ
り
天
道
虫
　
　
　
大
　
機

輌
の
大
神
木
の
動
か
ざ
る
　
　
　
　
　

退ヽ
　
藤

一
筋
の
道
稲
妻
の
照
ら
し
け
り
　
　
　
清
　
本

蜻
の
声
も
馳
走
や
峡
の
宿
　
　
　
　
　
久
保
ΠＩ

鳥
賊
鉤
り
の
灯
嗜
天
の
星
と
な
り
　
　
倉
　
林

稲
妻
に
漆
も
と
呟
し
距
り
の
輪
　
　
　
一
［
　
成

稲
奏
の
北
に
走
り
て
大
赤
城
　
　
　
　
尾
　
沢

弱
の
途
切
れ
で
近
し
滝
の
斉
　
　
　
　
　
森

ひ
ぐ
ら
し
の
街
と
な
り
し
家
路
か
な
　
広
　
瀬

稲
書
に
壁
の
よ
う
な
る
槍
穂
高
　
　
　
木
　
出

七
夕
の
天
オ
低
き
駅
合
か
な
　
　
　
　
小
　
池

久
方
の
稲
妻
逮
く
山
写
し
　
　
　
　
　
北
　
川

!t.,,,,,|||||   
‐
|“″

|‐   l         i‐

9月 24曰はお互いの最近の件品 を■ ら寄 り 雑

森 口 記

談 をしながら勉強会 となりました.有 志で10月lF.

めに草津白根山に朝 Hの 写真 を撮 しに

“

1か する事

や、春の文化祭だけではなく 秋 にも写真展 をや

りたい と云 う話 も出ました.(出 席 8名 )

第33いll可生地区勤労者美術展の●真の部 に桐生

倶楽部社員の後藤 久夫氏の 「ヮタスゲ |と 私の 「

めんどりJが 入賞 した事を御報告致 します.

網
よ
晨
奈
4F

′`

月
●
会

「写真部会の近況」
最近の35mnカメラにけ 使 t 拌ヽでカズラや  (

高鷹チ ョン)カ メラでも、ほとん ど失敗 なく 良

い写真が出来 ますが、記念 ・I真だけではなく 花

や風最 人物等 を記録 に残 じた り 楽 しい想 い出

を大 きく伸ば して眺めたいと思 うと 一眼 レフカ
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桐生織物―幕末から明治ヘ

輸出羽二重の開発

幕末期 における桐生織lIJ業界は

11'近 在の地方 {特に足利)の 機業7・L建

2天 保の禁令 (高級粒14の使用禁止)

(3横 ,■開港による生糸価搭黎崎

L記 のような理由で深亥Jな不況となり、機屋の中

に|ま休業 して奉公人を解雇 し、招硝 (人薬の原料)

製造に転業するものさえ出現 した.

しかし この千難時代に■くも次の発風への萌

芽が見 ること力■0き る.

Ⅲ,′1洋染料の熾用

ta ll入 綿糸の●用

13織 ltの輸出

西洋染滲|は元治元年 l1864年)佐 羽商店が輸入

し 岩下才助 小林芳蔵などが、れ粉 lI粉 の2

種 を自家繊lIに使用 した。これが西汗染料rL用の

はじまりであるが 以後lI・喘 織物の新商:1開発に

大きく役 tっ た。

桐生|ま精織物のF■地であるが 織物の種類によ

って|ま多少綿糸や,使われていたようである.し か

し本格的 に,う ようになったのは 横浜開港洋糸

輸入後である.新 居喜左衛円は絹澄 綿緯の東卸

召 (ダ ,ソ御召)を 作り、一嗜隆盛を極めたとい

,.

織物輸出 ま 横工開港の年 (安政 6年)に  す

でに始まっている.当 初の商品は哀地 ハンカチ

タフタ等であったが、買次商小野皇喜左衛門が

開発したときれる輸出羽二重 (明治15年ごろ)が 、

欧米に大好評で大量の輸出ができるようになった.

明治30年の羽二重の輪出高は 953万Pl うら桐生

の産出額|ま5害1近くをしめた.た だし 桐生から

はじまった羽二重は 明治23年ごろから‖」生がj・

術指導をtて 福丼 石川など新興機業地でも生

■できるようになった為、桐生の生産は30年ごろ

から急減することになる.し かし羽二重で自信を

つけた桐生|ま 以後輸出織||では常にIll商品を開

発し、産地の中でllt出が大きなlt重を占めるよう

にをった.

●曰本一大きな明治時代の高機

明治期に人り鎖国がとけ絹織物の輸出を考えてい
たころ羽二重を3人 掛りで織りLずた巨人高機
川内村の高草木さん方に収納きれでいた.

森秀織物参考館“柴"

=倶 楽 部 だ よ り =

◎10月

歩く会世話人会 (p日 )
理事会 l12日)
ll旬会 (22日)

月次会 (26日)「 ■高年の食事についでJ
議|"常 塚昌治氏 小池仲枝I●

写真部会 (27日)

011月

歩く会 (8口 )「鳴莉 より吾妻山まで縦tJ

歩く会世話人会 (9H'

理事会 (10日)

会報委員会 (12日)

写真部会 (13日)

行事委員会 (20日)

月次会 (26日)「 先進的をまちづ〈りとは一

これからの公共建築のあり方J

講師 藤日治伸氏

夕1旬会 07 )

日碁部会 (29日)秋 季口碁大会
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【10J目】

中高年の食事について 「これからの公共建築

【11月】

のあり方」

藤 田 治 伸さん

講師 岸病院書理栄養士

常 塚 呂 治氏

岸病院栄姜士

Jヽ池 伸 枝氏

健康と食事の関係は どなたでも関心の深い問

題です。10月の月茨会は、 「中高年の食事につい

て」をテーマに、岸病院の著理栄姜士常塚昌治氏、

榮贅■/1池ヽ伸技氏をお招きして、

“

をしでいただ

きました。奥様ご同伴でと ご案内を差■げまじ

たが 期待以上に奥様方が多散ご来会下さり、熱

心にメモをとりながら蘭いておられまじた。

小池氏からは中高年のための食事目標として

(1 いろいろ食べて成人病子防 (1日 30品)

(2' 日常生活は食事と運動のパランスで

(3〕減塩で高m王 と胃がん予防

(4, 脂訪を減らじて心臓病予防

(5)生 野菜 緑黄野薬でがんチ防

(6)食 物機推で便秘 大鵬ガんを予防

(7)カ ルシウムを充分とっで文夫な骨泳 り

(8)甘 い物は程々に

(9, 禁煙 節洒●剛董長寿

常塚氏からは、80キロカロリーを1点 として1

口にとる20点の内訳を、 4つ の食品群に分けて説

明、そのあと岸理事 (院長)か ら綸足の説明があ

りまじた。会場から熱 0な 質閻もあり、前原勝良

社員 (前原内科医院々長)も 、臨Ill諄師となって

説明して下さるをど lII生倶楽部ならではの雰日

気でした。

こ`れからの公共建集はどうあるべきか、11月月

茨会は 11月 26日午後 6時 から建築家の藤田治rn

さんを招いて、先違的まらづくリヘの考え方と,

せて、ユニータな都市造形論を伺った.

爆日さんは桐生の生まれ。渡米して建築学を専

攻後 欧米各地を廻って 集`落、を研究.帰 国後

は東=と 横浜に仕事の拠点をt・いて活躍中。山梨

県に在ft,

始めにえ進的まちづくりについて 「環崚と生1舌

があって文イヒがあるJと の持論をふまえ 「人力漱

逮するゴミ処理場や公会堂、身障者施設をつくる

ことが基本的な晏素」と定義づけ 瞥 薬堂や美術

館があって文イヒが向 Lするという考えは本末転倒。

文イヒのあり方をフイードバックきせをいと後世わ

らわれることになる」と発想の転換を促した。

具体的な都市 公共建築のあり方については 「

産文会館改集への関心が高いようだが それは主

としてI●能部分についてのみだ。自然との共生の

観点からもつと風景をとり込むべき。今、部市か

ら風景か肖えてしまった。産文会館ができる前に

は赤域山も梅田の口rをみも望見できた.風 景と景

観は別のもの。l_●画で言えば重ね描きした奥の部

分をたいせつにして欲しい。究極の理t■としては

地下に潜らせてしまうことだJと 、大田な考え開

陳した.

t、 マテリアルをとりきめた上で も`と通りに

復元、を復興理念に据えたドイツと対比、|1本の

戦後復興は 換`倣と暴力の所産、だつた」と兄間

した多くの海外事例を,Iいて ランドスケーブヘ

の努力を訴えた.

2人 の口節 と前凛 口時

"師
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秋の叙勲 ・大臣表彰
社員から3名 の受章者

桐生イ熙楽部び)中千 flの叙勲の,章 者F・よび最

近の人巨表彰を受けた方は下言しの方々●す.社 員

―同心から方祝い中し :|ま す.な お今回の受章

者ま本・・|モ章者ともど|、 平成 5■ 1月の11生■

楽‐1互|し会の席上 倶楽部から銀五を増らなま|.

勲三+旭 日1'績章 1教育FT究功労)言 「試之助氏

支書F大巨表彰 1学l‐ヒとtてllつ■ ■田+之
"氏厚生大に表彰 (,子保健ズ,計 画事業功労者)

Π E久 氏

オノサ ト美術館
lJ■●茶部■術:`がllt橋区i美 術州べ 「|ノ 十

ト トシノ,反 _を 道賞 して米てから3年 たちま

す.参 加 さl・た皆さんに ま今で|,作71の美 しきと

対1莫の人きき =驚 きと深い感動の記はが成 きれて

おりまt=う .

‖]生 に住ん ●いたこの画=の ll品を二・・街で々t

端 賞出来るよう [71,て  多くの受

'′

著が,の

姜術館設iを 試みながら条イ|を満た 十の =難 しく

今口に11りました.

絵画は最もそれにふさわしい環上 t屁示 される

二七がi ll鑑貫の大切な条件だからで 十.

なぜでt■ うか? … …  それはとの嗜ヽのど

二の人の作品でt, その作品の成 り立 らにらさわ

しい茶■ と言 う|,のがあります.

幸い =も 桐牛ではオノ■ ト トジ′

'の
作11

に限 ,てこの条件が最 も良 く満たされたなかで:監

賞出来るこの掟術館が出未ました.

オノサ ト トシ/デ う桐 生市の 「トリエで制ll

に,,頭しておられたとざ私達 [話 し(下 さ ,た教

え :、 「書かれた絵は そ・・場|千とその鵜 ・lな

か =最 (,近い条件 ●見ること力1好ましい.出 来れ

ばその同 し所が良い_と 言 う意味のことを操 り返

し言 ,でおりました.あ のア トリエに行 くと今 ぐ

も書 さ上● ,たばかりの状態で画架の L「:―点の

絵が置かれてありま|._̃内 ●そのまま ■保存 さ

れていますが もし一投公開してt,皆さん全部の

力々 [二満足いくまで充分 =ご鑑賞いただく■う

lt lままt りヽませた.

オノサ ト トシノブ美術貯|ま そのア トリエと同

じ白壁 =自然光も利用した適切 ●|lllIIで作〒,の展

示も1背楚で

"1染`や

すい和やかな,□ 気の会場 に

塚越理事長がダラス市の名誉市民に

二の 工ど 県疑清同友会賀宗団の高り同長として

工米 した,越 理事長は ダラス市のコー トレル市

長からダラス市の名首市民の私号 をいただいた.

ダラス市 lま■ンデンII式会社 1本社は,努 崎 「

'の米に工場がある関係で 県の

“

:Ⅲ,と は視 しい

関l.|]あり えに十 シデン′,■久保会長が名言市

民 :なっている.桐 上市民でlT夕|の名誉市民とな

,たの ま塚延理 ナ長が

'刀

め(で ある.

理
事
長
と
ダ
ラ
ス
市
長

バラシス良 く配置 されで鉦賞者とF者 の近根感 を

保 ちなが|オ /サ ト トシ/'の 思想とイメーブ

の世■ =港け込ん
`行

けるので十.=● ,姑の違■

もaノ 十卜さんのご=族 3人 でなさ■ており こ

のチ術貯の建誨 ,オ/サ ト トシノ

'氏

の遺,よを

継いだご客,の 努力によってなされた:,の●す.

私達 よいつでも二の美術lliを利Hし てオ′す ト

トシノブ|●F 表ヽ的な秀作 を艦賞 し楽 t■ る恵まれ

た 1場 を与えられました.こ の恵みをう|て |ノ

サ ト トシノフの美術の世界[覗 いで ″の優ll

た美意識 と現l●日本のH14Tとし(,力 し切り開い

た抽象絵画の展開の 端 を知 ,て彼tr tt ljを理解

十べ く

“

力して見ましょう.

をt被 のFIIIを独立 した美

“

′館の壁面に ,ヽり 他

の画家達 と号J=し な|+れよならなかったかと言 う

と 彼の帯神の口標 と感情や崎結のl.わる内

`が他の芸 ll家建 七異なるところがある為に  侑に

並べると他の松 と文枷■した関係や予「 した誤解 を

上 じたり 誤 ,たIヒ岐や也形の調和 を欠きやすい

′し配がある力 ら ゛■.

人のlr者にだけに111,おきわしい環境 をもった

贅沢な美術姑が法 しいので十.

そうして出来たtrがォノ」 卜■術|■
‐
です.

なんと素喘 らしい二とでは無いで しょうか?

1可生Iド民 として結んだaを 人切にして 才ノ■ ト

トシノデの芸||■ら

"||の

糧 を得ようぐ|まあり

ませんか.  桐生倶楽部美術部  保倉―郎
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〔歩 く会〕 11月例会

鳴神山から吾妻山への縦走

久しぶ りの故郷の山の縦走で、参加者13名は

午前 7時 タタシーに分乗 して倶楽部を出発 し、
'1

内の奥の広土橋登口ロヘ向いました.

メ1り|まらわれて すっかり明るくなった広土橋

から紅葉の中、素晴 らしい天気に恵まれて一路鳴

神山項をめざしで歩 き出しました.サ クサ クと落

ち葉 を踏み しめて金る沢ぞいの道は、豊かな自然

の中に住 む有難 さを、実感するに充分なもので し

た。

嗚神山頂―花台沢の頭―三峰山―人形山―キノ

コピークー女吾妻と いつもの通 りいくつものビ

ークをこえて、無事に吾妻山に到達 じました。吾

妻公園を経て倶薬部まで歩 き 午後 2時 半ごろ縦

走 を終 りました。桐生倶楽部水 会の原点に帰っ

た一日で した.

足のせて朴の落葉の大 きこと

読人不知

(金丼記)

Ⅲ 退 社 社 員 Ⅲ,厳 称1勘

貞 夫    い桐上名曲堂

社団法人 1可生倶栞キ

`会

報 第72号

1992年 (平成 4年 ) !2月 発行

発 イテ 人 塚 越 平 人

編

^責

任著 小  池  久  雄

|,   ‖1 ツホノロ昴11A式会社

丸 山
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〒376桐 生市仲町 2-9-36 社団法人 桐生倶楽部 TEL 45-2755

新年明けましておめでとうごぎいます.社 員の

皆様には御元気にで越年され 心からお喜び申し

上げます。口を開けば景気が悪い いつにを ,た

らよくなるでしょうというのが合言葉のようを一

年でしたが 今年も仲々難しい年になりそうです.

只、不況期間が永かったせいか 回複に向かえぼ

相当のスピードで上向きになろことも予想きれま

すが それも今年下半期迄かかりそうな気配です。

当倶楽部と致しましては、社員のご協力を得ま

して、環境整備を図り、快適なたたずまいのもと

社員の交流を言|れるよう心掛けて居ります.― 昨

年 二階広間の床張り替えに続いて昨年は 二階

広間の椅子テーブルを理事全員の協力のもとにIFl

装し 空調も整備致しました.倶 楽部の各委員会

も積極的に活動し、大いに活性イヒして居ります.

今後とも社員諸君のビ協力 ご指専を賜り乍ら、

交流の実を挙 ずるよう努力致したいと息いますの

で、よろしく御願い致します。

平成4年 度定時社員総会

1月28日午後6時 から平成4年 度定疇社員総会

が 「階大広間で開かれました。

議長に塚越理事長を指名して議事進行。出席208

名 (委任状172名)で 会議成立の報告があって、

第 1号議案 平成4年 度事業概況報告

第2号議案 平成4年 度決算請表報告及び会計

監さ報告

第3号 議案 平成 5年度事業.l画及び収支予宴

案

第4号議案 任期満了に伴 う役員改選の件

力江 程、審議されたが、いずれも原案通り可決承

認きれました。

新春を迎えて

理事長 塚 越 平 人

=倶 楽 部 だ よ リ ー
◎12月

クリスマス祭 (51)

理事会 (8日 )
う真部会 (11日)
歩く会 l13口)「茨城の史蹟と美術の派J
II句会 02日)

平成 5年

◎ 1月

新年互礼会 (4日)

歩く会 (10日)「新春 桐生七鳳神めぐり」
理事会 (13日)
監苦会 (18日)

会報委員会 (18日)
歩く会世話人会 (18日)
臨時理事会 (28日)
定時社員総会 (28日)

俳句会 00日 )
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冽ヽ  計

月次会々費

会館使用料

設備使用料

電話使月料

1又人 千I Lt

入 会 金

雑 収 入

収 入 の部 支 出 の部

科  目 金

会   費 12264

科 日  金

5 700

額

(※注

'

2,300 000

400 000

2o 000

40 000

410 000

300 000

借入金返済 1200∞ 0

予 備 費  200,000

前期繰越金 ムЩ

“

51羨 期機越8]五 品

合  .t 186226851 合  .l 18622685

×注  会費の内訳

法人  4000円 X29社 ×12ヵ月

1回人 03000円 ×297名 X12ヵ 月

03∞ 0円×10名×6ヵ月

給tI及子当

特退共済今

租 税 公 課

人災保険14

通 信 費

修 茫 費

光 熱 費

事 業 費

会 議 贅

消 耗 品 費

雑   費

支 払 利 息

備 品 費

建   41

72 000

1 500 000

300 110

800 000

2 (〕00 000

1 200 000

3 300 000

350 000

180 000

600 000

0

新予算の中昧

新役員構成
(任期 2年  平成 5年 1月 -6年 12月)

塚越平人

小池久雄、飯山清治

関口全之 矢野昭

藤江敏雄 金谷善介 清水信次

野口友治郎 五 「嵐健雄 佐藤富三

岸田英作、木島清 岸芳正

森寿作 木オナ隆夫 山口正夫

赤石清安

吉野 ―郎、北川lI

当番理事編成表
〔平成5年】●1月

。2月

。3月

●4月

藤エ

関ロ

奮水

岸日

祓雄、木島  清

全之 岸  芳正

信次 木村 隆夫

英作 山口 正夫

●5月

。6月

。 7月

● 8月

● 9月

●10月

。11月

。12月

【平成 6年 l ● 1月

● 2 Fl

●3月

五 「嵐健雄

矢野  昭

薇  寿件

木島  清

関口 令之

市水 信次

木村 隆夫

五■嵐健雄

山口 正夫

,  キll

赤石 i肯安

野円友治郎

金谷 手介

ll藤 富三

赤石 清安、

藤

'[ 

雄雄

岸  方正

岸田 夫lr

野H友 治郎

金谷 善介

矢野    昭

佐藤 富■

平成4年 度事業概況
社員総数  327名 (名誉社員 l J社 員32`'

内 司ヽ 法人29社 個人208名

行事 葉会

lFl年互ネLtt l回 文イヒ祭 l回、 に 画展 '1旬

色紙展、陶器展 写真展 ゴルフ夫会 麻雀夫

会 将棋大会 H碁 大会 ビデオljt映,  タリ

スマス会 1回

総会 1回、理事会13回 監苦知 回 月次会 7

回、委員会19回 ‐1会64回 (俳旬12回 歩く会

9回 、ゴルフ部会 l tt llF■部会 1回 将1兵=`

会 1回、回慕郁会31回 ■栞贅賞部会 lΠ 写

真部会 7回 懇話会 1口)

その他 会報6回=`行

理 事 長

副 理 事 長

会計担当理事

理   事

事

平成4年度・室の使用状況
。1月  56回 1126名  ●2月

●3月  OF回  1 146名   ●4H

●5月  59回 l 196名  06月

07月   77回 1558名  ●8′1

●,H  77同 1447名  ●10月

。11月  81回 1714名  。12月

●合計 ?93回15045名

× 別館 庭園使用も合む

VTR「伸びゆく織都」上映
社員総会席■ 「仲びゆく撤都 |の VTRが L映

されました.本 町 4丁 日,i納栄 さんが保管 してい

た35ミリフィル′をTBSI・ 術部がビデオに拒

'亡
したもの.昭 和H年 の制作で 繊物全盛時の市内

事業IIのIf子を伝 える貴重な資ⅢIとtて 地元紙

桐生タイムスで報道 されたことも.

小池副理事長の名解説で約80分、往時を侶んだ.

67回 1176名

61回 1172名

75同 ]294名

61回 l143名

59F●l1209名

52回 864名

監



桐 生 倶 楽 部 会 報 第 73号  13)

新 年 互 礼 会

平成 5年 の桐生倶楽部互オt会が 1月 4 零時半

から二階広間で催 さねました.

森理事の●l会で進行.塚 越理事長が 「景気は今

が底.ズ レはあろうが 上昇の,ヒしはすでに出始

めている.期 待 を抱いてご活躍 を.こ としも倶栞

吉Fの運誉がこの会場のように和気あいあいであ ,

てほ しいJと  あいさつ.

来賓の口野茂桐生市長 ,川 莞イく議十、岸回英

作桐生商工会議所畠」会頭、近藤英―郎全□商工会

連合会長のみなさんの祝辞があ ,́て初宴に移 りま

した.

乾杯の音頭は日野貞夫県経営者協会長でl‐をあ

げて (写東)こ としの活躍 を誓いあいました.宴

席の計題はや より景気のゆくえに集中、席 ″めぐ

‐,r時 報交換する姿が目立 ちました.

最後は永口泰之勁社 貝の万歳三唱 飯山清治.・

理事長の

"会

あいさつで/め .

歩く会 (1月 )

「新春、桐生七福神めぐりJ

まちはまだ|ト ソ気分の 1月10日 表題のコー

スを散贅しました。およその行程は6 7hn 6時

問。当日、参力]できなか ,た方も、二の行程表を

参考にt福 神めぐりをおすすめします.

桐生倶栞部-1●km 25分-0え 明寺(弁財大)―

a7kr 10分―②炒吉寺(寿老人)-0 6km 8分-0ユ

li寺(大黒天)-0 5km 7分―C青 蓮寺(福禄寿)-1

6k"25`}―C颯
`1寺

(足沙門天,-08肺 12分一⑥西

方+(布袋尊,―オノサトトシノブ姜術館-0&m

13分-7久 5寺(恵美

")-2 5km 35分

―第l山木

1新年会)

歩く会 (12月)

「茨城の史績と美術の旅」

12月13日午前6]キ 桐生倶熟
`を

夫型バスで出

発 ま域県立美術館 (水■,で `西
洋絵画のなか

のシェイクスビア屁Jを 鑑賞したほか 徳川光囲

が人日本史を編きんした所として有名な西山I

坂東二十三番ネし所 lt竹 寺などを訪れ 亥」 |lt

の1屹しさを忘れて楽しみました。

行程はつぎのようでした.

桐生(6:00)―結城―●間(900)―(04つ )lT竹寺

(1030)―(10:4い西山■(11:30)―(1230)那Ⅲ∫ド

■330,― (14:30以城県立美術館(15:30,―(17

00)結城―{19:00)桐生.

鮮魚センターでショッピング

七 福 神 め ぐ り 、 ス タ ー ト
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*ク リスマス会華
ことしも12月5日夜 二階大広間を会場に行わ

れお係さんを連れた社員で賑わいました。(写真)

桐生で―番早いクリスマス会のプログラムは

①司会 蛭固利雄社員②用会あいきつ 小池ll

理事長③颯赳理事長あいさつ④タリスマスソング

⑤奎書朗読 書上誡之助社員⑥乾ネ 全谷理Ⅲ0
会食歓鰊◎サンタクロース登場◎余興①福引抽せ

″Э閉会あいさつ 飯山壽』理事長。

酬 新 入 社 員 Ⅲl

□十

一
月
□

´
ィ

　
山
茶
花

の
ま
ぶ
し
き
”

と
な

り
に
け
り
　

野
　
尻

菫
餞
や
眼

に
残

ろ
海

の
色

菫
腱

の
物

言

い
た
げ

な
下

の
猥

明
嗜

を
作

り

て
枯

野
霙
流

る

数
葉

は
散

る
を
拒
み
て
冬
木
立

塩
鮭
を
焼

く
す

べ
と
な
り

一
人
洒

留
守
居
番
塩
鮭

ほ
ぐ
じ
茶
漬

か
な

□十
二
月
□

塩
籠
の
削
が
れ
て
赤
き
身
を
嗜
す
　
　
　
　
森

あ

ぅ
ぱ
れ
や
三
面
の
確
の
つ
ら
が
ま
え
　
大
　
槻

北 清 広 久 屁 小

ヵl水瀬番沢池

平咸4年 虔 寄付●芳名(教称略)
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〔IIn生のあゆみ〕

織物業経営の

成 愛

明治期になると桐上・哺 物業は、いち早く近代

|1工場経普法をとり人れる機業が出てくる。その

さきがけとなったのは成愛社と縮綱啜業株式会社

である.

成愛社は明治13年12月 L久力村 (現在の梅出 1

T日 )の 青本 族 6人 |:よっで設立きれたもので

ある.中 心となった青木熊大郎 青沐保蔵の両氏

よ 当時占i朱 子が海外より大量に輸入きれでい

たのを姜い 輸入をIll上するため南京ネ子に対抗

し得る優秀な品質の絹綿木子 (観光朱子)を 生産

するH的 で 成贅社を設立したのである.

とりあえず営業所及び工場は青木熊太郎 保蔵

両氏の住七を充てた.F3治 1'年 18年 には工場を

斬設 艶出しロール機やボイラー、エンブンその

|_のl楓 機械を英国より買入れ 掘付け、製品の

高級化を図り、更に輸出品として羽二重の製造に

ち着手し成果を1又めた.

司社 まIi営に当り 「社運と社員ま消長盛蓑を

共にするJを 原則とし、一族も仝従業員も 体と

なって1蓼養の必要があるとし、正教会蜘 lrを招き

全員キリスト教信者となり 休日には成受社近く

=建設した教会堂に葉り 贅美l「を合唱し牧師t・

No  24

化 (1)

講話を聞いたという.

成受社は倉1立に当り、 「lll治14年2月 より 24

年 lHま で10ヶ年を以て1期 と定め 満期に至り

引続き替業せんと欲する時 ま 社員の衆譲をもつ

て更に年期を設けるJと いう社則を定めてあり

この社則に従い明治24年解故 以後 ま会社の資産

を分|じし 熊人良1氏と保蔵氏が別れて 大 単々独

経晉をすることになった。

じかし 二の蔵受社は以後4・l生IIおける工場ri

普の発達に人きな貢献をしたものとして特筆すべ

きものである。なお成愛社倉」立当時の普新 lであ

った青木熊太郎氏の自宅は ■在 「桐生織塾J

(桐上市の倉1作■,第 1片)と なっている.

駅
社

桐 生 織 塾

02月

写真部 (7日 )

ら卜く会 {141)

理事会 に7曰)

歩く会世話人会

|1句会 ●6曰)

03月

文イヒ活動委員会

=倶 楽 部 だ よ リ ー

「忍里f八海から西沢渓谷J

呻 書の梅口残馬山探険J

(25日

'於芭蕉

(111)

理事会 (8H)

歩く会 (]4日)
「春浅き篠名水沢山と榛東耳飾り館J

会報委員会 l16日)

囲暮部 (2111)春季H碁 人会

ll旬会 (26日)

月次会 (29日)

日本の伝承切紙 議師 藤丼龍人氏

J
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河原井源次氏、岸田英作氏の大臣表彰

桐生倶楽椰のお2人 の社員が大臣表彰を受彰き   普及に多大の■献をきれたことにより、法務夫臣

れました。社員―同心からお祝い申上げます。    表彰。な力岸田氏は多年にわたる人権擁護委員と

河原井源茨氏は昨年10月16日、自動事整備●彙   してのご功績で、昨年12月には法務大臣から感謝

振興に対するご功織により運輸大臣表杉。岸田英   状も受けておられます。

3Hl日 、女化活動委員会 (委員長金谷薔介、   計画。2月 7日 (日)、桐生倶楽部を早朝 5時 出発

日1委員長藤江敏議)の 全体会議が開かれ、新年腱   霊

“

富士の自銀の姿を眺める有名な景勝地、思野

の各部会の行事予定と予算が協議された。また恒   八海から 水品の殿堂と称きれる水瀑 つららの

例のlIll生倶楽部文化祭は 5月 7日 (金)か ら0   連続する西沢渓谷を訪ねました。

作氏は 昨年10月21日、人権の擁譲と人僣思想の

文化活動委員会 全体会議

日 (日)ま でと決定。

委 員 会 構 成 年曖卜
“
菫

文化活勁委員会内趣味の部会

部 全 名 薔 ● 長 ]椰 会長 担 当 理 ●

美 薔 椰 全 保   ● 須  ■ 佐 藝(D“ (芳)

層 饉 会 ● 十1●l li 轟 本 島 赤 石

悴 句 椰 会 久保田(僣) ホ   田 情 ホl●l 春(寿)

麻 雀 部 会 八 木 ● 松  伎 睾 江(敏)jl田  岸(芳)

日 手 郷 査 野   田 古   曖 小 池 野 m

プルフ椰会 片   椰 薇   田 五十

“

(億)関  ロ

将 供 都 会 平

"(平

) lF  ロ 飯 山(渭)野  田

歩 く `, 木   島 藤升(籠) |ヽ池 木 島

ピデオIl会 全 十(オ|) 五十

"(彙

) 金 谷(=' 五十鷹(懺)

写 真 師 会 轟   口 全子(■) 木 村(饉)罐  薔(平)

青楽t貪 椰今 4  ヽ 颯 ●オ(m 矢 野 山口(工)ホ 島

〔写真部会〕
写真部会として初めてのパスツアーを甲斐路に

lll当世計人、森口 金子 (福)

〔歩く会〕 2月 例会

春浅き残馬山と不動峡
2月 14日、朝8時 、自家用車に分乗して、桐生

倶楽部を出発、総勢13名、寒風をついて元気に子

定コースを踏破 した。

榛名水沢山と榛東耳飾り館

3月例会は、14日、マイクロパスで朝8時桐生

lR4都 出発。坂東第16番和テ水沢寺の晋後の11∝

4mの 水沢山 (浅両山)に 登り 帰途、昨年11月

様東村にオープンした世界初の耳鮨り専rう館を見

子して燿つた。

,員全名 拇当理, ■ 員 長 目委員長 姜 員

行  ■

野  日

五 十 嵐

赤  石

議 山   口

尾沢 川口 中(●)

興原 小■ 高

“

(“)

田島(爽)古永 中里

饉
"(莉

)福 島 森ロ

人木II古壼堀 版Ⅲ

lt‖(洋)平 野(武)

米田 肛部(光)

営亀(,)池 田片
"Il口古場(由)牛

“=ユ 原 河内、

口田l●l、円

"(信

)

月喘 (真)4ヽ林●)

ヒ ホ々(0田 村(忠)

山口 水饉

文化活● "ホ  村
全谷(,) ■江(敏)

全  颯 小  池 小  池 木   村 用け(恵)吉 戦

鶯  絆 ホ  島 II  水 佐  藤 宮地(秀)保  ,

総  務 小   池 傲  山 岸  田

〔歩く会〕 3月 例会
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口本の′ス承切紙

講師 藤 井 龍 人さん

「残したい伝統のともしびJ-3月 の月次会は

3月 29日、倶薬部社員で民俗文イヒに造詣の深い藤

丼龍人さんに講師をお願いして、伝承切紙のお話

をうかがいました。藤丼さんま 床の間飾り 情

東 (御幣)、人形 (ひとがた)などの伝和 紙を1又

葉 復刻されています。今年初めには、郷土資料

展示ホールで切紙展を開催。会期か延長きれるほ

ど好評を博しました。月次/―では実物が多数示き

れ、切り紙の分布 歴史、信

"と

のかかわりなど

が語られました。約40人が熱心に聴講しました。

▽選ばれた伝読

切紙は 1ヒ海道、沖縄を除く全国に広く分布し

ている伝承民俗文化の一つです。生活環境が変化

し、床の問や神棚のない家も増え ふだん切紙を

見る機会は少なくなりました.し かじ ―つの元

型 (もとがた)が 長く伝わり、明治時代からのt

福神の絵柄がそのまま現在も受け継がれているFl

が剌 t 気仙地方にみられます.「 残っているも

のは、おおげきな技巧は凝らきず 飽きのこない

図柄が多いような気がする.伝 統というものは

｀
選ばれたもの、が残つているのだと改めて感じ

たJと 藤丼さんはいいます.

▽切紙の分布

藤井さんによると 切紙文化の分布は 東北地

方は床の間節り、神棚飾りが多く 中部地方以西

は神楽舞いの時に林宜 (ねぎ)力清 って踊ったり、

社殿に節ったりするものが多いそうです。いずれ

さ ま ざ ま な 伝 承 切 紙

も民鶴 仰にかかわリカ'ありそうです.桐 生あた

りでは 幣束 ぐらいしか目にすることはありませ

んが 小幅の機屋 さんの中には 機神様 をかたど

った人形の―種 を正月飾 りとしておそなえする風

習もあるそうです。

▽切紙の歴史

正蒼院詢物中に、新年の招福 を祈 る紙 を令め

切紙に近いものがありますが H本 で切 られたも

のかどうかははつきりしません。全国への広がり

としで考えられるのは、高野ひじりによる伝搬。

弘法大師が中回からもたらし、高野山開山の時に

神前などに飾ったものが 全国の真言宗の寺を■

心に広まったようです。

▽伝えたい風情

伝承切紙の一種に II潟  +日 口T地方に伝 わろ

「もち下絵」力ゞあります。工月に飾 る鏡 もちの下

に敷 きます.お めでたい図オ丙がUlられ 正月にふ

さわしぃF■l晴があります。 「こういうものは、桐

生でもまねていいのではJと 藤丼 さん。 「選ばれ

て残った伝統」 に民俗文イヒの歴史 を見据 え、文化

継承に対する藤井さんの熱い思い力γ云わる月次会

となりました。機神様の切祗とデザイン的にも両白い切紙
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桐生倶楽部歩く会

羨残 の史段 ど美術 の滋 外有匂

(平成 4年 12月13日)

会員 久保田広人 (裕―)

水尾引きて陽を砕き行く1島の陣

(瓜連町古徳沼にて)

木洩 日の西山荘の紅葉踏む

(西∫●菫 にで)

銀杏黄葉踏み しめて入る沐L所かな

年古 りし佐竹寺守 る大銀杏

(佐任寺にて)

磯節 もおまけや旅の藤 鍋

鮫糠の売れ残 りたる不貞寝 かな

(郎珂湊にて)

熱気 して美術鮨出る枯木道

味 城県立美術館にて)
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『囲 碁 部』
春 季 囲 碁 大 会

3月 21日 (日)桜 花も待たれる暖かい日に恵れ

て春す口暮大会が倶楽部 6号 室にて催 きれた。

腕 におぼえの面  々 午前10時集合、丁々発止 と

鳥鷲を戦わせた.

集ったメンバーは (敬称略)岡 H光 弘 金谷利

男、木村博 、野田友治郎 広瀬 進、福永儀

山上喜一 吉成敏メ| ―騎当千の

"々

たる面々

夕方迄―人 0局 から7局 をたのしく満喫 しました。

ちなみに成績は下記の通 り。 微 称略)

1位  野田友治郎 (6勝 1敗 )

2位  福永儀―  (5勝 ]敗 )

3位  広瀬 進  (3勝 3敗 )(llド lIAl

尚 文化祭協賛の‖碁人会は日程決定次第お知

らせ しますが4月 末か5月 はじめに開催 します。

円碁部 トロフィーをめぎしで会長皆様大勢のご

参力1をお待 ちしております.(野 田、吉成)

社回法人 桐生倶楽部会報 第74号

1993年 (平成 5年) 4月 知 テ
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(敬称略)
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織物業経営の近代化 (2)

日本織物株式会社

成■社設立より7年 後 明治20年に 1木繊物株

式会社が創立きれた.こ の年、間西では京都餃物

株式会社が創立されている.

当時 本町 3「 日の佐 ll商店は、東京 横工に

支店を置き、更に朝鮮へも進出するなど隆盛を極

めている織IIh買継商であった.偶 々東京 桐生

足利の有よの間に、日本織物林式会社倉1立の動き

があり 佐羽商店は率先して力を尽 くした。

治1立の趣旨は 明治以降、大量に輸人きれてい

た南京未子 に 精緯絆の黒木子)を 国産化し、更

にはFl外に綸出しようとするものであった.役 員

は取締役社長に佐羽商店主の佐羽古右衛門、専務

取締後は佐羽■六であった.

IIB治21年 佐羽喜六は機械類購人と餃ll業視察

のため、工務長山岡次郎技師と共に来国に波った.

その結果、同社の設備も経営も本ナ1最大規棋 最

IFl,のものとなった.工 良瀬
'よ

り木路を開き水

●タービンにより発電を行い 貨物運搬のため桐

生駅から引込み線を敷設した.工 場ではホイラー

による染色整理を行い、織物は欧米各国の力織機

430台を稼動させ rL業 員は6∞人を数えたという.

製品は 「F・姫朱子Jと いう登録商標もとり 極

めですぐれた品質で、従来の市京朱子を遥かに凌

駕し 当初の日的を充分に達することができたの

である.し かし数年後、日清戦争後の不景気に遭

退し仁羽商店力悧 産 さらに佐羽喜六が清国を視

察して帰同する途中 菜った船わ輸 破して・Lしす

るなどの不幸が続いた。そのため会社は東京11木

屋関lTの人達に議渡され 明治35年 |・l■織物株

式会社と変つた.{以 後 大正4年 には東洋織布

昭和 9年 には富十瓦浙紡績 夫載中は中島飛行機

製ll所大H工 場のため転用され 昭和31年桐生市

へ謹渡、産文 市行所等に●われている)

H本 織物株式会社は今に三るまで 桐生で最大

の近r |`つ織物ェ場であ ,た.

産^
文
前
崚
姫
神
社
塊
内
□

佐
羽
喜
六
頌
徳
碑

」

,

||

桑饉

厚 生病 院前 に残 る発電所躊

一 倶 楽 部

◎ 4月

渉 く会 Ⅲl日)「

"晟

信仰の四ソ又山 と黒滝山

不動罰

理事会 l12日)

写真部会 (14日)

,棋 部 会 (17日)文 化祭協 贅1子棋 人会

行事委員会 (19日)

,1句会 (26日,

鷹雀部会 (26日

'χ

化禁協贅麻雀大会

於ケイエ■

月次会 (28口)「 私の道栞J講 師 蛹木l1611氏

ゴルフ部会 (28曰)文 化祭協賛

'棋

大会

囲碁書F会 (29日)文 イヒ祭協贅国岩1人会

だ よ リ ー
◎ 5月

文化祭 (7日 -9日 )

ガー ■ンパーティ (9口 )

理事会 (11口)

歩 く会 (16日)「 rfl録のイど見 ヶ原から赤城黒I‐

口| Jヽ

会報委員会 (19日)

歩 く会世話人会 {24日,

夕1句会 (27日)

退 社 社 員

(敬/f略)

岡 崎 弘
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第19回桐生1具楽部文化祭

今年 も

'亘

例の文化祭が盛夫に開かれました.特

に5月 9日 の
'―

デンパーティーは ご家族のご

参加が多く 人変娠やかで した.ま たパーティー

のア トラクシコン 広丼ひとみさた `班 真弓さ

た 間口勉 さんltよるフラメシコタンスが人変好

評でした.

文化祭協賛行事及催物一覧

書の叙勲 塚越理事長が受章

平成 5年 =の a勲 が4月 29峰 表 され 倶紺 「

の円係で|よ型事長の塚赳平人氏 商T会 晟所会・●

増直ll次郎氏が,章 されました.

勲四等旭日小授章 (0高1業ll」労) tll l作 次自F氏

勲四等瑞T̃章 {ガス事業功労,  塚tl 平人氏

また5月 | 1発表の県功労者では 社員の中か

ら県政■l労者として亀山憲明氏 (県譲会議員,力'

表彰されました.

1五 十嵐健雄

2工 原  満

3斎 藤 守弘

4新 月. 友次

F ttIIF  隆

6後 藤 久夫

7斎 藤 貞良

8川 島 忠昭

9尾 沢 弘

0全 丼 利雄

“

:::名

星■ 1

水 瀑

卓打葉

|た 垂

古場山

うタタll

朝 光

斬 雪

並木道

秋 こ

|= rl 人 会 1 1月 , ●Ml,|― ド 1丹 室

拌
'イ

='在 人 会  `]21‖ l MI II

1「   ●   会  イ月2 ‖ヽ ●M,:01

'" ,大
会 ‐ `t“ =ヽ M=tl

い 2号 室

■サ=‖CC

■ 碁 た 会 IF=,l AMll●
'

■
`号

菫

絵   J  F
,`|,   ,■ ,| rL 問

与   真   熙

“

■ 間

詢   |ド   熙
ヽη,■   ,n● H

於 ■  闘

11 句 こ 議 漿 :‖i ,ヽ=.劇:1品 ,広 
“=十 「 ■ 切燎肇 il∴ヽ,=. 1ヽ1品 ■:=宇

ビ ア +観 ● 会

'―
|● ′

'―
,

:樹il  ヽ , M . . .「 ・ビ

'月
,FPヽ

`|, |ド
庭 岡

■ 会  i月 11Jヽ M`01‐ ‖Iよ楽椰■

`

十た上登山

各 部大会 入 賞者
F棋 部 (4/1カ

l t蓮 沼  源 ―

2 11平 野 平 四 郎

参加賞 小 山  利 雄

″  平 里予  ,こ 昔

″ 二 日  章

″ りfH茨 治 郎

麻省部 (4/26,

愕 賞 蓮   直 孝

準優勝 古 ,f tt lL古

3 位 養 田   隆

5 位 亀 田  TI夫

10 

“

 蓮 沼  源

ゴルフ部 14/28)

優 l. 坪 理F 恵 1台

準優勝 山 本 作 十

3 位 森 Π ヽ徳

4 t関 口  全 之

5  `立  ,1 柳  イ命子

101‐ 野 口 員 t

BB 片 初, 京 宏

BM 竹 ll 喘 大

円暮部 (4/29'

優 l. 広 績   進

準優勝 蓮 招  源 ―

]lt 古 成  紋 郎

2 位 福 永  餞 ―

3位 野 田 友 治郎

写真展人気投票

特別展示― 曰本の伝承切紙風 藤丼籠人氏)

あいにくの天候で宣内でパーティー開始
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月次会報告 【4月】

私 の道楽 証|,鏑木勝時氏

やっと白

`〉

の1 を残せるようになりました.

tし い 忙 しいで仲々釣 りも出来なくなり、仕

事の合い間にまたまた道築の虫がbitぎはじめまし

た.今 度はログハウス建設です.十 い恵子:, こ

れ|よ道茶ではなく職業として私・・D下で働いている

ので 思い切 ,て時問を作 り白分で設計し 九人

を手配 しました.

もう後にはひけません.II年 う月に暮従工事が

終 り 約 l年 かか ,て 2階 までのtI●がfllみ上 り

まtた . l階  2階 合わせで 200平方米 まどの人

きな家で 出来 :ると口′ハウスで ま県内で|,珍

らしい大 きさとなります.梅 雨前に屋根 を上 |た

いと 毎円取 り組んでいます。10月rに は完成 さ

せたいとBっ ていま|.そ の後のr[事の /ケ は党

Iし ていま

'.道楽 とは 世、教の言葉

`ま

道 を極|,る事 とか

二なからも研究 を■ね 魚のハ クtイ 製lT・r・道 を

極める様 =努力tて いきたいと思います.

(綺木lrは木 ムlTのメンズフ ァ′シ■ンMAR

UDAIの 店主,

〔歩 く会〕  5月 例会

新緑の花見ヶ原から赤城黒桧山ヘ

5月 例会 ま、桐上倶薬IF文化祭協査行事の―つ

としで 16回 1第3「 だ ,に ・I施 しました.

朝 8時 = 白家用車に分栞 tで l・生

`楽

部出7t

3`k約 50分で黒保lll,の花見ヶ原森林公園キャン

ブ場に■‐きました.二 のキ■ンプ場は赤城山の束

櫻1山笙、 FI抜 1200米の所にありま→。ここから

早挨山へ ま僅か4k 2■ ,間余で十.普 通 黒桧

山 ま赤城夫i同■車場 に車を置 きlL登 |を 釜 りま

すが 花見ヶ原キ ■シブ場からの方が楽 なようで

す.カ ラマツの新芽が実 t見事でした.lL見 ヶ原

キ十シプ場 ま 夏の気温は難丼沢と ]∫同●で

俗化 きれていない原■林の深緑が掟 しく、 ■ルや

シカ ヤマメ イリ十なども生 はしてt る`とのこ

と,更 iは■ャン

'場

で― I楽 しみたいも・・です.

4Hの 月次会は 人変趣味が豊か
`あ

り それ

ぞれの迎味が道栞の域をこえているという 術本

卜[キ氏から茶しいお話をうかがいました.ま た

ド:|の文rを 常稿しでいただきました.

`当
番理事 岸llI  Iい

,の 迫楽   鏑 木勝 1寺

高校0イヽ よハンドボールや4道  登山 岩壁登

摯 結婚 tで からは浜流釣に■中していました.

ある日、■■ (け班こそ道楽■ちの最たる人

書道 よ40■仕から始め 今 ='日 書道雇人選 県

展にま毎年人賞 和紙のこま二人形 水尋画等 )々

||く 「お青|はlllを■っても一J:懸命やろが 今ま

での足llが1可もない.お 父さたは写真や8ミ リ映

画の迫楽で 子供の小さい■の.L]や ■季折々の

■ tさ を共しているが お前七rlか残ろ物を作り

鶴 木 氏 と 魚 の 劇 製

なきい_ 二の言槃が■で魚の測製作 りが始まり

ました.訳 行錯誤 しながら自分で釣 ,たiや 友人

の魚 をltりました.

"り

道楽が高 じ どうも白,ま 商売 =向い (い

ない、い ,そ劇製llりをF・l業 :tlう と意 を決 し

=族 にIH:炎したら 妻 =「人上|よ一=t力 ,い の

だから 好きな,を a張 ってや ,て下 きい_と 言

わll これ まホ● =入 れな |れ よ ― と 県内|よ

しとより  ・t中1中寺J 新潟工山1胡等釣り■ ■

つ皇 まる所 ■ ルい =商業圏に入れ 夕■コミr令

ロヘ と広がり 現在けJ晦 道から

'LI‖

まで製作休

輌が来るよ う[● りました。

心「残
^ll古̀よ

 群 ■に

“

本のけ ■大子段 ||

■ズ●に ド

' =献

Ltた
'七

ンチの F力 |.|ヒ
'・

のある小 さい魚,.世界中のシ・フが粧 を競い合 う

L界人会 で 2u● の魚が水中に沐 ぐように配置 し

まイ,|=|一 「ブ|レを配 した|,の こ

'■

よ最,秀

貫 iな りました.そ の他数多くの作品を■力ヽ す
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〔歩 く会〕 4月 例会

御嶽信仰の四ッ又山と

黒滝山不動寺
4月 11日午i16時 、自家用■分柔で倶楽部出発

約 2時 間で登山口 (大久保)に 至1著,四 ′文 頂

(8995米 )ま でl■2時 間かかる。四 ノ又」∫はド仁

回日Tと南牧村の境にあり その名の通り四ッの鋸

湾状の頭をIfっている.4峰 を廻って夫久保 ■降

り 次は車で黒滝山不動寺に行く.不 動寺は奈良

l.代行基のlFと伝えられる不動Il工を安置して建

てられ 山岳仏教信lllの霊場であった.工 戸1キ代、

延宝 3年 隠元禅
`|の

流れをくむ潮普和尚が中興し

で、責柴宗黒清派の本山となり 支りた末+200余

を統べて寺運け大変降盛であった.

明治期以後衰退しで今日に至っているが 占●

た開山堂 本堂 Jl門  不動■などの建物や、所

々に散在する奇岩 降石 そtlらをおt・うように

茂り合う吉木など あたりは静寂そのもの.い か

にも禅寺らしい落首いた雰回気である.今 回|ま利

用しなかったが 予約すれば山寺風丼茶料理もい

ただ
'る

とのことであった.

帰途 小幡の桜を見たりして ¬ 美に:,恵まれ

楽しい山旅の一 であった.

本

　
日

小
　
池

だ
　
沢

命
　
林

大
　
税

ス
保
日

森
広
　
瀬

市
　
水

網

生

裸

拿

郡

　

二́
厠

●

会

摯
を
の
べ
て
野
仏
志
Ｅ
う
け
給
ふ

地
に
市
ち
し
格
　
つ
の
二
さ
か
な

一
人
居
て
喋
る
で
も
な
く
〓
厄
に

落
棒
艇
長
の
薔
は
海
に
向
き

綺
ひ
を
終

へ
し
垣
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に
虫
の
道
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春
塵
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朝
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に
圧
史
秘
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窓
ご
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ふ
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の
塵

入
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替
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這
ひ
出
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春
姫
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●
れ
ば
よ
し
無
け
れ
げ
淋
し
春
厄
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綱
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倶
栞
郷
　
ぐ
ｎ
●
会

囀
や
半
眼
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■
■
石
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
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悼
き
せ
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悼
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添
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来
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■
出
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坂
下
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故
り
歎
き
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し
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大
馳
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黒
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不

動

寺

山

門

岩沢正作没後50年記念講演会

7月 の月次会は特別Fl会と

`り

ます.7月 2511

(日)1時 -4時 桐生倶楽部 2階 で 郷土の人学

者岩沢 F作:2後50年を記念して講演会を開きます.

計師 ま岩沢正作ゆかりの東 IP吾 先生 (成城夫学

教授, と 岩沢五夫先生 1考占学狩学オ会事務局

長,で す.社 員多数のご参加をお待ちしておりま

す。

社回法人 桐生倶茶部会報 第75け

1993年 (平成 5年) 6月 発イi

発 lT 人 塚  越  平  人

編集責任者  小  池  久  雄

FI   椰1 ツボノ|「hl株式会社
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旧日本絹林事務所棟

明 治 36年 の 石 造 建 築

一 倶 楽 部 だ よ リ ー

|,う一つの口t敲 策J

「さつ 二 よ |十 ま Iを tJ

「澁師 内Ш正′先生

|シルタロ‐ 卜の 章

議|「束山健 Ft■

|三 1閉へ葉 ま ・たム々J証 師 岩

"t′

i夫先生

歩 く会 (25口, 1悔 雨明けの野反湖在のネ=

伸1句会 120□,

新 入 社 員 は 材,'い

〔桐生のあゆみ〕
No  26

織物業経営の近代化(3)

日本絹撚株式会社

明治35年 時の農南務省が全国 6,所 の機業地

(■郁 福丼 富 1 米lt 足和 lI・生

' = 

そ

れぞオ■拉物 =関する必要な機械 を貸 ド●う二とに

なった.11tは 当時の産地情勢より考えて 先J・

原Il加1工の改■が急務であるとして 撚糸機械 ,

7ラ ンス製の撚糸桜 4千 算,・・貸下 |を," 市

内じ置T2丁 目に棋紅 Ittl・■撚糸合資会社 1日本

|1撚|1式会社のit身,力'設iさ れた.

倉1■当時の役員 オ 業務ヨt行社員前原窓―郎

● |オ乎 監査役普上,l_.●円 今泉ltI次貞1 頭

円金子竹太頂|の計l●.資 本金 3万 円
`あ

,た.

会社は極めて順詢 ‐ 展 を続け 夫正 6年 にけ米

沢撚糸工場 ″●1又 ―lL方のT場 から今E■に飛躍

し|う 七いうことで 大正 7年 資本企 3101 1Jl

日本村i‖株式会社 =改

“

Hさイ1た.

工場玖地 =1″ 4「 I 林糸工数 7万 2千 の 1本

I Ft表する撚糸 「場 とな ,た.そ の製 〒|ま極めて

愕考
` 

欧刊 中南米 束市,′ ア各lIに輸出 き

ね五つ星 |ブラシド,の ■:撚糸 =ち い評価 を′]て

いた.

o6月
り歩〈会 16H)

理事会 18H)

ゲ真部会 (13口|

H次 会
`21口

,

||IJ会 12■])

歩 〈合世話 人合 125日|

07月

写真部会 (5 HI

川事会 19H,

会F2春員会 Ⅲ5H,

月次合 125H)懇 話合● ■,

●l子J

しかし 人枚勃発により工場―切が中鳥飛行機

に譲渡 を強要きれるなどのことがあり 戦後 会

社は復i1ltたものの*モJ環 境力滅 し〈 前嬌の上

毛林ネに

"合

される =Iっ た.

日本イ1撚のalt.者であり 40年 間 [わた ,てヽ

去者 として,所躍 された前原

` H`氏

は 1可生イ具楽

=「の功労著で1刀代の冨1理事長である.倶 楽音

`の

2

階 [|ま肖像画力 られているが r・同に よ

"|た

な

ll像も建ってt るヽ.■ llは「召示口ll年 前原='β

氏のl」● をたたえて日本絹l・い 構内 I建設 され

後にI・生倶楽部に移 きイtたt,の.製 「者は当|キ彫

塑界の第―人者
`あ

,た朝令支夫である.

ii原悠―郎氏の苦普 「1`生の今普 (1召和33年発

●,Jま 責重なものである.御 了息が前原―

'1氏

`あ
り、桐生の名市長、桐■倶納 F第 6代理事長

であ ,た.
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【6月】

天然のきのこ、

本物の味

内 田 正  宏 さん

秋の空 といわれるように、私の大候は気まぐれ

である.そ れだけに 雨あがりの私哺 lはすが十

がしい.気 のおけぬ友人達と出かけるきのこ狩 り

の楽 しみ|ま、何 ものにも代え難い.早 朝の山々の

空気は冷た く 朝 日にきらきらと輝 く紅葉の美 し

さをいつそうひき■たせろ。木の葉の下に顔 た覗

かせるきのこ遣 に出会える期● に 」I道を行 く心

力泌 む.し かし 時には気まぐれなきのこ達に

人間達力割 弄 され 手ぶ らで山を下 りることもあ

る.何 しろきのこの圧史の方が永い.こ の地球 L

では先輩をのである.

よく、力|・の■えるような所 という言い方 をす

る.あ まりχの当たらぬ じめじめとしている所

を指す時に使われる.人 間の生活■とって|ま 好

ましくない環境であって ,ヽ、カビにとっては居心

地のよい所なのだ.し かし 人々は酒 ビール、

薔油 味嗜から抗生物質に=る まで きまぎまな

″ビの恩恵に

'谷

しているのだから、あまり身li手

な亭い方は許 きれない,そ れというのも、秋の味

党を代表する山の幸 きのこは、 じつはこのカビの

仲問なのである.

トマ トやナス キュウリに季節感 を味わえぬlt

今、人々は天然ものの きのこに秋の風味 を求める.

マツタタの香 りやナメコのぬめりを嫌 う西欧人に

は 日本人の秋のきのこ t対する息い人れ ま想像

することさえ難 しいという.そ こに マツタケご

飯があリ マツタケのどびんネ しがあろ.

吉 からよ〈 匂いマンタケ味 シメ′といわれ て

きた。ところが マツタケ まその呑 りから誰 ■,

分かるが 味 シメブのシメ′″ H確 に知る人 =少

ない.と いうのも ′ヽ百屋のF頭 に並オ シメ

'|よ
ヒラタタという号|のきのこの栽■品で 味 シメ

'
のシメブの名を嚇 るまったくの121物.大 ネものの

シメシは マツタタ1司●Iに 生き(い る樹ホとお

互に助 サ合って業存 している関係にあるため 今

のところ人工栽鳥が不・l能なきのこ′)仲問なので

ある.じ つは その天然|,ののシメジに|,二種類

あることが分かり 今から35年 まど前|■それぞれ

ホンシメブとtン ボンシメ
'(り

1名シヤカシメジ)

=分 すて名,|}ら れて公表された.ホ ンシメジII

は地方名がいくつ:,あリ ダイコク ウュ ′コ

カンコ イシリリ、 イボヨゴリなどがll表.シ ャ

カシメソの名は tン ||ンシメ

'′

)生え始めが

お利(迦オ荼の髪形にlて いるところ力らイ十けられた

別名.し たがって 匂いマツタケ味 シメブのシメ

ンと ま 里rJiのホ ンシメブとセンボンシメシのこ

となのである.

ところが 何 と驚いた二とに人工■培でき

`い
はずのホ ンシメジが 人百岸や スーバーに■々と

並んでいる。ブナシメジの我培品を偽名で登場 さ

せたのである.売 れさ′す′■∫ とい うたちの悪

い商法と膏わきるを得ない.ひ と十前 すヒョウ

という魚をヒラメと偽 ,で売 つ出 し 社会円題に

なったことがあった.内 容||にはこれと同 じだが

きのこの方 ま残念ながらあまりl・I題|=され (い な

い .

ヒラメ よいつでも食べ られるが 天然|,つのシ

メ′、 ,な わちホンシメブやtシ ボンシメ
'は

環境破壊が進み、発生IL力ヽ敷減 したた■ 今や●

の きのこになりつつある.だ からとい ,て消費イ

を別のきのこで輪 してもよいという理鷹 [まなら

ないはずだ.嘘 つ ききのこの販売 t日本だけとい

う期 大を改め Lめ て匂いマツタケ味 シメ′の止

しい意lIくらいは後の世まで伝 たたいt,の.

天然のきのこ それが本物のltだからであろ.
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【7月】

岩沢正作展記念講演会

当同月人会は公聞1′式で 71125曰 午贅 ,1寺か

ら桐生[■ 部 i若広間におい r「岩‖:正作反号こ念

"●

会J=問 催 した.

,1後50年.■ l・ll獅 域び)広さと 業●の先

“

■

が ・lrttlTlttl lさ

'lつ

つある|」俗の

'物

学者 J

"t正

作11876-194“の偉業 =切り口■変えて迫ろ

,という試みである 請ITは正作の選捩 東山佐

Fさ んと 岩沢五■ さえ.

東|さ え = 成■夫=教 授で,教 ■術研■の権

咸.1「「の孫r「 =術 史 を専攻 して|た 関係で

7ィ ール |は 多少異 るが 仏教,術 を選んだ二と

詢 I「: IR父 とのつながり|:さ|て t まヽす | と

lT作との円i示生:Iし(い た.■ の曰 よ ・シL夕 i]

― ドの博物■ |と題 tて約60,, 敦1卓を調査 した

=さ 掃 tた スライド生■ ,(半1り易く仏経 ■Fを

|=:売tた .

:,う 人の議師 岩It五美 さた よ 正llの :男

= 「考古十 た学ふ会Jの 彗務日長たつと■る.

■間体イのlt成を前 :逝った父■の遣 tた ′作′)

摯理 編年lF業に取 り

“

Πんでいる,

この曰の演題 ま
̃■

山閣 =集 ま ,た人たちJ`

勾規で しか知 りえなか ,た F作の人問像 交●関

llと 毛IIΠ究会f)工:`ノー ド在と″■[し た.

F.設博物ヽ 「ニコ間Jに ま 正作の学茫 [事 う

「「究.lがたえ→1‖スリし
`い

たが、

'物

姑 とま名

ずかり.「 間口■間半の

'宙'長

■の ■ =11物

Ill 号古学つ資卜に  夫量n帯 籍が

"「

なく■

積 し(お り さながら夫地震に藻オ,れた古1/1'デの

●

"_の

l17さだ ,tと ■ う.

そ ,tた 不白由な|IF究■ :理

`.れ

ながら lll

の毀昔褒貶を超赳 tで

`′

f■ =打ち込,晏 =■沢 さ

■ =今 さらながらに長敬の念を禁 じえな| た50

■ず,歳HIこ fて t,な́ 句F究者とし
`の

距龍 I・置

いて父親
～
ゆtめていた.

岩 沢 正 作 ●1下‖」生タイ」ス73「l載,

■,R止作 よ明|19年 慣工にJ■ れ.山 野 を●ぐ

,(大 白然からじかに学
` 

■ヽ県 t=11治 35年

県

'前

橋中学校の●II教||としで赴任.高 1吟中■

校なと■在て 大問 共々立普迪学校に赴

' 

人間

々にHを 定めた.■ 生た■ [ま絶大な人気があ ,

たが ● =|,こだおらない■||が校長 ら17誤解 を

夕|き 教職 を辞す.

そし
`多

くの資ll″tで 1又共 しながら博物のII

究日tlみ 毛Ψ子研究会 を組縦 tで 機関詰 「毛野J

●′

`行

.「 上モ電笠i“線案内J・赤城 |か ら東中山J

の言嵩1,あろ.ま た博物鯨建設への

'を

抱 き 「三

口閣口すR少 年博物館J'つ く ,て了と|,たちを葉

めた.

そつ業績 キttl的 で また群 5の ポ[t研 究の■

礎 ■築いてい■た.

:西とたばこは常人以上. ブー トを■たないとき

=バ ′卜の空 き柿 =メモ し アtコ ール中毒に|,

な ,た.あ ごひ |を長 くたらし、笑 |とイmく「 し

いH=な ,( 人共 らんまんの人だ■,た七いう.

幕は人間 F々rの光木寺にあり 成名 =「山岳院

渉誉凹II=■ l.

■女の福田二技 rさ た●珈J生市■本町 =在イ|で

昭和54年 父規の 工う人な違R`t群 5県 IF史 陣

lI館に寄贈 した.

「岩沢正作没後50年記念展」

桐生●栞詢
'懇

話会 岩II作 先■頭正会 Iら

=■ ナ11究所 桐上市教育委員会のi催 で 8Π

l日 まで市 ■・ll土資|1浸示ホール 1本町 5丁 H,

で開催.忘 らオ1つつある魅力ある生涯と画期r向な

■円業ヽ を樅横 に

“

4介 した.

「シルクロートの博物学Jを 語る東山教授
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〔歩 く会〕 6月 例会

新緑 ・もう一つの曰光散策

東 大 埴 物 口 の 前 で

歩 く会 6月例会|ま tで した. 1光 と云えぎ

某照宮や輩厳の滝ということになりますが こう

した所 を遊け て ふだん見ることの少い日光の|:

跡 をめぐりました.

6月 6 1午 前 7峙  桐生倶栞‐lから自棠用車に

分栞 して出発  行21名.先 ず日光で最 も古い

“史の残 る本宮神社 IЧ本竜寺 開 堂 滝に神社

をF訪 .午 後は広大な東大植物園で雨にHれ た高

山植物 を賞で 日光博物館の兄■ を最後 にして午

後 51寺帰lI・lしました.

写真部 バスツアー

高原の乙女
″
ひめさゆり

″
を尋ねて

6月 1311 福島県

“

塩加納村にひめきゆりの群

生地 を尋ねまtた .会 津盆地 を兄 ドろす『i陸地 に

|,憐な淡いt=ンタのひめきゆ りが満開で した.

梅雨の晴れ同の市空 と斬,と ピンタの化 時間

を忘′せてシャ,ターを夕|しました。その後 蔵の

帰II 会津高lJのlllt須■神社のあやち祭り・・

下郷口]の古い市場口「大内償を写し奥会津の白然を

満喫して喘りました.桐 上着午後8時

(森口記 )

i青 ■ 遠 本

水 ll薫 田

広   Jヽ
森

瀬   池

細
壼
倶
奈
郎
　
ム
厠
幻
会

■
ナ
リ
ギ
■
一
い
〓
バ
ラ
あ
り
て
風
や
さ
し

頼
り
な
き
肌
の
白
き
や
更
ム

占
も
な
く
牡
丹
崩
ｔ
て
″
＋
の
雨

ひ
た
走
る
電
，
の
分
け
し
´
の
秋

過
疎
と

い
ふ
，
に
立
ち
た
る
折
帷

鯉
帳
　
つ
泳
が
せ
山
の
村

派
手
と
言
ひ
地
味
と
言
は
れ
つ
更
ム

”
帳
峡
谷
濾
る
揚
に
浸
る

段
々
の
日
は
額
ほ
ど
藤
の
花

矢
車
の
占
け
た
た
ま
し
夜
の
■

紹
生
裸
栞
郎
　
‘い
■
●
会

動
く
と
●
見
え
ぬ
で
ｒ
虫
人
■
に
”
り

万
●
の
地
球
傾
け
新
幹
線

夏
市
に
鷹
れ
て
峡
の
瀬
よ
か
な

菫
の
植
出
と
な
り
し
〓
窓
か
な

道
程
は
遠
し
●
“
ふ
蝸
■

行
き
つ
け
ビ
ｒ
で
■
角
を
振
り
廻
し

叶
切
れ
て
植
Ｈ
の
水
の
軽
き
古

べ
′
置
き
し
デ
ス
ク
の
〓
一
■
ら
●
□
蝸
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夏
草
の
喘
■
う
舌
り
に
踏
み
入
り
し

大
　
斑

□

　

尺

久
■
口
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|・
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口: 尾

瀬 "t

本  令  小
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久
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円
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織物業経営の近代化 (4)

両毛製織株式会社

前弓に,さへた

"く
 叫i合3i'| |十の震商務有な

ら■ネ機枚の1 ドヽ1″|:機 :設■さ●■√)■ ||

本響

'‖

式会社であ ,た さら :;litt J)町II141

年 夕

'よ

晨高務イ
'F II'物

幣∫甲機IⅢ]'ド |=

lι機にル tさ れたのか両モ製繊ll式会ネ[`′,ろ.

al■|,の■長 =飯=本 大
'う

氏 7■ ⅢI企 ア14大

111 ■ヽ'ネ[∫=:1性rrt t‐

令チ,た 郎氏 ■ 彙■ 「業十1交IF t`J)質■ 二

I人 ■| =,;な 立ヽで■業lf'|オ r lln治2,|:

から]2年l・l 桐■14物t=■の教

"と

Ir 

“

i,古FIl・

■|)|1導吉の育成につとめた iの 間 政府J)命

|■■| イタ ,― フラ,ス ||+iJIン | ●

■物の「1究 |,|で い
^

i両モ製‖ よⅢ

`幣

I甲つ′■¬Tか ら始ま ,た●

卜HI,4く I・171Ttt i増設 t 人正 F年 |ま賓本今

2Ⅲ)′,n人 会社 l充

'[た

.そ●後議 多√)●遭 Ⅲイ

`= ,よ び)夫戦J)ため機llを供出 「地=二 ●今

|「=第 ihl「合へ1妻置 された.そ ′)11つ社長 |■

木■,1氏で¨ ,た.

企 了■大郎氏 よ縦物■

“

|=● イ,  本つ縦II I

昇にオい
`:,イ

名をイ′在であ ,た.

な● ‖,■7H■割
'の

育1●当「|つ理

''「

ま企了||

人郎1( |1理事長 =|,■t一 Ⅲ,氏で l・2人 七|

|!栞,|`11の■1労 著であI I・生|:'|1屯いJ)+

伸11令■竹人郎氏の駒像 彙口1■ 1凛t― 剌
`氏̀ )

111,|IJ●文大

“

■ ■|あろ‐

金

子

竹

大

郎

氏

の

像

=倶 楽 部 だ よ り =

月j

原

慈

瑣

氏̀

の

像

,■F奸
')(り

|   |

|

08月

歩 (会世計人会 12日
'

理■会
`11 ,

|||,会 126 1

09月

写真|`会 12 ,

理■会 10 1

会i1/●員今 114日,

「■『 111 -16 '

「有苺「‖::II¬.鷹IFめlt品を‖る」

Π次会 l19L■歩く今Ⅲl当

「初秋の信濃路 人ヶ= 麓の

伸|●会 124口|
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【9月】

|八 ヶ岳山麓の
美術館めぐり

年に一回は、桐生倶栞部の月次会をオく会が担

当する.lll年 歩く会のメンバーが充分 ド調査を

して魅力溢ねるブランを件るので 社員やその家

族にとっで人気のまととなっ(い る.
(本

年は信
"人

ヶ岳 麓の美|け館めぐりである.

■朝 5峙 十 桐生クラフを大型バスを満帯にして

出発.I近 としで|ま珍らしく好天に恵まれる.

高崎インターから佐久インターまで 関赳 上

信越自動車道を利用して 清堅
‐
着 9時 .こ れよ

り′ヽ,岳 道路を通り 甲斐詢ヶ岳を背lιした十ン

トリー.ンィスキー

`州

(はくしゅう)ネ 溜所べ行

く.10時 から工場をゆっくり見学 試飲をしたり

博物館 を見たり楽しい]時間半を過す.次 に甲
"|の銘酒 「t賢 J洒 蔵の :50年のL史 ある重厚な建

物をのぞき いよいよ市アルプスを一望できる白

樺llに□まれた清恙=術 村にfJ着.12峙 半.

ここは葉合アトリエ 「ラ リューシェJと 前春

白樺美rlj館 ルオーネtff生、梅原tttHI.のアトリ

エなどから構成されていろ.Ⅲ 心となる満春白樺

≠ⅢF籠よ 明7‐から夫正にかけて人道i義  理想

主義 を場 |た支■著の /ル ーブが 志賀直戒 ■

者小路実篤らを■心 七し 機関紙 「白梓 |を発行

更[白 分達の姜術館 を作ろ iとい

''を

も ,たが

二れは果せず `等 と担交のあ ,た吉丼長三● つ

83年 =実現 したものである.

「示され (ぃ る主なものは 十11レス ルオ

を中,しとtた 西FI絆画 と 岸田留J生 梅原龍「郎

中川 政なとrl樺派ゅかりの作家の作F,.

中食け各人白由だ ,たが 殆どの人 よ=術 ||,=

くの 「翁Jの そば.こ こは東iか らそばだ |を資

べ「:米る人もいるという そば通の間で広 く夕」ら

llた名店.

旅行の最後は清i北 沢美llr節.19世 イ己末フラシ

スにII‐いたアールヌーヴ1-の ガラスエ芸のコレ

クショレ 450点を1又蔵 した美術鯨.|1訪 [あ るJL

沢美術鮒t・姉妹館である.山 麓の静かな森の中に

建つこの美術綸で幻恕 を誘 うガラスの数々を1[キ

間はど楽 しみ

"途

についた.

‖J生倶榮吉F"片 午後 7嗜 46分.

〔歩 く会〕  7月 例会

野 反 湖 畔 花 の 旅

梅 ll明け十口は 例年好天にめぐまれる筈です

が 今年の具■気象け7,125日t,残念ながらJ 雨ヽ

模様でした.し かし野反』畔 よ高1植 物が咲 き乱

れ薬 しい旅 がで きました.

lI●l,5時 半 マイクロバ スで出発  ′〒22名.

野

反

湖

野

反

湖

畔

サントリーウィス■―博物館前にて

葉合アトリエ 「ラ リューシュJ
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『有舞隠Eと

掛丼五郎の作品

を撮るJ

桐生倶楽部写真部

桐生倶楽部 1号 室

桐生市 をあげ ての展覧会 8H29曰 から50曰 嗣

にわたってF■1催きれた、 「有劇館 と掛丼五郎の仕

事J展 をテーマに桐生倶薬部写真部 (森口■郎部

長

'の

写真展が9月 14口から3日 間、倶楽部|`1

号iで 開催 された.

過 目 写難 Fで撮影会をしたl●出 四ツ切 り40

教点が展示 され彫刻美術品の撮影 という難 しいブ

ャンルに挑戦 した成果を技露 した.

会期中の人場者数は 150名 を超 え 15 には

替丼五郎先生御夫妻もお見えになり会場に花 ″添

えていただいた.

展示 された作品 つ つに会員が熱心|■nり 組

んだ苦心のlIが見られ個性 ある■F,で、本来のあ

のすばらしい彫亥峡 術, とヽは又 号1の質量感 現

実感が表現 されでいて幻想的な空間を作 りだして

いた.

来場の掛丼先生t,人変こ′■らの写真の数々を薔

∫れたので 会期終了後、全与貞を先生に差 し L

げました.

場△
〓

(その 2)
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織 物 業 の 近 代 化 (5)

ジャカード機の導入

全口の繊物産地の中
`、

桐生ぐらい多rr多様な

晟物を作っている■地はないであろう.だ から

1可生の織物は・lかと聞かれると困 ,て しまう.t

かし菫て言うなら先染
'ャ

カード拉物であろう.

先染というのは原糸を丸に染めてから製織する

`,ので 白のままの原糸で製縦し、織物にな ,てか

ら染める後染と対1ヒきれる.'ャ カードl14物とは

′ャカー ド機を

'‖

tで 枚 躾 様)を 出した織物

である.お 召 I ネタタイ等がそうである.

先染′ャカート繊l鰤 ■産地を代力すろて,の

であるから ジャカードの導入は桐生にと ,て大

変大きな意味を持つ|,のであった.桐 生繊物史に

よれま ブャカード機の伝来に2ヌ 統ある.― つ

|ま、仏国式で明治10年 8月 上里rで開かれた第―口|

内ヨ勧業博覧会に出温|した京都荒木小平の製造し

たンャカード機を森 |オ平等 3名 が購入したの●l

最初だという,も う一つ ま米国式で明治19年佐羽

喜六が直輸人し 森口芳平と力]藤正―力灘 入した

とある.明 治10年代においてシヤカード機を使用

したのは京都以タトでは桐生のみである.

さらにシャカード機使11に拍車をかけたのが

明治21年、森 ナ平 横山嘉兵衛 藤生t古 郎の

3人 が 皇言御造誉の峙 窓養卜用縦物の御用命を

●rしたことであろ
`こ

の■事のた14米国から新た

=倶 楽 部
◎10月

歩 く会世訴人会 (1日 )

理事会

`7回

)

月大会

`19日

)私 た t,の矢口らない 「ドイツ人の

生活J講

",寺

内推敏氏

う・ス ト ぐんま口独協 会会長 平形義人氏

俳句会 (28日)

歩 く会世計人会

`28回'◎ 11月

=ソ |カ ード機た輸入し ために一般の機業蒙の

需,t,多 くな ,た.

また世 嘉平は薇 1式本製′ヤカードを考宗

普及させたたy, 明治2,年」ろによ桐■において

半木製′十カート製造業者が20名にt,違|た とい

う.′ ャカード機 =年 政々良され 現在は,"t,

■わない電了
'ャ

■―卜′,叶代 =入りつつある.

なな ブ十カード機専入以前の絃網 Ilま 空り (

そらひき)拙 とい′,れ ]台 を2人 で【■ち ]

人|ま祉機の 「でiL糸生操「|る l・Lめて■練を要し

かつ|IIl・率||なものであ ,た.

最
新
０
電
子
ジ
ャ
カ
ー
ド
機

□織
機
の
上
に
の
っ
て
い
る
機
械
□

だ よ リ ー
理事会

`8日

)

歩 く会世話 人会 {9日 )

会報姜員会

`1 

日)

卜́く会 (14日)「草T描 く

マコースハ イキン′ |

行事委員会 (5口 ,

月次会 (22H)「藍 は贅によっでJ tti市

H^会 (23H)秋 手回■人会

,■′会 (郎口)

森山芳平綸入のジャカード機

足利パ ノラ
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私たち力蜘 らない
「ドイツ人の生活」

講師 寺 内 維 敏 氏

10月月次会は議師に桐生市川内町を住の寺内推

紋 (だだとし)氏 に依頼し 「ドイツ人の生活Jに

ついてお話をいただきました.寺 内氏は、 ドイツ

で 113年の歴史を持つ著名な満鮭機械メーカー 「

ストール社Jの 極東日本支社に動務し セールス

エンジニアとして活躍されでいます,勤 務の関孫

で毎年数回、多いlfには10回以 |も ドイソヘ出張

されてぃて ドイツ人の牛活には大変くわしい方

です.

寺内氏のお話しに先だって 塚越理事長の友人

で 群5県 日独協会の平力会長もわざわぎ渋川●

からおいでいただき ご挨拶を賜わりました。

「ドイツ人の生活J姜 旨

ス トール社は ドイツのシュツッツガルト近 く

のロイ トリンゲン市にある。ここは人口]0万tの

小 さいが自然の豊かなまちである.

oド イッの初印象.初 めて ドイツヘ行ったのが23

年前 Ⅲ

'車

のスビー ドの■いこと. け 港 を出て

一般道路で130km～ 140km 7ウ トバーンなら 200

 以 上,

唸 建物の色が茶 黒に統― きれている.(こ れは

まだ戦時色が残っていたため)13,商 店の閉店時

間が実にきっちり守 られ 土 口のltみ も厳格な

ことなどであった.

O家 庭中心の生活

会社の体鮨1 市1度もそうなっている.労 組 も政

府の労働管理局 も残業をするなと言 う.ス 一ヽル

社は 本社・
r勤 務1キ間は週36時間 金躍半 ドン、

土  |は 休み.し かもなお 週32ヽ34時間にする

ような要求まで出ている.フ レックスタイムも採

用され、朝 5時 に出社 して121寺に帰 る者 もいれば、

朝 9時 に出てくる者 もいろ.

休lFけ  lヽ 3ヶ 月間位の長期休暇がある。―

般の人でて,、 6月 ヽ 9月 の間にlヶ 月位の休暇が

ある.冬 は 1月 ～ 2月 までの間にグループ別に2

週問 ぐらいづつlt Ⅲ.だ から家庭中心の生活 とな

る.

O接 待

=庭 べ招待するのが最高の接待である.次 ま高

級 レス トラン (郊タトにある)で の接待.最 低 ま市

内にあるIl通のレストランでの接待.レ ストラン

での食事は量が多〈、疇間が長いので■病である。

しかも|1理を残すことを嫌 う
`

自宅へ招● された場合 絶対忘れてはならない

エチケットカ|ある.そ れ|ま 必ず花束かブーヶを

もって′fき その家の奥 さんに包みをほどいて渡

すことである.

招いた方のエチケ ′卜としては、必ず今吉Fの部

尾 (寝室 まで)を 見せることである.そ れは信頼

と歓迎の意 を表すもの.だ からドイソ人を曰本人

が白宅べ招いた時は同 じようにしなけ′■ぎならな

0蒙 だでの■だんの食事

豚肉中心.ll内 |ま● 骨まで仝部食べてしまう。

ハム ソーt― ブ チーズ|ま必ず数種類出て くろ.

その他 男が蒙事も手伝 うし こどもの しつけ

もすろ.― 人で飲みにケったリ ゴルフ :イ「,た

りしないと力t うヽIの 痛 い話や 健仝で金のかか

らない奈暇の過 し方 公共のザーデシを希望著に

貸 してイどや某物 をllろ話 大変行 き

"い

た環境間

題に対する考え方や施策は参考に十べきものと思

った.

景r・に統― ドイッの問題 ベルリンの壁が崩イ1

統―がで きた感激は物すごかった.中 産階級が ド

イノを引張 って統―の方向へ も ,て来た.し かし

今は、インフレと失茉間題で苦 しんでいる.統

以前にくらべると生活を切 りつめ厳 しさ t雨|え (

いるのが呪■である.

」
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月次会報告 【11月】

「藍 は愛 に よ ってJ

講師 大 り|1  仁 氏

大 川I 仁 さん

,― レズやタヘストリーを■ ら出すまで|,なく

■■ちの牛活のⅢに|っ かり:き■こんだ藍染.

島のIf史lt夫変に古 く 古代工,ブ トの ミイラ

を包んだ 「マムミー布  =|● =藍が使わllでい

た二と|まIく 知 られ ている.

藍のlY‐■地 よインド 中国 了メリカで わ

"'にへは夫陸文化・r影 響で

^良

朝,,|!に■法が渡末

したといわれ 法隆寺や正倉院の1又蔵:lにそれを

見ることが

`き

る.

」寺 人工藍の出■て■工 tた 藍 |, 天笙藍 の

もつこのiし さ 堅牢 き =|「えて ・lr年、

'認

話

きれて寺たのが 別`tに優 しい葉草摯、 としての医

学自l ll用.

11月月次会 よ こうした藍のアレコレを 大||

● さんを講師におl・きして うかがった.人 , さん

よ十 t紀 にl‐た ,て 発酵建てによる天然藍 を建

てつづ |ろ二とr 貴菫 な●統IJ工芸技法の保存

承泄に努めていら ,しゃる.当 桐生倶栞lFの社員

でt,有り市内に知己が多い。

藍摯 [よ 天Ⅲ常と人工のそれとがある.色 が落

ちる い ,しょに洗涸すると色移 り|る ―― とい

うのは人工藍の方.天 然藍 ま |キ円の経過 ととて,

に■色の鮮lll度と安t度 が高まりこそすれ けっ

して色移 りなどtiい .

L・iと [て ま ||〈 ●Jを Fル カリ吐の水 i沐

かしてつ く ,た帖液に糸や布 を● して染める.‐|

を液から,き 場 デると空気中の酸素 ■反応 して

初めは緑也 やが て時問がたつにつ●て本来の‖:

色 =発色 |る .l・lへ

^|´

こうした醸化還元の工Ti

″〈りかえしなが1堅 キ な悧1色が安定する.

̃す
くもJ よ 藍の彙を刻えで積み 「ド 専門

の ｀
水

`|、

|=よって織 りか′し水,か けることで

発1姜させる.堆 :巴づ くりの要領だが 藍 ま水だけ

で,Otに なろ.そ の際 ■ を載培 した十政適否が

7ε辞の成否を/_市する.ど こでも栽培できるt,の

でltな| .ヽ|■■Jl ttF■ 「可減 を■心 =藍づくり

が今盛 を極めたのも 古野
"流

域・・lP沃な地味が

裁培 に道 していたからだ.

全盛を言今,た天J藍 だが 明治期 に及んで ドイ

ツで人造藍 が発明 きれ 工業||に製造 輸人 され

たため 人造品に駆逐 された藍は妻退の一途 をた

どることIIなる.

藍は 野良言や、カウボーイのブーンズと■ ,

たサ働古として多月 きれた.藍 の●つ個有の0い

をガラカラ蛇やマ′シが嫌 うためと■ラ.ま た

iTをかいてもアtモ をつ くらないところから肌岩

としてt,重月 きれてきた.

夫, きんは 最近 NHKや 民放のテレビに‖1

●の機会があり 二うtた 事例とともに水虫に著

効のあろ実

“

をtた ところ 反響が夫きく び ,

〈りしてぃる.イ ンキン タ′シ そねにアトピ

性●膚炎 =効果があるのでは  という.

人工藍との識号|ま極めでil tい.製 品ラベルに
「正藍Jと 標示されでいても半1断しかねるのが ｀

本蒙、の1山みだという.こ うした♂,質を記●て

デずイナー・・山本寛斉さんや ゴシ/ 'ュ ンコ

さんらからの間いあわせもしきりという人
"き

7t

今後●口けに沐■′の藍を守りつづけるという.

＾
一 場

大臣表彰、

社員から新たに3氏

n司生供■音F社員′)中から 次の 3氏 が大巨

表彰を力 うけ =なりました.社 豪 同心から

■
・社 い中し :|ま 十.

I水  信次氏  道■人臣表彰

■  ■正氏  厚上夫巨表彰

lT下 言三氏  通産人臣表彰
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"

清 尼 念 小 本

水 澤 林 池 円
森〔歩 く会〕 11月例会

人 地  天

本
　
Ｈ

尾
　
澤

久
保

田

錫
雲
湧
き
出
ず
る
な
り
遠
浅
間

に

澤

歩く会ll月例会|ま、14日 8時 lI●l生駅に13名集合

JRで 足利駅へ、駅からタタシー合栞りで行造山

登り口まで行く.9時 .こ こから関東の高野山と

いわれる浄凶寺″めきして歩き出す.

昨夜来の豪雨に洗われたll葉 責葉を賞でなが

ら 落栞を踏んで歩く.途 中から陽が出て、まる

で梅雨時のような蒸し暑きである.汗 を拭きつつ

浄国寺に着く。境内の薮椿が満r.|.全く今年の異

常気象はいたずらをするものだ。参道に建てられ

たおびただしい数の石仏 特にねはん台の宗釈迦

を■心とした四十九院仏は非常に珍らしいものだ

そうである。

麻釈迦から石尊 1 実lヶ峰 両崖山と関東ふれ

合いの山道を壺り降りする。両雇 は足利城址で

ある.こ こで丁反正午 各 持々参の

'当
を開く.

城l■からホワイトパレスベ行き コーヒーで一休

みしてから縦姫神社へ ここ力

'足
ホ1′ヽイキングコ

ースの終点.JR足 千1駅まで4 kmというので、市

内を思い思いlこ餃策してJRで 帰る.

足禾Uスカイラインを歩く
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織 物 業 の近 代 化 (6)

補 遺

前■まで織l・7業の21r代化 とtて 5回 「:わた ,て

述べてきた.即 ち機業経営の近代化■tて  成,

社 曰本織物II式会社 撚糸業 ・l近代イヒとし(I

本

`H林

薇式会社 整理業 としで両毛製鋤 未式会社

また機締法の近代イヒとして
'ャ

カー ド機の移人で

ある,し かしまだ書 き

"ら

したことがあろのを今

■で補 ,ておきたいと思 う,

1 機業経営の近代イヒとして縮編機業会社

明治の初期 す 弓県で よ県 ドの重要産業に対 し

企業資金 を貨ケ[て  t代 をはか ,た.本 会社|よ

二の の―つで 明治15年

'内
仁日山に設iき |■

た.;`起 人は‖1内の

'tTtt t郎

 桐上新口Tlt/11吉

右衛円 ′| 俣ヽ1寸木村半兵衛 安栞■村岩崎]F‐の

4人 ●資沐令1万5千2百円 県,ら l千5百円の貸与

をうナた.生 ,FF,はヒとして輸出品の結綺i類.担

しこの会社 よ諸々・
r,睛 があり 2年 後の町治17

年 安楽土 嗅 在の東 5丁 H)に 移 り 岩崎 ■郎

が責任著となり桐生紺緬会社 とな ,た.

2 機織法の近代化の例として 力織機の使用

人力に上る手織機に対 し 動力によろ力拉機の

使用は格段の製載能率 をあ デさt「た●のであろ.

円治 1年 折宿の江原 自蔵が力拉機 た雌人 水草を

=倶 楽 部
o12月

クリスマ ス祭 (4日 )

臨1,理事 会
``日

)

歩 く会 (12日)「武蔵野の面影
～
訪7●ろ

"=理事会 (13日)

|1右J会 (23口)

平成 6年

01月

軒年互「t会

'4日

,

,,て 動かそうとした記録があるが 実||にはt・

か ,た.ホ 格的な力織機の●用|ま 明治21年日本

粒物1水式会社が十に製を輸人したことIIまじまる.

明治44年 日本織tl l式会社II勤務していた村H

F作 は狐●tて
'ャ

カード機の製ll 次いで力繊

機の製造に成

"し

ている.

3 染色法の近代イヒ

桐■にネ″●て西洋彙料の人 ,たのま元治・r年と

い′,れるが 本格||に西,+染||が桐生縦物に使わ

れるようになったのよ明治]5年」ろからで 森山

芳平 後藤定吉 小Il久大郎 川丼貞古 構山久

四郎等の努力「=る .当 時III牛識物は変色褪色す

ると■1不 評
～
か■ていた.l・f山+平 達は町治19

年繊ll読習FFFを設● 西||:染IIによる染也法を,「

及させ( 11生 縦物の不評を 掃するという人き

な功績を挙 ●た.

4 組織の近代イヒー 桐生会社の設立

FIll11]年 lJ■ の機屋 口次商が、不 [品 を取

lTりl¨ 池物の■mlを高めるため桐生会社を設立

した.後  ll・l生物r会 社と改Il 練悧ギ ‖屋

撚糸屋を力]え 桐生織物発展の中心機関となった.

桐
生
物
産
会
社
及
織
物
講
習
所

だ よ リ ー
歩 〈会 19日 )「IIlt日津中

“

直 に毎七″計申めぐりJ

会報委■会
`12口'Fl,会 118H)

写貢部会

`20H)監査 会
`21H)や1句会

`25H)サ く会 t話 人会 (25曰)

臨

"理

事会 128口)

t峙 社 豪総会 (28日

'
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平成 0年 度の定時社員総会が 1月 28口午後 6

時から二階広間で開かれ 新年度予算案ほか二案

の計二つの上提案 をいずaも 可案通 り可 4・しまし

た.

提案 された議案|ま

①平成5年度事業栃況報告

②平成5年度決算諸表報告及会計監査報告

O平成6年度事業.l画及収支予算案

可決 きれた新年度子算案の総額は 1,890万円で

詳 しく|ま別記の通 りです.

総会は口IΠ理彗の司会で進行.社 員総数334名

出席 192名で会議成立を報告後 あいきつに立 ,

た塚越理事長は倶桑部構内に建設中の JC事 務lI

は集会 研修の場 として理事会で承認.ま た南綱1

隣接地に建設予定の ビルは、半地 ド 地 L5階 建

てで、倶楽部口|への影響 を最少限にとどめるよう

建築iに ■し入れた 旨の報告がなきれました.

このあと、譲長に理事長を選出して議事 をとと

こおりなく進め飯 コ副理事長のあいさつで開会 し

ました.

*                  沐

総会黙了後、行われた記念議演では 「脳 ド′ク

についでJと 題 して、群馬大学医学部 核r_学 (

両像診断)科  "木 英樹底師が、今 注 曰を浴び

ているMRI(磁 気共鳴 II像)に よる最新の:蘭梗

塞や脳恒瘍の早期診biFlを皐ホ して、会場 に感銘

を与 えました.

このMRIよ 置は、■在 岸病院 (相■口∫)に

設置 されており この日の語演 も同院長である岸

理事の好意で実現する二と力'できまし(た

可決された平成6年 度収支予算案

新 年 互 礼 会
桐生倶楽部IIl年互礼会が 今年|,lH4日  二

階広間で開催 きれよした.

森寿作理事の司会で進められ、まず塚越理事長

が立って 噴 気巡環証でゆⅢば今年沐 まなんとか

民望がひらけるのでは .良 い時期 に備えて足腰

を録 えておさたいりと あいきつ.

来賓のみなさん:,二●ごも 咄 観ばかり言って

おれない.今 こそ将末への力を好 めておく時では

ないかJ(増  桐上商T会 議所会頭

'「

何+年 に

一蜃 とい う変=期 .原 点に立つ必要があるJ(日

野桐生市長,「 減l・tた }で まだめ.■ 地lP.詢に|,

手をかけて欲 しいJ(近 藤全国商工連合会長)と

厳 しい口調のあいさつが続 きました.

H野 貞大県経言者協会長・・乾杯で祝宴に入り

不況 ドでの活燿 を暫いあいました。

桐生市黎育委員長、永回泰之助氏・
r″ 歳二唱「

ついで 小池日」理事長があいさつ しで閉会.

なお、席上 lt年  叙勲 大巨表彰 を受けられ

た社員の方々に記念〒,た贈つで倶栞部として177祝

意 を表 しました.(お 名前は 4め んに,

1学́t:明

'

1¨
・

,0。

2 1,退 ■済全 |  '2`On

3 11“ 公青II I;00“ |

4 火■「険||I  J`|`01

5. iE l; q 81]',oo..
6修 搭 費 2101'00

7.Jt  4 E r .200.000

法人 4000/2F× 12
※i主     円  

“

 ■|
イ同人3000× 306×12

1   を ■|
3 00う× 10X `

8■ 業 責 3011,||

9会 議 資  ];'じ 0!

11消 ● 品 資  2Ⅲ )ln`

ll 洋   賛  ■沖 IU!

12☆ l_千1息     O

13碕 ..贅

11せ   物

i 借人今[薇 ‐  3,001'

2 日次合 賀々

3 会ヽ 使用|!

1 設備

`t用

|!

: 電,`使用||

0 1ス入¬ じ

,入 会 全

8 雑 1ズ 人

前 期 嫁 越 令

12 4,2 ,00

8U ,01

18,9n, 9F:

2:on ooo

411 011

2, ln,

2( on(

`n(  )n(
;(| 〕J!

2 697 97:
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歩 く会〕 12月例会

武蔵野の面影を訪ねる旅

今|口1土バス利用の旅.素 晴らしい企画なので、

案内躍 送して間 ,ヽなく定員―llになり締切り

キャンtル ●|ちが多数出るという盛況であった.

12月12日 朝 6峙 半桐供を大型バスで出発 関

越二芳バーキングエリアで ドリて先ず平林寺 野

人上用水へ.平 林寺|ま埼玉県新座市にある名高い

占刹 広夫な境内llNは武蔵里1の而影を色濃〈残し

でいる.次 はナト之頭公園、ここに|ま|け1西望のア

トリエとその作品群がある.昼 食は深大寺へ参詣

してから参道に軒を連ねる名l lf架人寺そば店べ。

最終は中近東文化tン ター兄学 ここは二笠官の

χ意のもと、故出光lt三の協力|[より15年前に創

設された.エ ジブトや古代オリエント支Fnなどの

研究所を茉ねた美術館である.

夕刻6時桐倶帰着.

〔歩 く会〕 1月例会

東海道七福神めぐり

1月例会は恒何のt福 神めぐり.本 年は日東海

道に沿う東海t福 神めぐりとなる.

1月 9日1日ヽ 新1可生駅集合 絶好の 「天気.参 加

|ま四 「名という人人数.'時 31分発のロマンスカ

ーで浅■へ,浅 章から都誉地下鉄でi浜 急行tFlら

場駅まで行く.こ こから歩き:Lすが 最i7の|〒″|

神社 (夫黒大)は 目の前.あ とのコースは

品川神社 (大黒天)― 法禅寺 (布袋尊)―

―心寺 (キ老人)― 在原神社 (恵lt壽)―

FJJ寺 (昆沙円天)― 天祖諏訪神社 {福禄寿)

― 讐井神社 (介財天)

日束海道に沿って約 5キ ロ2時 間の行程.品
"は

きすがに東海道工十三茨の第―番の宿駅であった

だけに 由結ある社寺が多い。また東海t福 神め

ぐりの人達が多く、列を作って歩くようである.

当初の計画では磐丼神社近くの京浜急行大森海

岸駅で解散のテ定であったが 品川寺から白由行

動にしてしまい、各自黎内図を片手に好きな所を

好きなように廻って茶しんだ.

☆ 歩く会これからの予定 ☆

3日 幻の池がある野峰  (梅 lI)登 山

4月  JR信 越線で信川あんずの聖ヘ

5月 斬緑の1ら神社登ロ

6月  上越の人展望.三 国峠から三 ヨ山へ.

7月 梅嗣 けの会津堺椰山登山

平 林 寺

品

　

川

　

神

探 大 寺 参 道
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叙 勲受章者 嗽称,勧

勲四等旭日小緩章(金融業功労)

勲四等瑞T‐章(ガス事葉功労,

法務大巨表彰(人権擁護功り)

運輪大巨表彰(自動■整備事業振興

功労,

厚生大巨表彰 (精神lltt■」労

'通産大巨表彰 (商T会 議所運営■l」労,

通産大臣表彰(商工会議所運普功詢

通産大巨表彰(伝統的工芸『,産業功

労)

秋 期 囲 碁 大 会
平成 5年 11月23日 恒例の国暮夫会が倶楽部 6

号室で行われました.

日頃 llgに党えの面々が集まって終 日たの しく

鳥鷺 を戦わせました.

国に 当日の成績 (L位 者)は 次の近 りです.

1, 福永 儀-  2位  野口友治郎

3位  島  勝二  4t 吉成 敏郎

5位  ll上  喜―        (敬 商ヽ略)

※ 土曜日午後 ま音1会のメンバーが6号 室に

集まりますのでお出掛け 卜さい.

ワリスマスパーテイー
恒F/1のタリスマス会が今年:,12月4口 桐生倶楽

部広間で行われました。a会 は岡部 高松両社員.

塚越、小池正百」理事長のあいきつのあと 「きよし

この夜Jを 全員で斉唱 森社員が聖書HII読「もろ

びとこぞりて」斉

`と

ブログラムを進め、待望の

サ ンタタロースのブレゼ ントで会場が IIきました.

今年のコンサー トはソプラ′斉藤祐江 さん 伴奏

長島まさ子 きんで雰囲気を盛 りあげました。

」C事 務局棟地鎮祭

桐生■楽部駐車場の南西隅に建設されるI・l生青

年会議所事務局の地鎮祭が 昨年12月]5曰 関係

者●l席の下、厳粛に行われました。主な仕様はつ

ぎのとおりです.

社置 1可生市仲町 2丁 目243番地 木造平=建 床

面積5882r 和瓦菫 モルタル 風除け宇 事務

室 湯沸室、更衣室 前室 トイレ.

梱
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染 色 教 育 機 関
(桐生織物学校)

‖0■にI・すろ染●|‐j係の教iは  硼治
'年

に長

里テ三IFが新日̈ 〕口 1本日 51曰 |[キ ●証習所

を間いたのが始 まりという.二 ´ ま約 l ttl・lで

“オ,り 次はIll ttl,年●)拉ll講醤所 |"J生のあ|つみ

oヽ2,参iF' になろ. 二の計智所が杢屁 L lΠ治2'

年支キF夫巨の記嘲を得 ドJ■I・生織ll十校 とな ,

た.二 れが当地 ″中等■枝の鳴矢である.校 合 ま

|`ll 載物■合の―部 をIHt 後に現在の 「市

i青 年の=1日 女子高,Jの ・Iに斬,ψ l=した.

拉物=樅 まlln治33年 口Tiか ら県●に17告され

大12年 3月廃″ I三るまで県 ド=t,ちろん 日

本回内に´い (市数の工当学1交とし〔口本の柿llj

業 特にlJ■報物業の発==多 人の■献 をtた .

初代校長 よ4 久蔵であ ,たが l年余 ●+任 さ

れ 次の校長が■司大造であう.+岡 枝長|よ乞わ

オ,(束 iか ら桐生に■任 満13年8,月 間校長 を

動/●た.人 格高潔IIして陣学多設 t生 の:■後

薫l・lを■けた了

"の

会や門係著がi生 の徳 ″東い

そのrl泄を表影

'る

碑を|・生■同公園|:建でてい

る.印1治13年3月 +岡 枝長の後 を継いだのが・I京

高等工業学校 ,悛の東,T大
'教

I高 力直寛であ

ろ.高 力直覚 よ 形県の人●ある● 町治15年

‖|■に来 1森 山芳+工 場の

`員

となり 染也機池

ユのiT■″|た .そ の |〈 れた織物 ■円十うll ll

が記めら í 東i高 ・F上業に澪聘 きれ教授 とな■

ていた● 桐生識物学狡々長 七tて再●末桐 した

|,l● あろ.

繊物■●はl‐長のみなら● 企

'fl大

郎教1貞を

=じめ 前原悠 頂| ド山ス人郎 オ ト竜人ⅢI+

束京蔵前語工出与の奥′が教論に1ltっていた.

縦物学●は和牛市へ高+彙 純サ校 (辞人T学 青

`の前与, を設置すろ二七になり 県■,,崎 T業

十校べ■合され人1:2年 開1交七七 ,たが  7年 間

の同1交の存在がら ,(こ そ昭和初期の桐上縦物の

|:金Iキ代があるのである.

IIF治| 木́t( l・ 生のli来′,た■高+教 育機関

行設置十べ しという芦が森宗llましめ』「民有志の

問からお=た . そσ)声が口丁を挙■ (の運動 七なり

県を動かし 人 「8年

“

1生高等染報学校●問校 と

な ,たのrあ る.

る

碑

あ

念

に

記

内

の

構

校

一 倶 楽 部 だ よ リ ー
02月

理事全

`9日

,

'li■

合 `19日 ,

支イヒ活 lltt ll会 t25日)

サ く会世話 人会 128口 )

o3月

理事合 (9H,

歩 く会 113回

'「

収「]li・野峰"登 山 |

ヴ■部 (19回‐2●ll)
「人 「■の Hの 出とらんこ う含

"_J零 =F(20日 ,志 ・・[1碁人会

1次 会 (22日,「1可生市 71人口1lШ I

:峙

`市

桐生Jj総務部情報管理沢

課長 □Ш 功氏

や|●]会 (28 HI

歩 く会

“

話人会 (28口)
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人□問題の現状

講師 桐牛市総務部情報管理課

課長 園 田 功氏 他

久しぶ りの月次会 = 多くの市民の関,しを失め

でいる桐生市の人口問題 についで 統計の専「ill

立場から現

'大

を■直 t.fし でいただいた.・lI師ま

同Ш課長と金丼 荒,の 3氏 .

講演の要旨は 尤ず口本の人 構成がビラミ,

ドニ1から ひiう たたのように第一次ベビーブー

′・ 第二次ヘ ビー デー′|:よる_〕くらみを■ ,た

逆 ビラミ′ド型 「:なりつつある.こ れ ま少産少死

のためである.桐生t,同Irで あるが 特徴 とtて ま

11'昭椰 1年の総人口 135721人 をビーク I平成

6年 ・・ 125202人 まで減少の―途 を迪 ,`い

る.

2平 lk 6年の人「]は 女■ が64615人 男性が

61587人
`、

常 t女趾の数が男性 より多い.

13 高齢化4が 高い.65才 以 |の書」合が165%で

あり、両モ 5都市 (桐生 太田 館林 足T」

「lF)の 中で最も高歯

'イ

ヒし(い る.

【3月】 〔歩 く会〕 3月 例会

桐生からよく見える双円峰

“野峰"登 山

歩 く会 1同

",会

ま l●HI実 liは朽木県||口明|

σ)里1峰 |へ令 った.31口 318時  ‖J■● ■́F年

合 一行14人 白=用 ■ t分千 Lで

"IH・

・l中■青

少年野外活動七 ンター [Flう.セ ンターつ[〈 [

'■

して8時 十 スター ト,今 Π ま特,|に型111に〈

わしい市・
r ttll古少年課長 きんに=案 内■t=い

ただ〈.

■空,が 1風 が無 く崚●い| ĺlの中をイ

"■

lHl

歩いて県境 1祥鳴と栃本の境,の

"の

叶 ●小lf上.

ここから急坂 となり式雪●定られう■う =●

`‐
違中 梅‖ 理 1 日たの 々の這望を卒 t=な

■`1歩 〈.10]キ+'ま ぼろtつ 池J I:||な まF

ろ |と 言オ,′ろの ま つい最近 まr '延 (=池

う'ある. | ■ヽ,也|まなt とヽ 二「たあ■,たt,,‐確力|[

池はあ ,たが水 亡用ぎされえ =電に
`お

わ´てい

た.

H Il●0分 野峰 ll■ 009,米 1子|■..中食を

と ,て1鳩 帰路につ〈.帰 路は途中十ら小オネ:果長

の推古すろイ主路 と某る夫岩力'迪なる瞼 [い 道_片

昔| と́オるとい,が  茂f旱と ,4■ け■

“

tlち

る.し かし い無事 [ド山.予 定=り 中く2峙 十

11生倶栞部|●言.(当 番 小颯 至十1当曰の議演は統計||な証明た■であ ,たが 人

日問題 =ついては、 昨年市議会 産来丼及び市

民のイヽ去者によりi■餃 された 「人口問題懸談会J

と市職員によ ,で組縦 された 「人口問題研究会J

に於て一年間議論を重ねた結果 IIt年3月 I「人

口|・糎 報告書J力 発ゞ表 された.そ れによろと 人

減の原口としで 可住地面積が少い 産業の低

迷、交通休′が不充分など力■旨摘 きれていた.

1当番理事 t輩  赤石)

野

「幻の池Jは雪と氷に閉ぎされていた.

月 次 会 月22日 峰
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写真部会バスツアー

太平洋のBの 出とあんこう鍋

写真部会 {森「1悧
'長

)で は、自然 と味党 を尋ね

て,キ の勿来 (`二 そ) いわき 小名工方而に

一

"l iHの

バスツアーを計両 した.

3月 19日朝 8時   行 「名マイタロバスで11生

倶茶吉F出発水戸 I向 う.途 中笠問市にでさた出雲

大社常陸分lIを参拝.水 戸から常盤自動車道に人

り 北茨城 イ,タ ーで降 りて野口雨情記念館 近

くの雨情生ア を見ろ.雨 情は 「赤い覇ιJ「 ヒつの

子J「 古い破の人形Jな どの童謡  賊 浮の港J

「l.頑小唄J「 L川小唄Jな どの新民謡の詩人と

し( Jヒ原n秋  西条人十 と共 に三巨匠と云われ

る人だが 特に庶民llで郷 1色豊かを作品が多い.

記念鯨 には人変豊富な資tlが集 まっていた.生 家

は古 くは水戸徳
"家

需主の術休 自所で 知 海亭J

と呼称 きれ  「磯原御殿Jと も云われた名家.今

に残 る生家もその吉 を偲ばせろt派 なもの.

次 に五浦 (いづら,海 岸の天心遺跡公園に行 く.

ここ|ま同倉天心が曰本美術院 を移 し i黄

“

人観

菱口春草 本|1武山などと共に芸術活動 に励んだ

ところ.今 は有名な六角■ 天心荘 人きな 「工

細工|ま一つなりJの 碑、天心の葉などが残っでい

るのみ.

二こから5キ ロほど北 Lす ると勿来 (なこそ)

の関跡であろ.5世 紀に 「白河の関J 唸 珠 ヶ関J

とともに作 られた 喚 川 三古関Jの 一つである.

ll義家が後三年の役のため奥,,べ下る折  「吹 く

風 をなこその関 と思へども道 もせに餃る山桜かなJ

と詠んだことで有名.今 は源義家の大 きな銅燎

支学「史館 などがある,こ こから四合海岸の民宿

へ直行の予定だったが まだ口が高いとい う・・で

いわき市立石r̃ 化石館へ寄 る.こ この模擬抗道

には、実跨lι使われた木粋が多数Illまれ 吉いIt

代から現代 までの採炭状況の穫 り変りが,■ され

ていて面llか ,た.

5時 民侑好洋泄ll着.夜 |まやや季節はずれだが

人変おいしいあんこう鍋 をつつ きながら歓談.

翌20Πは 朝 5時 半起床 6時 =は撮影の目的

地 波立 (まだち)海 岸へ到オ して一同カメラを

t′ 卜して日の出を行つ.だ が残念ながらミ天大

陽|ま見えない.こ れだけは何 ともならない.'峙

好洋Vt出発.途 中海||の,色 を撮 りながら有名な

塩屋崎lT台へ.塩 屋崎の断岸 |に建つこのlT台|よ、

「喜びも悲 しみt,幾年月Jの 歌の露台である.ま

た最近 ま美空ひば りの 「みだれ髪Jの 歌力ヽ充れる

遺景′が作 られ .tれ る人が多くなったとのこと.

更 =10キロほと1綺下 して小名:!●巻に出る.こ こ

で十産の魚 を買い、塁食|,すませ いわさ勿来イ

ンターからI盤 自動車道で帰!|につ く.午 後 6時

子定 きれた廿十問に倶楽部到7■.

渕 桑に恵輩れなか ,たの ま残念であったが 兄

るFlが多く 食べ:′の:,おいしく、そして何より

:,■中 旅館での歓談が豪 しく 1又確の多い旅行

であ ,た.

野

口
雨
情

の
像

と

記
念

館

贅
料
館
に
な
っ
て
い
る
。

記
念
館
の
二
階
は
北
茨
城
市
歴
史
民
俗

天心の六 角堂

ここで天心はよく思索にふけったという

野 口 雨 情 の 生 燎



141 第 80号 桐 生 倶 楽 部 会 報

◇新入社員紹介◇ 文化活動委員会の会議
21∫25! 化々 1舌動 =員 会 (′■長金谷=介

FJ手■長議|「杖工,が 開催 さ
'i 

て化活lll姜:i,

内の各IF会の予算酉」分がイテなわ11 今■の夕半子

tl[ ,■   各吉
`会

■ 1 ら‖■力
'″

, ,|:

懸 言舌 全  4万 ll

lI F=F, 2ソ ,円
コ■フ部会 4万 円

歩く
'11料‖:日

,● =「会  2ソ J「|

子常

"ビ

分|よ下:1`)遭り.

た |け =` 会  3万 「1

,| ]ヽ古「 会  2,′ ll

l■| ネ |1 会  5,JI月

Ji l共 =I 会  =,り  |

l・デ ヨ 吉
`会

 2万 」

音栞鑑賞|1会 2万 ロ

チ 備 資 3万 P]● 計  53′ ,円

な● F`会 とし
`新

し〈 「夕|''21委

`1会

J 方ヽ

近 く発tl●予定 を●
` =`会

が■L式 に″

`足

,ム ば

千算が配分 されることとなろ.

「例 ′)‖う生惧4部 ,イヒ祭lt  5月 13■|● 14ロ

1, 15日 山, ,― デ ン′`一

' 
ィーは15111峙 うら

と,l・定 [た

写真部バスツアーの写真

Jヽ

名

浜

港

社H法 人 II・生

'楽

割
'会

報 第811サ

19,4年 (+成 6年 ,  4月 発′「

発 行 人 塚 越 平 人

編葉■任 著 小  i也  久  掟

|,   昴1 ツボ ノFI輌ll式会社
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広 清 ′|ヽ,遠

瀬 水 池 lt藤

足 大 ′ 本
■    保

沢 llt日 田

春 季 囲 碁 大 会
3月 20 :0時 より I・l生●楽部春季回碁人会が

開かれ 8名 が参″1した.成 績 よFiピの通り.

優 勝 福 永 儀 一

準倒券 広 瀬   進

第3t山 上 喜 一

第41‐ 野 日 友治郎

第5● 金 谷 利 男




